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1 開会 
2 議題 


(1) 新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 対策 の 状況 分 析 ・ 提 言 
(2) 新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 に 係る 対応 等 に つい て 


(3) 岩手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 基本 的 対処 方 針 に つい て 




















(4) 岩手 県 に お ける 新型 コロ ナウ イル スス 感染 症 拡 大 防止 の た め の 緊 急 事態 措置 及 


県 


び 事 業者 支援 策 に つい て 























(5) 新型 a コロナ ウイ ルス 感染 症 対策 (第 2 弾 ) に つい て 


(6) その 他 


3 閉会 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 専門 家 会 議 


「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 の 状況 分 析 ・ 提 言 」(2020 年 4 月 22 日 ) 





|I. はじめに 











〇 本 専門 家 会 議 は 、4 月 1 日 の 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 の 状況 分 析 ・ に 
お いて 、 都 市 部 を 中 心 に クラ スタ ー 感 染 が 次 々 と 生じ る な ど 患 者 数 が 急増 し 、 内 給 





体制 が 宮迫 し つつ ある 地域 が ある こと 、 継 続 的 に ? 





〇 その後 、4 月 7 日 に は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 本 部 決定 に より 、 埼 玉 県 、 


























注視 すべ き 状 況 に ある こと 等 を 指摘 し た 。 









































千葉 県 、 東 京都 、 神 奈川 県 、 大 阪 府 、 兵 庫 県 及び 福岡 県 の 7 都府県 に 対し 、 新 型 イ ン 











フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 第 32 条 第 1 項 に 

















〇 4 月 16 日 に は 、 上 記 7 都府県 と 、 同 程度 に 
































基づく 緊急 事態 宣言 が 発出 され た 。 

















まん 延 が 進ん で いる と 考え られ る 北海 道 、 








茨城 県 、 石 川 県 、 岐 阜 県 、 愛 知 県 及び 京都 府 の 6 道府県 と の 合計 13 都 道 府 県 が 新た に 

















「 特 定 警 戒 都 道 府 県 」 と し て 指定 され る と と 





始め た こと 、 
② そう し た 地域 で は 都市 部 に 比べ 医療 機関 





























いた だ いた が 、 未 だ 改善 の 余地 が ある こと 、 























必要 が ある こと 、 




















も に 、 そ れ 以 外 の 34 県 に つい て も 、 


① 都市 部 か ら の 人 の 流れ で 、 都 市 部 以外 の 地域 に 感染 が 広がり クラ スタ ー 感 染 が 起き 


な どの 数 も 少な く 感 染 が 広がれ ば 医療 が 
機能 不全 に 陥る 可能 性 が 極め て 高い た め 、 先 手先 手 の 対 策 を 打つ 必要 が ある こと 、 
③ 4 月 7 日 の 緊急 事態 宣言 発出 後 、 多 く の 国 民 の 方 が 求め られ る 行動 変容 に 協力 し て 


























④ 我が国 に お ける 更 な る 感染 拡大 を 抑 制す る た め に は 全都 道府県 が 足並み を 揃え る 





な どの 観点 か ら 、 緊 急 事 態 官 言 の 対象 と され た 。 














〇 今般 、 前 回 の 提言 か ら 3 週間 が 経過 し た こと 等 を 踏ま え 、 最 新 の 情報 に 基づい て 状況 
NE 














分 析 を 更新 する と と も に 、 提 言 を 行 








ILL. 現状 と 課題 

1. 国内 の 状況 等 

〇 現在 の 全国 的 な 状況 に つい て は 、 

・ 新 規 感染 者 数 は 、 日 ご と の 差 は ある も の の 、 
お り 、 累 積 感染 者 数 は 4 月 20 日 に は 10, 200 

















どじ だ 。 


1 日 の 新規 感染 者 数 は 455 人 に の ぼっ て 
人 を 超え る !【 (に 至っ た 。 





1 特定 警戒 都 道 府 県 : 特に 重点 的 に 感染 拡大 の 防止 に 向け た 取組 を 進め て いく 必要 が ある 地域 と し て 指定 
4 月 16 日 に 変更 され た 基本 的 対処 方 針 で は 、 こ れ ら の 地域 に お いて は 、 外 出自 粛 の 要請 に 加え 、 施 
設 利用 の 制限 、 在 宅 勤務 (テレ ワー ク ) や 時 差出 勤 等 の 強力 な 推進 等 を 実施 する こと され て いる 。 ま 
た 、 特 定 警戒 都 道 府 県 以 外 の 34 県 に お いて は 、 施 設 利 用 の 制限 等 の 措置 に つい て は 、 感 染 拡大 防止 

















を 主眼 と し つつ 、 地 域 の 感染 状況 や 経済 社会 に 与え る 
いて 、 判 断 を 行う も の と され て いる 。 








影響 等 を 踏ま ほえ 、 都 道府県 知事 が その 実施 に つ 





・ 特 に 、 特 定 警戒 都 道 府 県 の 増加 が 全体 の 7 割 強 を 占め て お り 、 累 積 患 者 数 は 東京 都 が 
2, 984 人 、 大 阪 府 で 1, 162 人 と な り 、 こ の うち 、 感 染 源 (リン ク ) が 分 か ら な い 愚 者 数 
の 割合 は 、 約 8 割 に の ぼっ た 。 

・ さ ら に 、 そ れ 以 外 の 34 県 で も 感染 者 数 の 増加 を 認め て いる 地域 が あり 、 集 団 発生 の 契機 
と し て 東京 都 を 含む 都市 部 と の 間 で の 人 の 移動 に 伴う も の が 多かっ た 。 














【 図 1. 累積 患者 数 ( 左 ) と 人 口 10 万 対 患 者 数 ( 右 )】 
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※ 4 月 17 日 まで に 感染 が 確定 し た 都 道 府 県 別 患者 数 を も と に 計算 。 グ レー は 累積 患者 数 



































が 20 人 未満 の 都 道 府 県 


〇 海外 か ら の 感染 に 起因 し た と 考え られ る 国内 発生 例 を 確定 日 別に みる と 、3 月 22 
日 、23 日 順に は 4 割 近く を 占め て いた も の の 、 4 月 1 日 か ら 4 月 20 日 で は 0.65% 程 
度 に 低下 し て いる 。 











〇 また 、4 月 21 日 現在 の 諸 外 国 の 累積 死亡 者 数 に つい て は 、 ア メリ カ 41, 872 人 、 イ 
タリ ア 24, 114 人 、 ス ペイ ン 20,852 人 、 フ ラン ス 20, 265 人 な ど と な っ て いる 一 方 で 。 
我が国 で は 244 人 が 報告 され て いる 。 諸 外国 と 比較 する と 累積 死亡 者 数 が 少な い が 、 
増加 の 一 途 を た どっ て いる 。 














2. 行動 変容 の 状況 等 
(1 ) 緊急 事態 官 言 下 に お ける 接触 機会 の 8 割 の 削減 
〇 これ まで の 対策 で は 、「3 つの 密 」 を 徹底 し て 避け る こと を 周知 し て きた 。 加 えて 、 











2  「3 つの 密 」 : これ まで 集団 感染 が 確認 され た 場 に 共通 する 「① 換 気 の 悪 い 密閉 空間 、② 人 が 密集 し 
て いる 、 ぐ ③ 近 距離 で の 会 話 や 発声 が 行わ れる |」 と いう 3 つの 条件 。 こ れ ら を 回 避 す る こと で 、 感 染 の 
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堅 急 事態 宜 言 下 に お いて は 、 ハ イリ スク の 屋内 環境 に 限ら ず 、 全 て の 市 民 を 対象 と し て 
人 と 人 と の 接触 を 削減 する こと を 通じ て 2 次 感染 を 劇 的 に 減少 さす せる こと が 必要 で ある 。 
人 と 人 と の 接触 機会 を 8 割 削減 する と いう 目標 は 単に 2 次 感染 を 減少 させ る た め に 必要 に 
な る だ け で な く 、 短 期間 で (例え ば 8 割 と いう 劇 的 な 削減 で めも れ ば 緊急 事態 宣言 後 15 
日 間 で ) 感染 者 数 が 十分 な 程度 減少 する た め に も 必要 で ある 。 接触 機会 の 8 割 削減 
が 達成 され て いる 場合 、 緊 急 事 態 宣言 後 お お よそ 1 か 月 で 確定 患者 デー タ の 十分 な 減少 
が 観察 可能 と な る 。 他 方 、 例 えば 65% の 接触 の 削減 で や る と 、 仮 に 新規 感染 者 数 が 減少 に 
転じ し る と し て も 、 そ れ が 十分 に 新規 感染 者 数 を 減少 させ る た め に は 更に 時 間 を 要 す 

る 。 な お 、8 割 削減 の 達成 が で きた 場合 に は 、1 か 月 後に は 、 感 染 者 数 が 限定 的 と な 
り 、 よ り 効 果 的 な か クラス ター 対策 や 「3 つ の 密 」 の 回 避 を 中 心 と し た 行動 変容 で 感 活 
を 制御 する 方 法 が 一 つの 選択 肢 と な り 得 る 。 不 十分 な 削減 で は 感染 者 を 減少 させ る 期 
間 が 更に 延び か ね な いこ と を 十分 に 理解 し た 上 で 、 で きる だ け 早 期 に 劇 的 な 接触 行動 
の 削減 を 行う こと が 求め られ る 。 







































































【 図 2. 接触 が 流行 開始 後 20 日 目 に 削減 され た 場合 の シナ リオ 】 
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※ 流行 対策 開始 前 まで は RO=2.5 で 感染 者 数 が 増加 する 。 感 染 日 別 の 新規 感染 者 数 は 80% の 接触 
削減 に より 15 日 間 で 1 日 100 人 まで 減少 する ( 青 線 )。 し か し 、 接 触 の 削減 が 65% で ある と 1 日 
100 人 に 達する に は 90 日 以上 を 要する (灰色 線 )。 ま た 、 確 定 患 者 と し て 報告 され る に は お お よ 
そ 2 週間 の 遅れ を 要 し 、80% 削 減 の と き 1 日 100 人 に 到達 する に は 緊急 事態 宮 言 か ら 約 1 か 月 を 
要する (オレ ンジ 線 )。 黄 色 線 は 65% 削 減 の と き の 確 定 患者 数 で ある 。 








































































































リス ク を 下げ られ る と 考え られ る 。 


〇 接触 行動 の 変容 は 、 主 に 2 つの 指標 に 基づい て 評価 を する 予定 で ある 。 そ の 1 つ 目 
は 、 都 市 部 な どの 人 口 サ イズ (以下 「 人 流 」 と いう 。) その も の の 減少 を 直接 的 に 評価 
する も の で ある 。 
外出 の 自 趙 要請 が な され 、 テ レ ワ ー ク が が 推奨 され る 等 に よっ て 、 人 流 が 減少 する も 
人 これ は 携帯 電話 の 位置 情報 や 公共 交通 の 利用 者 数 を 活用 し た 都市 

お ける 人 口 密度 の 減少 を も っ て 一 定 の 評価 が 可能 で ある 。* 

ES に の の 日 の に OH 
1-2 月 の ベー スラ イン (平均 値 ) と 比較 し て 渋谷 駅 周辺 の 日 中 時 間 帯 で 、 平 日 は 
63.69% か ら 65.2% の 人 口 減 、 休 日 は 77.6 て 77.89% の 人 口 減 を 認め た も 

他方 、 ソ フト バン ク 社 の デー タ を 活用 し た Agoop に よる 情報 で も 、4 月 18 日 (日) 
は 東京 都内 の 主要 駅 (東京 、 新 橋 、 新 宿 、 品 川 、 六 本 木 ) に お いて 68.9% へ ~87. 3% の 
人 日 減少 を 認め て いる 。 ま た 、 携 帯 端末 利用 者 に 基づく 日 内 変動 を 検討 し た 結果 、 平 
日 で は 午前 7-9 時 と 午後 6-8 時 の 通勤 時 間 帯 に 利用 者 数 が 集積 し て いた 。 さ ら に 
東京 都 交通 局 都 営 地下 鉄 の 利用 者 数 は 、 改 札 通過 人 数 に 基づく 利用 者 数 情報 に よれ 
ば 、4 月 8 日 ( 水 ) -10 日 ( 金 ) の 利用 者 数 は 昨年 の 同 曜日 に 比 し て 67~74% 減 と な 
っ て お り 、4 月 11 日 ( 土 ) -12 日 (日 ) の 休日 は 84-89% の 利用 者 減 と な っ て いた 。 

Google 社 に よる Google community mobility report (コミ ュ ニ ティ に お ける ヒト 移 
動 報告 ) に よる と 、3 月 29 日 (日 ) と 4 月 11 日 ( 土 ) の 期間 に つい て 、 都 心 部 を 中 
心 に 娯楽 施設 の 利用 者 数 に 減少 を 認め た 。 た だ し 、 減 少 幅 は 30-509% 台 に 留まっ て いる 
も の と 考え られ た 。 

































































【 図 3 3 月 29 日 (日 ) ( 左 ) と 、4 月 11 日 ( 土 ) ( 右 ) の 娯楽 施設 の 利用 者 数 】 
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また 、 同 様 の 比較 を 公園 に 関し て 実施 し た と ころ 、4 月 11 日 ( 土 ) の 東北 地方 を 中 








3 これ ら は 個人 情報 を 含ま な い 携 帯電 話 端末 の 位置 情報 を 活用 し た 人 口 変動 デー タ に 基づい て いる 。 
4 同様 の こと を 梅田 駅 周辺 で みる と 、 平 日 は 67.7% か ら 71.6% の 人 口 減 、 休 日 は 84.1~86.9% の 人 口 減 
を 認め た 。 
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心 と し て 平時 より も 利用 者 数 の 増加 を 認め た 。 こ う し た 屋外 環境 に お ける 実際 の 人 と 
人 と の 接触 に つい て は 、 そ の 状況 に より 必ず し ゃ 一 人 注意 喚起 を 要 す 
る 局面 が 存在 し うる こと が 示唆 され た 。 





【 図 4 3 月 29 日 (日 ) と 4 月 11 日 ( 土 ) ( 右 ) の 公園 の 利用 者 数 】 
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以上 の よう に 、 地 域 メ ッシュ 別に みた 主要 駅 の 状況 か ら は 、 一 時 的 な 人 口 減少 が 十 
分 で は な い ケ ー ス が 平日 に お いて より 顕著 で あり 、 テ レ ワ ー ク が 必ず し も 進捗 し て い 
な いこ と や 、 通 勤 時 間 帯 の 利用 者 数 か ら 時 差 通 勤 が 進ん で いな いこ と な ど が うか が ね わ 
れ た 。 地域 別に みれ ば 、 東 京都 や 大 阪 府 な どの 都心 部 に お ける 娯楽 施設 、 公 園 に お け 
る 人 口 密度 の 減少 は 顕著 で ある 一 方 で 、 地 方 ほど 不 十分 で ある こ と が 示唆 され た 。 











〇 2 つ 目 の 評価 は 接触 率 (時 間 あ た り の 接触 数 ) その も の で あり 、 現 在 、 そ の 定量 化 
に 向け た 検討 を 開始 し て いる 。 これ は 、 仕 会 全体 で 接触 の 機会 を 減ら そう と 第 力 いた 
だ いて いる 中 で 、 社 会 的 な 接触 (その 定量 化 に 当たっ て は 、 例 えば 、 身 体 的 な 接触 や 2 
へ 3 文 程度 の 会 話 に よっ て カウ ント する 。) が 実際 に どの 程度 だ け 減少 し た か を 評価 し 
よう と する も の で ある 。 これ は 特定 の 地域 ( 例 . 仕事 場 、 会 議 ス ベース) で どれ くら 
い の 時 間 を 他 者 と 共有 し て いた か を 携 ^ 帯 端末 の 位置 情報 を 基 に 推定 する 方 法 や 、 社 会 
的 な 接触 を 日 記 の よう な 形 で Ns より 、 推 計 す る 
こと が 可能 と な る 。 これ ら の 評価 方 法 の 具体 化 に 向け て は 、 現 在 、 厚 生 労働 省 ク ラス 
ター 対策 班 で 検討 を 行っ て いる と ころ で ある 。 









































(2) 接触 の 削減 や テレ ワー ク 等 を めぐ る 間 題 

〇 緊急 事態 宣言 が 発出 され る に 至っ た 状況 下 で 、 市 中 で の 感染 リス ク へ の 対応 の 必要 性 
や 、 不 要 不 急 の 外出 を 控え 、 人 と 人 の 接触 を 減ら すこ と の 重要 性 を 強調 され て いる が 、 
一 方 で は 、 日常 生活 に お いて 接触 を 削減 する た め の 具 体 的 な 工夫 が 求め られ て いる 
また 、 テ レ ワ ー ク に つい て は 、 働く 方 々 が 外出 を 控え 、 職 場 お ける 人 と 人 と の 接触 を 
減ら す 効 果 が 期待 で きる こと か ら 、 政 府 に お いて も 積極 的 な 呼び か け 等 が 行わ れ て い 
る が 、 い まだ 平日 に お ける 主要 駅 の 人 口 減少 が 十分 で な い ケ ー ス も ある な ど 、 テ レ ワ 
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〇 


QO 


〇 


ー ク の 取組 が 必ず し も 十分 














に 進捗 し て いな い 状 況 が 伺わ れる 。 








さら に 、 現時点 まで に 東京 都 を 含む 都市 部 へ の 出張 ・ 人 の 移動 を 通じ て 地域 で 流行 が 


発生 する 事例 が 後 を 絶た な い 。 こ れ は 
クラ スタ ー へ の 対応 を 強い る こと に 

















都 道 府 県 を また い だ 帰 省 や 旅行 











る 。 現在 、 大 都市 圏 を 








こよ 


心 ( A 








医療 体制 が 必ず し も 十分 で な い 地 域 に お いて 突 2 
繋が っ て お り 、 看 過す る こと の で き な い 状況 に 





具体 的 な 感染 者 数 の 推移 を みて も 、 I 





り 人 の 流れ が 生じ 、 感染 が 拡大 し た と 考え ら 











和 0 ゴー ルデン ウィ ー ク を 迎え る に 当たり 、 こ うい っ た 帰省 や 旅行 に よる 
人 の 移動 に 、 全 国 に 感染 が 拡がる こと が 強く 懸念 され る 。 ま た 、 ス ポー ツ 、 文 化 、 
宗教 、 人 0 衣 の 生ま らい 大 人 数 の 集まる 場所 や 、 イ ベン ト を 人 避け る と いう こ 
と に つい て 、 更 に 徹底 し て いく こと が 必要 で ある 。 




















外出 自粛 が 要請 され て いる な か で 、 公園 











(3 


























や スー パー な ど に お いて 週末 に 多く の 人 が 集 


まっ て いる 場 で の 感染 対策 の 必要 性 が 課題 と な っ て いる 。 





) 偏見 と 差別 に つい て 





〇 

















医療 機関 や 高齢 者 福祉 施設 等 で 、 大 規模 な 施設 内 感染 事例 が 発生 し 、 医 療 ・ 福 祉 従事 者 





等 に 対す る 偏見 や 差別 が 広がっ て いる 。 こ うし た 影響 が 、 医療 ・ 福 祉 従事 者 本 人 の み 
な ら ず 、 そ の 家族 ! Ce 子ども の 通園 ・ 通 学 を 拒 ま れる 事例 も 生じ て いる 





また 、 物 流 な ど 社 会 機能 の 維持 に 

















必須 と され る 職業 に 従事 する 人 々 に 対し て も 、 同 様 の 


事例 が み ら れ る 。 き ら に 、 こ うし た 風 湖 の 中 で 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に 感染 し た 
著名 人 な ど が 、「 謝 罪 」 を 行う 事例 も み ら れ る 。 














こう し た 偏見 や 差別 は 、 感 染 者 や その 家族 の 日 常 生 活 を 困難 に する だ け で な く 、 
感染 者 や その 家族 に 過度 な 不安 や 恐怖 を 抱か せる こと 





NE NN 
られ た りす る 事態 に 及び 、 そ の た め 
っ て 更 な る 感染 の 拡大 に つなが りか ね な いこ と 




















医療 ・ 福 祉 従事 者 な どの 社会 





に 周囲 


囲 へ の 感染 の 報告 や 検知 を 遅らせ 、 そ れ に よ 

















を 支え る 人 々 の モチ ベー ショ ン を 下げ 、 休 和 職 や 離職 を 


助長 し 、 医 療 月 壊 や 、 物 流 の 停止 な ど と いっ た 極め て 大 き な 問 題 に つなが りか ね な い 


こと 


な どの 事態 を 生む お それ が ある 。 


3. 医療 等 を めぐ る 現状 と 課題 


( 1 


) 医療 提供 体制 








〇 








現在 、 全 国 的 に 感染 が 拡大 する 中 、 

















医療 


現場 の 遇 迫 が 深刻 に な りつ つ あ る 地域 も 増え 











て いる 。 特 に 、 東 京 や 大 阪 な どの 感染 者 が 急増 し て いる 大 都市 園 で は 、 症状 別 の 病床 の 


役割 分 担 を 進め て お り 、 








無 症候 や 軽症 例 に つい て 


力 が 続け られ て いる 。 し か し 、 


る 。 





ーー 


こ 医 療 現場 へ の 圧迫 が 生 





一 方 、 医 療 基 盤 の 弱い 地方 で は 、 今後 





で し まう の 





症 者 ・ 中 等 症 に つい て は 対応 可能 な 病床 の 確保 を 図る 一 方 で 、 
は 自宅 待機 や ホテ ル 等 で の 受入 拡大 な ど を 図る べく 、 懸命 な 努 
感染 者 数 の 増加 の スピ ー ド に 追い つい て いな い 状 況 に あ 























、 さ ら に 少な い 感 染 者 数 の 増加 で も 、 早 い 時 期 








と が 懸念 され る 。 
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(2) PCR 等 検査 


〇 また 、 入 院 を 要する 中 等 症 以 上 の 患者 に つい て 、 医 療 、 感 染 
か ら に 








5 











ら ず 、 医療 機 


早急 ( 























〇 愚者 受入 れ 調 整 の た め 





見 える 化 が な 


〇 本 感染 症 の 


さら に NN 0 対応 に 


人 材 の 確保 が 
さら に 、 
は 、 不 足す る 


〇 最近 、 

の 対策 が 急務 

発生 し た 場合 に 
一 方 で 、 院 








弾 す る 風潮 が あり 、 


し か し 、 入院 叶 
る 重症 化 リ ス 


を 拡大 し な いよ う 





a 


医療 機関 や 介 











代 対 策 の 効率 化 と いう 観 点 
に 要請 され て いる が 、 設置 が 十分 に は 進ん で お 
割 分 担 の 検討 と 合わ せ 、 都 道 府 県 知 事 の 強い リー ダー シッ プ の も と 

















関 の 役 








こ 議論 を 進め る 必要 が ある 。 


に 必要 な 、 地域 の 医療 機関 の 病床 の 確保 状況 、 空 床 
され て いな い 。 





情報 な ど が 
































重症 患者 は 長期 管理 を 要 し 、 病 床 を 一 定期 間 占 有する た め 、 医 師 や 看護 師 、 
当たる 専門 





























追い つか な い 状 況 に 








プ で 


施設 も 生じ て いる 





護 施設 等 で の 大 規模 な 院内 感染 ・ 施 設 内 感染 が 続発 し て お り 、 そ 
と な っ て いる 。 一 般 の 感染 対策 の 徹底 と と も に 、 院 内 感染 ・ 施 設 内 感染 が 
、 被害 を 拡大 きせ な いた め に も 、 早 期 発見 ・ 早 期 対応 が 重要 で ある 。 
内 感染 ・ 施設 内 感染 が 確認 され る と 、 報道 な ど で そ の 施設 の 責任 を 強く 紺 
迅 束 な 報告 が 行わ れず 、 早 期 対 応 に つなが ら な い 状 況 と な っ て いる 。 
患者 や 施設 入所 者 は 、 高齢 で 基礎 疾患 を 有 し て いる こと が 多く 、 感染 に よ 
ク が 高い こと を 踏ま える と 、 早期 に 院内 感染 ・ 施 設 内 感染 を 報告 し 、 感染 
に 対処 する こと こそ を 推奨 する 空気 を 、 社 会 全体 で 醸成 し て いく こと 



































































































































が 求め られ る 。 





〇 PCR 等 検査 
医師 の 判断 
に 




















ズ の 高まり に 対し 、 
て いる 、 帰 国 者 ・ 接 触 者 外来 の 体制 が 十分 に 確保 され て いな い 、 


EN 
に より 必要 な 者 に 迅速 に 実施 され る こと が 重要 で ある 。 し か し 、 感染 拡大 に 
時 接触 者 相談 セン ター の 人 手 が 絶 対 的 に 不足 し 
検体 採取 を 行う 人 員 、 



































PCR を 実施 する 人 員 が 不足 し て いる 、 な どの 状況 に ある 


〇 また 、、 検 査 を 実施 する 現場 か ら 
の 資材 や 、PCR 等 検査 
まつ て いる 。 








増し に 高 











は 、 検体 採取 時 必要 な スワ ブ 、 個 人 防護 具 (PPE) な ど 
こ 必 要 な 試薬 類 等 の 不足 ある い は 加 迫 し た 状態 を 指摘 する 声 が 日 

















QO 





都 道 府 県 は 、 
り 、PCR 等 検査 の 実施 体制 の 把握 ・ 講 











医療 機関 等 の 関係 機関 に より 構成 され る 会 議 体 を 設け る こと 等 に よ 


整 等 を 図る こと と され て いる が 、 十 分 な 実施 が 














な され て いな い 。 


〇 検体 の 輸送 に 


採取 か ら PCR 等 検査 の 迅速 な 実施 が 





に 関し て は 民間 輸送 業者 に よる 受託 も すでに 開始 され て お り 、 


期待 され る 。 


婦 は 検体 











(3) サー ベイ ラン ス 





〇 地域 に 








お ける 感染 状況 を 把握 する こと は 、 
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今後 の 対策 を 行う 上 で 極め て 重要 で ある が 、 











広く 一 般 に 


活用 可能 な 血清 








と が で き な い 状況 と な っ て いる 。 


(4) 治療 薬 等 の 開発 に つい て 





(5) 


4. 


〇 この 感染 症 ( 





を も と に 、 効 果 が 期待 され る 可能 
を と り 、 患 者 の 同意 を 取得 








に 対し て 、 有効 性 が 確認 され た 特異 的 な 抗 ウ イア 
で 存在 せ ず 、 確立 し た 治 
も 散見 され る た め 














抗体 検査 が な いた め 








療法 も 現時 点 で は な い 。 中 等 症 か ら 和 上 a 








、 現 在 、 刺 急 避難 的 な 対応 と し て 、 日 本 感染 症 学 
する 抗 ウ イル ス 楽 に 6020 7 





























〇 さら に 、「 重 症 化す る 愚者 」 の 特徴 や 経過 





と を 目的 と し た 








医療 の 重要 性 





患者 次 録 に よる 観察 研究 








に 係る 市 民 と の 認 








〇 





従事 者 の 減少 、 
従事 者 の 離職 、 


適切 な 医療 が 提供 で き な く な る こと が 生じ うる 。 


求め られ る 。 


〇 人工 呼吸 准 や 人 工 心肺 装 

医療 機関 で は 治療 の 優先 度 を つけ る 必要 に 迫 ら れる 局面 も 想定 され う る 。 た だ 
治療 の 活用 を めぐ る 方 針 が 存在 せ ず 、 
こう し た 状況 下 で は 、 優 生 思 想 に 


は 、 限 られ た 集中 


と な っ て いる 。 


念 も 示さ れ て いる 


〇 保健 所 の 業務 





〇 し か し 、 





識 の 共有 





第 1 0 0 年 2 月 


A 


、 楽 剤 投与 後 の 経 : 
(レジ スト リ ) も 師 始 され て いる 


医療 機関 の 努力 に よっ て 必要 な 病床 数 を 確保 で きた と し て も 、 








26 日 )」( 第 








レス 楽 や ワク チン は 現時 点 
証人 速 に 進行 する 症例 


過 な ど を 明らか ! 











に 、 地域 の 感染 状況 を 正確 に 把握 する こ 











「COVID-19 に 対 
2 版 発行 予定 ) 





、 医 療 施 設 内 で 所 定 の 手続 き 


こす る こ 


院内 感染 に よる 医療 





さら に 医療 従事 者 と その 家族 に 対す る 偏見 や 差別 を 原因 と する 医療 
財政 悪化 等 な どの 複合 的 な 要因 に よっ て 、 





休診 や 診療 の 差し 控え 、 


置 な ど 、 








保健 所 業務 、 水 際 対 策 な どの 現状 と 課題 
(1) 保健 所 等 の 現状 
に つい て は 、 基 本 的 対処 方 針 で 、 
体制 強化 に 迅速 に 取り 組む 」 と 明記 され 、 厚 生 労 働 省 の 取組 の みな ら ず 、 
全 庁 的 な 対策 を 講じ る よう 依頼 する な ど 、 政 府 を あげ た 対策 が 講じ られ て いる 








こう し た 対策 を 講じ て も な お 、 











まじ く 、 
追加 に 


今後 、 




















費 の 補充 が 不可 欠 と な っ て いる 。 


(" : ま 流 
健 所 設置 市 








感染 症 法 上 、 入 院 勧告 を 受け た 愚者 等 の 
























































ター の 対応 な ど 様 々 な 業務 を 行っ て お り 、 


実 的 で は な い 。 


移送 業務 





限ら ちら れ た 集 


更に 相談 件 数 や 患者 数 が 増 カ 
向け た 知事 部 局 の 取組 や 、 業 務 の 外注 、 














今後 と も 、 








治療 の 活用 に つい て 、 


医療 機関 ご と に 
よる 判断 が 行わ れ か ね な いと いう 懸 


現場 の 業務 負荷 と それ に 














区 が 行う こと が で きる と され て いる が 、 
お いて は 、 人 入院 勧告 の 手続 、 

















| し て いく こ i 人 員 の 更 
簡素 化 に よる 負荷 軽減 、 そ れ に 伴う 組 


医療 機関 へ の 移送 は 、 都 道府県 、 
実際 の 移送 を 担う 保健 所 に 
濃厚 接触 者 の フォ ロー アッ プ や 帰国 者 ・ 接 触 者 相談 
保健 所 が 患者 等 の 移送 業務 を 行う こ 








こう し た 事態 の 回 避 が 


今後 、 一 部 の 
し 、 現 状 で 
一 任 す る こと 


「 政 府 お よび 地方 公共 団体 は 保健 所 の 


総和 


芳 省 か ら 


る 疲弊 感 は すさ 
な る 

















本 | 








保 











セン 
と は 現 

















に つい て 、 都 道府県 等 と の 間 の 協定 等 に 基づい て 消防 の 救急 





隊 の 協力 を 得 て い る 自治 体 も ちる が 、 


状 が ある 。 

















(2) 水際 対策 の 現状 と 課題 


〇 本 専門 
に お いて 健 
上 





陽 ! 





〇 その 





拡がっ て お り 、 





(の . 七 れ 事 で 


症状 者 34 例 、 


ラチ へ 庄 
家 芸 議 


で は 、3 
主 状 態 を 確認 し 、 
生 者 に つい て は 検疫 法 に 基づき 隔離 の 対象 と する こと な どの 要請 


現在 は 





後 、 政 府 に お いて も 、 
拒否 の 対象 と な る 地域 は 、 ヨ ー ロ ッ パ 諸国 、 ア メリ カ 、 
連日 、 千 件 程度 の PCR 等 検査 が 実施 され て いる 


月 17 日 に 








保健 所 以外 の 機関 に よる 移送 が 進 


、 入 国 拒否 の 対象 と な る 地域 か ら の 帰 


症状 の 有無 を 問わ ず 、 検 商 所 に 








こう し た 方 針 に 基づく 取組 が な され る に 至 
東南 アジ ア な ど 世 界 73 カ国 ( 

















* に 空港 検疫 で PCR 等 検査 陽性 と な っ た の 
無 症 状 病 原 体 保有 者 93 例 の 


人 人 き 





り 、 水 際 対 策 と し て 一 定 の 成果 を 上 げ て きた 。 


低下 傾向 に あり 、 入 国 拒否 の 対象 と な る 国 を 73 カ国 
日 まで の 検査 で は 、20, 296 例 
諸 外 国 で も 厳格 な 行動 制限 な ど に よる 感染 リス ク の 低下 が 背 








ie 
る 。 
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CO こう し た 昌 








、 国 内 に 








お いて 緊急 事態 宜 言 が 発 ! 








合計 127 例 (4 
その 一 方 、 陽 性 者 の 割 
まで 拡大 し た 4 

52 名 が 陽性 で あり 、 割 合 は 0. 26% に 








の は 、 3 


























され 、 








増加 に 伴う PCR 等 検査 の 拡充 が 求め られ る 状況 下 に あっ て は 
われ て いる か を 検討 すべ き で は な いか 、 


〇 < 事 だ た 


NR 





的 に 検査 1 
られ る 。 





( 3 ) ICT (Information Communication Technology) の 利 活用 





直近 まで の 陽性 率 を 踏ま えた 数 好 





と の 指 









































時 その 





月 1 日 以降 


国内 に 


国 者 





供 ん で いな い 現 





は 検 疫 時 





お ける PCR 等 検査 を 実施 
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ゴビ 量 
月 京 ( 


摘 も され て いる 
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っ た が 、 


の 数 値 で は 
月 19 日 時 点 ) と な っ て お 
合 は 、 4 
月 3 日 か ら 4 
まで 備 下 
こ あ る と 考え られ 

















月 を 行っ EN 








、 有 





月 以降 











し て き 


お ける 新規 感染 者 数 の 
、 効 率 的 な 資源 投入 が 行 


H モ デル に よる 推計 で は 、 入 国 拒否 の 対象 と 
FE で も 有 症 状 者 の み を 選択 
は ほぼ 異な ら な いも の と 考え 





に 係る 現状 と 課題 








〇 3 





月 31 日 に 内 閣 官房 ・ 厚 生 労働 省 ・ 


・ 総和 


勇 省 よ り 、 外 | 




















自粛 要請 等 の 実効 性 の 検 


証 、 


クラ スタ ー 対 策 と し て 実施 し た 施策 の 実効 性 の 検証 な ど を 目的 と し て 、 プ ラッ ト フ ォ 
ー ム 事業 者 ・ 移 動 通信 事業 者 等 が 保有 する 、 地 域 で の 人 流 把 握 や クラ スタ 
等 の 感染 拡大 防止 に 


事業 者 と の 協力 の も と 、 


資す る デー タ の 提供 に つい て 呼び か けが な され た 。 
顧客 の プラ イバシー 等 を 十分 
クタ 提供 が な され 、 人 口 変動 分 析 、 人 流 の 減少 率 、 





型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対 策 (corona. go. jp)」【 
や 分 析 に 用 いら れ て いる 





4 月 1 日 付 の 提 


に お いて 、 





[様々 な 意 





見 ・ 懸 念 が 想 





に 保護 


交通 関係 の 状況 な ど が 内 閣 官 
に て 公開 され て いる 








定 さ れる た め 


ほか 、 


、 結 論 





戸 











Si 
し た うえ で 、 各 省 へ デー 





期 発 見 
に 応じ た 





ニニ ゴ 


房 「 新 
施策 の 検 





あり き で は 


入国 


ーー 
いや 


月 19 


証 














な い 形 で 、 一 般 市 民 や 専門 家 な ど を 巻き 込ん だ 議論 を 早急 に 開始 すべ き で ある 」 と 述 
べた が 、 ま だ その よう な 議論 の 場 は 設け られ て いな い 。 











〇 公衆 衛生 政策 へ の ICT 利 活 用 は 、 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 流行 後に 位置 情報 の 適切 な 利 
用 が 議論 され た 経緯 も ある が 、 実 現に は 至っ て いな い 。 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対 
策 に お いて は 、 和 社会 経済 活動 の 犠牲 (移動 の 自由 や 営業 の 自由 の 制限 ) を 最小 化し な 
が ら 、 感 染 拡 大 を 収束 の 方 向 に 向かわ せる た め 、 ま た 再 流行 に 備え る た め 、 様 々 な ICT 
技術 の 活用 を 考え る こと は 喫緊 の 課題 で ある 。 諸 外国 の 実例 と 議論 を 参考 に する と 、 
① 調 査 ・ 個 別 通 知 、② 統 計 情 報 二 次 利 用 、⑨ 集 計 ・ 公 開 の 合理 化 、④ 接 触 追 跡 
(Bluetooth アプ リ 、GPS 位置 情報 その 他 )、⑤ 健 康 管 理 ・ 報 告 の アプ リ と いっ た 手法 
が 考え られ る 。 し か し な が ら 、 公 衆 衛 生 上 の 利益 と プラ イバシー へ の 影響 を 比較 考 量 
し 、 倫 理 的 、 法 的 、 社 会 的 な 問題 を 議論 する こと が 重要 で ある 。 











































































































































































































(4) 倍 化 時 間 に つ いて 
〇 倍 化 時 間 に つ いて は 、 地 域 に お ける 感染 者 数 の 将来 予測 な ど に 有用 で ある が 、 推 
方 法 が 分 か ら な い 、 と の 声 も 多い 。 











ブ 想 . 提言 








© 日 本 で は 、 こ れ ま で 、 社 会 ・ 経 済 機能 へ の 影響 を 最小 限 と し な が ら 、 感染 拡大 防止 
の 効果 を 最大 限 ( に する と と も に 「 医 療 月 壊 防 止 」 並 びに 「 重 症 化 防止 」 に よる 死亡 
者 数 の 最小 化 を 図る た め 、[① ク ラス ター (患者 集団 ) の 早期 発見 ・ 早期 対応 」、「② 
患者 の 早期 診断 ・ 重 症 者 へ の 集中 治療 の 充実 と 医療 提供 体制 の 確保 」、「③⑧ 市 民 の 行動 
変容 」 と いう 3 本 柱 の 基本 戦略 に 取り 組ん で きた 。 











































































































© 怒 に 、 緊 急 事 態 宜 言 が 発出 され た 状況 下 に お いて は 、「⑨ 市 民 の 行動 変容 」 に つい 
て は 、 都 市 部 を 中 心 に 市 中 感染 の リス ク が 拡大 し て いる 中 、「3 密 」 に 代表 され る ハ 
イリ スク の 環境 を 徹底 し て 回 避 す る た め の 行 動 制限 に 加え て 、 接 触 の 8 割 を 削減 する 
と いう 市 民 の 行動 変容 を いか に 徹底 する か に より 、 ま ん 延 の 区 城 の 拡大 を 収束 に 向 か 
わせ る こと が 求め られ る 。 





















































〇 ⑥ 〇 また 、「② 愚 者 の 早期 診断 ・ 重 症 者 へ の 集中 治療 の 充実 と 医療 提供 体制 の 確保 」 に 
つい て は 、 医 療 機 関 の 役割 分 担 の 促進 、PCR 等 検査 の 実施 体制 の 強化 、 保 健 所 体制 の 
強化 及び 業務 の 効率 化 等 に 関し 、 都 道府県 知事 等 に よる 更 な る リー ダー シッ プ が 求め 
られ る 。 









































©⑨ 対策 の フェ ー ズ が 変わ る 中 、 まん 延 を いか に 食い 止め 、「 医 療 崩 壊 防止 」 並び に 「 重 
症 化 防止 」 に よる 死亡 者 数 の 最小 化 を 図っ て いく か に 、 力点 を 置き つつ 、 今後 の 対策 
の 在り 方 に つい て 、 以 下 の と お り 提 言 する 。 
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1 . 行動 変容 の 徹底 に つい て 





(1 ) 緊急 事態 宜 言 下 に お ける 接触 機会 の 8 割 の 削減 

〇 これ まで に 、 人 の 移動 は 大 きく 減少 し た が 、 必 要 と され る 人 と 人 と の 8 割 の 接触 の 
削減 が 達成 で きた か どう か は 現有 段階 で は 確認 で き て いな い 。 確実 に 8 割 の 接触 削減 を 
する た め に は 、 和 社会 機能 の 維持 に 必須 と され る 者 以外 の 労働 者 は 、 テ レ ワ ー ク や シフ 
ト の 変更 等 を 徹底 する こと を 通じ て 、 よ り 一 層 の 努力 を いた だ きた い 。 ま た 、 今後 の 
感染 状況 の 拡大 に 応じ て 、 更 な る 対応 の 可能 性 に つい て 取り 得る 選択 肢 の 検討 も 必要 
で ある 。 








〇 接触 行動 の 変容 の 評価 に つい て は 、 

都市 部 に お いて 、 感 染 し 得る 者 の 人 口 減 少 に 相当 する 人 流 評 価 に 関す る 暫定 的 な 
評価 で は 、 各 携帯 電話 会 社 ・ 公 共 交 通 機関 か ら 内 閣 官房 な ど に サマ リー デー タ が 提 
供 さ れる 形 で 記述 統計 結果 が 公表 され て いる 。 た だ し 、 人 口数 の 相対 的 減少 の 考え 
方 ( 例 : ベー スラ イン を いか に 設定 する か ) や 、 特 異 的 な 地域 メッ シュ と し て 人 通 
り の 多い 都市 部 を 選択 し て いる こと 、 全 て の メッ シュ 人 口 に お ける 人 流 が 評価 され 
て いな いな ど 、 い くつ か の 技術 的 課題 を 包含 し て お り 、 今 後 、 更 に 分 析 手 法 の 改善 
を 行っ た 上 で 検討 を 継続 する こと が 必要 で ある 。 

加え て 、 接 触 率 (時 間 あ た り の 接触 数 ) の 減少 に 関し て 調査 を 開始 し て お り 、 今 後 、 
その 評価 結果 を 専門 家 会 議 等 の 場 を 通じ て 公表 を し て いく 。 な お 、 以 下 に 、 暫 定 的 
な 分 析 の イメ ー ジ を 示す 。 








【 図 5. 4 月 17 日 と 1 月 17 日 を 比較 し た 渋谷 駅 周辺 の 接触 の 減少 率 (上 : 昼間 、 下 : 夜間 ) 】 
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(参考 ) ある 平日 (4 月 17 日 ) ! お ける ペー スラ イン (1 月 17 日) と 比較 し た と き の 、 渋谷 駅 

周辺 の 昼間 (08:00-16:00) と 究 間 (16:00-24:00) の 接触 率 の 相対 的 減少 に 関す る 推定 値 。 
昼間 は 43.0%、 夜 間 は 51.1% の 接触 率 の 相対 的 減少 が 起こ っ た と 評価 され る 。NTT ドコ モモ 
バイ ル の デー タ を 用 い 、 時 間 の 共有 を 根拠 と し て 「 接 触 」 と 位置 付け 、 統 計 学 的 推定 を 実施 
する こと に よっ て 定量 化 を 実施 し た 。 











(2) 接触 の 削減 や テレ ワー ク 等 を めぐ る 対応 





〇 まん 延 の 拡大 防止 に 向け 、 確 実に 、 人 と 人 と の 接触 機会 が 8 割 程度 低減 され な けれ 
ば な ら な い 。 こ の た め 、 引 き 続 き 、 不 要 不 急 の 外出 の 自粛 や 、「3 つの 鶴 」 を 避け る た 
め の 取 組 の 徹底 等 に つい て 、 市 民 の 皆様 に ご 協力 を 求め て いく こと が 不可 欠 で ある 。 
また 官公 庁 に お いて も 、 TI ク や オン ライ ン 会 議 等 の 
実施 に 努め る と と も に 、 必 要 な シス テム 変更 や 、 予 算 配 分 等 に 努め る べき で ある 。 





〇 これ まで に 、 人 外出 禁止 と 都市 封鎖 (いわ ゆる ロッ クダ ウン ) を 解除 し た こと の ある 
中 国 や シン ガ ポ ー ル で は 、 日 本 に お いて 「3 つの 訟 」 と 表現 し て お り 実 際 に クラ スタ ー 
が 発生 する 場 と な っ た 環境 (例え ば 、 フ ィ ッ ト ネ ス ジム 、 ラ イブ ハウ ス 、 和 夜間 の 接待 
飲食 店 な ど ) を 行動 制限 の 解除 後 も 休業 と する こと で 2 次 感染 防止 を 図っ て いる 。 こ 
の 結果 、 今 まで の と ころ 、 中 国 で は 大 規模 な 再 流行 は 発生 し て いな いと 報告 され て い 
る 。 今後 、 地 域 に よっ て 、 感 染 者 数 の 低減 な ど が 見 込ま れ た 際 の 感染 予防 戦略 と し 
て 、 伝 播 が 生じ る ハイ リス ク の 場 や 地域 間 移 動 を 伴う よう な イベ ント な ど に つい て 
は 、 自 粛 な どの 要請 を 継続 する 可能 性 が ある こと を 関連 する 事業 者 は 想定 し て お く 必 
要 が ある 。 


〇 高齢 者 へ の 感染 は 重症 化 リ スク が 高い こと に 鑑み 、 高 齢 者 と の 接触 の 際 に は 細心 の 
注意 や 対策 を 行う こと 、 ま た 、 高 齢 者 自身 も 感染 し な いよ うに 気 を つけ て いく こと が 
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重要 で ある 。 市 民 の 皆様 に 心がけ て いた だ きた いこ と は 、 

① 手 洗い 、 咳 エチ ケッ ト 等 の 感染 防止 対策 の 徹底 、 

②「3 つ の 密 」 の 徹底 的 な 回 避 (人 混み や 近 距 離 で の 会 話 、 多 数 の 者 が 集まる 室内 で 
大 声 を 出す こと や や 歌 を 避け る 等 ) 

さら に 、 人 と 人 と の 距離 を と る こと (social distancing : 社会 的 距離 の 確保 、 最 近 
は physical distancing : 身体 的 距離 の 確保 と する よう に 言わ れ て お り 、 以 下 「 身 
体 的 距離 の 確保 」 と いう 。) 

④ 不 要 不 急 の 外出 の 自粛 (特に 、 日 本 国内 に お ける 地域 を 超え た 不要 不 急 の 移動 の 自粛 ) 
な ど 、 こ れ ま で に も 繰り 返し 伝え て きた 基本 的 な 行動 の 徹底 

が 基本 で ある 。 こ れ ら の 取組 に よっ て 、 ご 自身 へ の 感染 を 防ぐ と と も に 、 大 切な 家族 ・ 

友人 ・ 同 僚 や 地域 で 生活 する 隣人 ・ 市 民 へ の 感染 拡大 を 防ぐ こと が で きる 。 市民 の 皆様 

に は 、 引 き 続 き 、 日 常 生 活 に お ける も う 一 段 の ご 協力 を 強く お 願い し た い 。 

合わ せ て 、 当 分 の 間 は 、 緊 急性 を 要する 場合 を 除き 、 医 療 施 設 や 福祉 施設 に お ける 

面会 、 帰 省 な ど で 高 齢 の 両親 、 祖 父母 と 接する こと を 控え る こと を お 願い し た い 。 


































































































〇 加え て 、 人 と 人 と の 接触 機会 を 8 割 削減 し て いく た め に は 、 そ れ ぞ れ の 職場 に お い 
て も 、 

DD り オ フィ ス で の 仕事 は 原則 と し て 自宅 で テレ ワー ク に する 、 

② 例 外 的 に 出勤 が 必要 と な る 職場 で も ロー テー ショ ン を 組む こと 等 に より 出勤 者 の 数 
を 最低 7 割 は 減ら す 、 

③ 出 勤 す る 者 に つい て は 時 差 通 勤 を 行い 、 社 内 で も 人 と 人 の 距離 を 十分 に と る こと 

(身体 的 距離 の 確保 ) 、 

④ 取 引 先 な どの 関係 者 に 対し て も こう し た 取組 を 説明 し 、 理 解 ・ 協 力 を 求め る 

5 他方 で 、 こ れ ら の 努力 を 行っ た 上 で も 、 医 療 ・ 物 流 ・ 社 会 イン フラ 等 現場 で 出勤 を 
要する 業務 が ある 。 そ の 分 、 そ れ 以 外 の 業務 に お ける 出勤 を 大 きく 減少 させ る 必要 
が ある 。 和 社会 を 維持 する た め に 出勤 せ ざ る を 得 な い 人 と 自宅 勤務 が 可能 な 人 と の 間 
で 分 断 を 招く こと の な いよ う 、 社 会 的 な 理解 を 深め て いく 、 

と いっ た 取組 を 進め て いく 必要 が ある 。 

また 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 流行 は 、 今 回 の 緊急 事態 宜 言 の 期間 だ け で は な 
く 長 期 に わた っ て 続く 可能 性 が ある た め 、 以 上 の 取組 が いつ で も で きる 体制 を 整え て 
お くべ べき で ある 。 こ うし た 取組 は 、 感 染 症 対策 だ け で は な く 、 働 き 方 改革 を 進め て 、 
全て の 人 に と っ て 働き や すい 職場 に する こと に も な る 。 



















































































































































































〇 さら に 、 こ の よう な 出勤 が 避け られ な い 職 場 に お いて は 、 常 に 「3 つ の 鶴 」 が 同時 
に 重なる 場 を 避け る と と も に 、 人 と 人 と の 距離 を と る こと を 意識 し た 上 で 、 職 場 や 職 
務 の 実態 に 応じ て 、 
① 換 気 の 徹底 
② 接 触感 染 防止 (電話 ・ パ ツ コ ン 等 の 共有 を で きる 限り 回 避 、 こ まめ に 消毒 等 ) 
③ 飛 漂 感染 の 防止 (会 議 ひ オン ライ ン 化 、 咳 エチ ケッ ト の 徹底 、 対 人 距離 の 確保 (2m 
以上 ) 等 ) 
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③④ 風邪 症 状 を 有する 者 の 出勤 免除 、 安 心して 休暇 を 取得 で きる 体制 の 整備 

と いっ た 取組 を 着実 に 定着 させ て いく 必要 が ある 。 な お 、 雇 用 主 に お いて は 、 感 染 の 
疑い が ある と 判断 され る 特段 の 理由 が ある わけ で は な いよ うな 従業 員 に 対し 、PCR 検査 
の 結果 を 提出 させ る こと は 適切 で は な い 。 

































































〇 これ ら の 8 割 の 接触 機会 の 低減 の 具体 策 に つい て は 、 市 民 に と っ て 、 公 園 や スー パー、 
商店 街 な ど に お いて 、 人 と 人 と の 距離 を と る よう 気 を つけ る こと な ど 具 体 的 に どの 
よう に 行動 すべ きか が 分 か りや すい よう な 形 で の 周知 広報 に 努め る べき で ある 。 
(参考 資料 1 参照 ) 























〇 外出 自粛 に よっ て これ まで より 人 が 増加 する 場 (公園 や スー パー や 商店 街 な ど ) に 
お いて 、 管 理 者 や 事業 者 は 感染 リス ク を 評価 し 、 リ スク に 応じ た 対策 を 行う 。 
共通 する 対策 と し て は 、 体 調 不良 時 の 利用 の 控え と 基本 的 な 衛生 習慣 (こま め な 
手洗 い 、 会 話 時 の 距離 の 確保 、 密 集 に な ら な いよ うに 人 が 多い 時 間 を 避け る ) の 実 
践 で ある 。 

公園 は 、 一 律 に 閉鎖 する の で は な く 、 地 域 で の 話し 合い な ど に より 、 使 い 方 の 工 
夫 、 感 染 対 策 に つい て の 使用 者 へ の 協力 を 呼び か ける こと に より 継続 し て 利用 が で 
きる こと が 望ま し い 。 

事業 者 は それ ぞ れ の 業界 団体 に お いて 事業 の 性 質 に 基づい た 感染 リス ク を 評価 
し 、 対 策 を 検討 する こと が 求め られ る 。 例 と し て スー パー、 商 店 街 の 事業 者 が 考慮 
すべ き 感 染 対策 と し て は 入 店 前 後 の 手 指 箱 生 、 人 が 触り や すい 扉 や 共用 部 の 定期 的 
な 消毒 、 レ ジ な どの 行列 位置 の 指定 、 混 雑 時 の 入場 制限 、 一 方 通行 の 誘導 、 パ ー テ 
イィ ション を 対面 の 場所 に 設置 する な ど が ある 。 





























































































































〇 事業 者 は 、 体 調 不良 の ある 社員 な ど に 新型 コロ ナウ イル ス の 検査 や 陰性 を 証明 する 
類 を 求め る こと は 避け る べき で ある 。 医療 機 関 が 陰 性 の 証明 を 提供 で きる 体制 に な 
いこ と や 、 陰 性 で あっ て も 、 体 調 不良 が あれ ば 感染 し て いる 可能 性 は 否定 で き な い 。 
体調 不良 が あれ ば 、 休 暇 が と れる よう に 配慮 する こと 、 ま た 症状 が 継続 する よう な ら 
受診 し て 加療 させ る 。 















































〇 な お 、 外 出自 粛 要請 等 を 受け て 臨時 休業 と な る 学校 が 増え て お り 、 子 供 た ち が 家 庭 

で 学べ る 環境 づく り が 重要 と な る 。 政 府 は 、 子 供 た ち が 、 オ ン ラ イン 教材 等 を 活用 し 
た 学習 、 同 時 双方 向 型 の オン ライ ン 指 導 を 通じ た 学習 な ど 1CT 等 を 活用 し た 家庭 学習 
が 行え を る よう に する と と も に 、 最 大 限 の 感染 拡大 防止 措置 を 講じ た 上 で 、 学 校 等 に お 
ける 学習 指導 の 模索 や 学習 状況 の 把握 に 努め る 必要 が ある 。 







































































(3) ゴー ルデン ウィ ー ク 中 の 対応 に つい て 

〇 _ ゴールデンウィーク に お いて は 、 伝播 が 地理 的 に 拡大 し て いる 状況 を 鑑み 、 都 道 府 
県 境 を また ぐ か 否 か に 関わ ら ず 、 人 混み に 出掛け て 自ら を 接触 の リス ク に 明 し て し ま 
う 機会 を 厳 に 慎む こと を 求め た い 。 3 月 の 三 連 休 に お いて 、 感 染 が 拡大 し た と 考え ら 
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れる こと を 踏ま え 、 不 要 不 急 の 旅行 、 観 光 に よる 感染 拡大 を 防ぐ た め 、 市 民 ・ 宿 泊 事 
業者 が と も に 協力 し て 取り 組む こと が 必要 で ある 。 流行 の 制御 の た め に 、 各 人 が 自宅 
で 過ごし 、 不 要 不 急 の 食料 品 の 買い 物 等 の み を 、 空 いて いる 時 間 帯 に 一 人 ある い は 必 
要 最 小 限 の 家族 等 の み で 出掛け る 、 と いう 状況 を 達成 する の に ご 協力 いた だ きた い 。 





























〇 特に 、 帰 省 な ど は 、 遠 距離 の 人 の 移動 と 重症 化す る リス ク の 高い 高齢 者 と の 接触 が 
重ねる こと か ら 、 重 点 的 に メッ セー ジ を 発出 すべ き で ある 。 

















ul 











(4) 偏見 と 差別 の 解消 に 向け て 











〇 感染 症 に 対す る 偏見 や 差別 、 特 に 、 医 療 ・ 福 祉 従事 者 を は じ め と する 社会 の た め に 
0 こ 対 する 偏見 や 差別 は 、 絶 対 に あっ て は な ら な い 。 全 て の 市 民 に 対し て 、 早 
に 感染 症 や 感染 予防 に 関す る 知識 を 提供 する 必要 が ある 。 


ーー 
































〇 市 民 に 対し て 、 偏 見 や 差別 を 防止 する た め の 産 発 を 進め る こと が 必要 で ある 。 本 感 
染 症 に 対す る 偏見 や 差別 の 解消 に 向け 、 
・ 誰 も が 感染 し うる 感染 症 だ と いう 事実 
八 も が 気付 か な いう ち に 感染 させ て し まう 可能 性 の ある 感染 症 だ と いう 事実 
病気 に 対 し て 生じ た 偏見 や 差別 が 、 更 に 病気 の 人 を 生み 出し 、 感 染 を 拡大 させ る 
と いう 負 の スパ イラ ル 
医療 従事 者 を は じ め と し て 本 感染 症 へ の 感染 リス ク と 隣り 合わ せ で 働い て いる 
々 に 対す る 敬意 
と いっ た 事柄 に つい て 、 市 民 に 啓発 する 活動 を 展開 する こと が 求め られ る 。 





























ul 







































































〇 法務 省 や 地方 公共 団体 で は 、 本 感染 症 に 関連 する 偏見 、 差 別 、 い じ め 等 の 被害 に 遭 
っ た 方 か ら の 人 権 相談 を 受け 付け て いる 。 相 談 窓 口 に つい て の 周知 を より いっ そう 強 
化し 、 利 用 を 促す べき で ある 。 





























2. 医療 提供 体制 の 今後 の 在り 方 
(1) 医療 機関 の 役割 分 担 、 病 床 ・ 和 宿泊 療養 施設 の 確保 




















〇 まず 、 何 より も 、 重 症 者 ・ 中 等 症 者 に 対す る 病床 を 確保 する た め に 、 現 在 、 東 京都 、 
神奈 川 県 、 大 阪 府 な ど 一 部 の 都 道 府 県 で し か 定め て いな い 、 こ れ ら の 患者 を 集中 的 に 受 
け 入 れる 「 重 点 医 療 機関 」 を 、 全 都 道 府 県 で 速やか に 設定 する べき で ある 。 
























































〇 特に 、 重 症 者 に 対す る 医療 体制 は 人 工 呼吸 器 な どの 医療 機材 の 問題 より も 、 そ の よう 
な 集中 治療 を 行え る 人 材 の 養成 が 最も 重要 で ある 。 で きる だ け 短 期間 で その よう な 人 材 
を 養成 で きる よう な プロ グラ ム を 整備 すべ き で ある 。 























〇 特に 、 病床 数 が 遇 人 迫 し て いる 都 道 府 県 に つい て は 、 必要 ! RR に 対し 不要 不 
急 の 受 診 ゃ 予定 入院 ・ 予定 手術 の 延期 の 要請 を 行う な ど 空 床 確 保 に 努め る べき で ある 。 
また 、 重 症 者 ・ 中 等 症 者 の 増大 に 伴い 、 入 院 施設 が 宮迫 し て いる 都 道 府 県 に お いて は 、 
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〇 さき 6( 


〇 


〇 


必要 


こ 、 無 症候 例 ・ 


に 応じ て 、 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 対策 特別 措置 法 で 定め られ て いる 「 臨 時 の 
設 」 の 枠組 み を 用 いる こと も 視野 に 入れ 、 

















早 





























医療 施 





E 急 な 対応 を 講ず る べき で ある 。 


軽症 例 の 自宅 療養 に は 様々 な 困難 が 予想 され る 場合 も 多い の で 、 





療養 先 と な る ホテ ル な どの 施設 の 確保 と 具体 的 な 準備 を 、 ま だ 感染 者 が それ ほど 多く な 








い 都 道府県 も 含め 、 


要 が ある 。 


RO CO 











医療 機関 の 役 寺 
新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 の 患者 を 診察 


迅速 に 行う 必要 が ある 。 ま た 、 
つい て 、 病 床 の 確保 状況 等 を 踏ま え 、 自宅 や 施設 に 














分 担 の 確立 ( 





























症状 が 改善 し た 無 症候 例 ・ 軽 症例 に 
お ける 療養 へ の 移行 を 強く 求め る 必 


に あわ せ て 、 各 都 道 府 県 の 受入 れ 本 部 に お いて 、 
ミ す る 医療 機関 に 対す る 支援 や 患者 の 移送 、 受入 





れ 調 整 、 空 き 病床 の 見 える 化 な ど を 行う た め に 、 災 害 医 療 コ ー デ ィ ネ ー タ ー、DMAT 
等 の 災害 時 の 対応 に 精通 し た 医師 を 地域 の 実情 に 応じ て 配置 する な ど 、 スムーズ な 移送 


調整 を 行え る 体制 を 整備 すべ き で ある 。 





へ 
品 


た 場 
文 











る 助言 を 依頼 する 。 








に は 直ちに 


医療 機関 で は 、 院 内 感染 を 防ぐ た め に 感染 管 列 
保健 所 と 相談 
よ FETP 修了 生 な ど 感 染 症 、 疫 学 に 関す る 専門 家 並 びに 感染 制御 に 
院内 の 医療 体制 

















また 、 
~~ トー 


























し 、 ま た 保健 所 や 自治 体 は 、 必 要 ! 





JMAT、 災 害 支援 ナー ス な ど 様 々 な 仕組 み を 活用 する べき で ある 。 


〇 院内 感染 を 防止 する た め に 


検査 を 実施 で きる 体制 を 整え な けれ ば な ら な い 。 
院 患 者 が 新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 ( 
医療 機関 に 対し て 職員 の 就業 制 
と し 、 過 上 度 の 








維持 で きる よう 、 
小 限 か つ 妥 当 な 香 














放 囲 











さら に 
成 染 を 疑 





師 





、 手 術 (8 
2 場合 に 





























は 、 都 道府県 及び 医療 機関 は 、 必要 に 


BE を 徹底 する 。 院 内 感染 の 可 # 
こ 応じ て 、 速 や か ( 


性 が 生じ 
に FETP 
関す る 専門 家 に よ 


を 維持 する た め 、 地 域 の 職能 団体 や DMAT、 


応じ て 適切 に PCR 等 











こ 槍 中 し た 場合 で も 、 当該 
限 等 に 関す る 

















加え て 、 都 道府県 は 、 
医療 機関 が 十分 


医療 従事 者 や 入 
WE 














勧奨 や 指導 


は 科学 的 に 














車 管 を 伴う も の ) や 





勧奨 や 指導 を 行わ な いよ う ! 


























こす べき で ある 。 
医療 的 処置 前 な ど に お いて 、 当 該 患 者 に つい て 医 
は 、PCR 等 検査 が 実施 で きる 体制 が 望ま れる 。 そ の 際 、 











これ まで 


の RT-PCR の 十分 な 活用 に 加え 、 病 院内 で LAMP 法 、Smart Amp 法 な どの 迅速 検査 が 実施 
可能 な 体制 を 整備 する こと も 有効 な 対策 と な りう る 。 


全 イネ 








児 科 学会 な どの 意見 を 聞き な が ら 























早急 
ヽ 


避 に 診療 体制 の 整 





(2) PCR 等 検査 体制 の 拡充 に つい て 








〇 都 道 府 県 等 は 、 地 域 の 


〇 








外 沼 








政府 及び 都 道 府 県 等 は 、 検 体 の 送付 先 と し て 、 











都 道 府 県 等 は 、 
国 者 ・ 接 触 者 相談 























医師 











地域 の 医師 











会 等 と 連携 し て 帰国 者 ・ 接 触 者 相談 セン ター 業務 
E や 委託 の 推進 に より 、 で きる 限り 保健 所 の 負担 を 縮小 化 で きる よ う 工 夫 す る 。 また 、 


























後 増加 する と 思わ れる 小児 の 医療 は 、 成 人 と 異な る 点 が 多々 あり 、 政府 は 、 日 本 小 
疹 を 進め る こと が 必要 で ある 。 

















の 更 な る 








民間 検査 機関 の 』 





会 等 と 連携 し て 、 保 健 所 を 経由 し な く て も 済む よう に 
セン ター 業務 の 





更 な る 外注 を 推進 する と と も に 
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更 な る 活用 を 推進 する 。 


\ー ュ 帰 


、 大 型 の テン ト や プレ 

















ハブ 等 の 設置 や 地域 医師 会 等 と 連携 し た 地域 外来 ・ 検 査 セ ンタ ー の 設置 な ど 、 地域 の 実 


情 に 応じ た 外来 診療 体制 を 増強 する 。 




















援 を 要請 する 。 














(参考 資料 2 参照) 





併せ て 、 人 材 の 確保 に 当たっ て は 、 一 般 社団 法人 日 本 臨床 検査 技師 会 な ど に も 応 











な お 、 帰 国 者 ・ 接 触 者 相談 セン ター や や 、 帰 国 者 ・ 接 触 者 外来 の 名 称 に つい て は 、 市 民 に 
分 か りや すく 周知 する た め 、 地域 の 実情 に 応じ て 、「 新 型 コ ロナ 受診 相談 セン ター」 や 、 
「 新 型 コ ロナ 紹介 検査 外来 」 な どの 呼称 を 用 いる こと も 検討 する べき で ある 。 






































〇 PCR 等 検査 の 速やか な 拡充 に 向け て 、 知 事 主導 で 、 医 療 機関 等 の 関係 機関 に より 構成 





され る 会 議 体 を 設け る こと 等 に より 、 














後 、 帰 国 者 ・ 接 触 者 相談 セン ター を 経由 しない 検 査 の 増加 が 予想 され る こと か ら 、 都 道 
府県 等 は 、 帰 国 者 ・ 接 触 者 外来 並び ! 
検査 陽性 が 判明 し た 際 に その 振り 分 け (宿泊 施設 ある い は 自宅 に お ける 健康 観 祭 、 体 調 
































検査 の 実施 体制 の 把握 ・ 詩 整 等 を 行う 。 ま た 、 今 











こ (保健 所 が 関与 し な い ) 検査 セン ター に お いて 、 

















が 変化 し た 場合 の 入院 の 誘導 ) を 担える 体制 の 整備 を 図っ て いく こと が 不可 欠 で ある 。 








〇 参考 資料 2 に 示し た と お り 、 医 師 が 感染 を 疑い 、 











ほ 症 化 リ スク を 考慮 し て 検査 が 必要 


Il 








と 認め る 場合 に は 、 行政 検査 だ け で な く 保 険 診療 に よる 検査 も 活用 し て 、 遅滞 な く 確 実 








に 検査 が で きる 体制 は 確保 し た 上 で 、 














速やか に 検査 を 実施 すべ き で ある 。 な お 、 無 症状 








の 濃厚 接触 者 な ど に つい て は 、 ま ず は 2 週間 の 健康 観察 を 指示 する な ど 、 医 学 ・ 公 衆 衛 
生 上 の 必要 性 を 踏ま えた 対応 を 行っ て いく 。 一 方 、 都 道府県 等 に お いて は 、 速 や か に PCR 
等 検査 体制 の 拡充 を 図っ て いく こと が 求め られ る 。 














〇 愚者 数 が 大 幅 に 増え た 地域 等 で は 、 























医療 機関 や 高齢 者 施設 に お ける クラ スタ ー に 対応 





する 場合 等 に お ける 検査 を 優先 させ る こと が 必要 で ある 。 こ の た め 、 院 内 感染 や 施設 
感染 が 疑わ れる 場合 に は 、 疑い 患者 や 感 集 者 が 発生 し た 際 の 濃厚 接触 者 の 検査 を 優先 的 














に 実施 で きる 体制 を 準備 する 。 





〇 PCR 等 検査 対象 者 に つい て は 、 重 症 化 リ スク の 高い 人 (肺炎 が 疑わ れる よう な 強い だ 











る さ 、 四 苦し さ 、 高 熱 等 が ある 場合 、 

















また 、 高 齢 者 、 基 礎 疾 患 の ある 方 ) は 、4 日 を 待 





た ず 、 場 合 に よっ て は すぐ に で も 相談 と いう 邊 を 市 民 に 周知 する こと (参考 資料 2)。 














(3) 都 道 府 県 知 事 等 に よる 更 な る リー ダー シッ プ の 発揮 














〇 緊急 事態 宣言 が 発出 され た 今 、 上 記 (1) の 医療 機関 の 役割 分 担 の 促進 、 上 記 (2) 














の PCR 等 検査 の 体制 強化 、 下 記 3 (1 





) で 後述 する 保健 所 の 体制 の 強化 、 業務 の 効率 化 、 














関係 機関 と の 連携 等 に つい て は 、 都 道 府 県 知事 及び 保健 所 設置 市 長 ・ 特 別 区 長 の 今 ま で 
以上 の 強い リー ダー シッ プ が 求め られ る 。 





〇 上 で 述べ る 3 つの テー マ 、「 空 床 状 











況 の 見 える 化 ・PCR 等 検査 の 体制 強化 な ど ・ 保 健 所 























体制 の 強化 及び 業務 の 効率 化 等 」 に つい て 、 更 に 地域 の 感染 状況 の 把握 に つい て は 、 こ 
れ ら の 目 治 体 の 長 が 地域 に お ける 実務 リー ダー を 指名 し 迅速 に 進め る こと を 期待 し た 


い 。 
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〇 


〇 


( 4 





下 、 





で 以上 の 連携 を お 願い し た い 。 

















事 が リ 
要 が ある 。 











) 感染 防護 具 、 





ー ダ ー シ ッ プ を 取り 、 





消 





感染 状況 の 共有 な ど に つい て も 、 都 道府県 及び 保健 所 設置 市 ・ 





ほ に 下記 3 (1) で 述べ る 如く 、 感 染 者 な どの 救急 車 
防 機関 を 所 管 す る 市 町 村長 や 








特別 











に よる 搬送 な ど に つい て は 、 知 
民間 事業 者 の 協力 を 得る 必 





検査 試薬 、 検 体 採取 スワ ブ 等 の 確保 





〇 





政府 は 











図 こ 、 必 要 度 【 





る と と も に 











、 医 療 現場 で 危険 と 隣り 合わ せ で 過酷 な 診療 
防護 具 等 の 確保 、 検査 試薬 、 CS 
こ 応じ た 適正 な 配分 に 


こ 従事 する 医療 者 の た め に 、 感染 


国生 区 の 





努め て いく べき で ある 。 


) 地域 の 流行 状況 を 把握 する た め の サ ー ベ イラ ンス の 拡充 


(5 


〇 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 正確 な 国 


(6) 治療 薬 等 の 開発 に つい て 


た め 、 政 府 は 








民 の 感染 状況 を 確認 し 
、 現行 の サー ベイ ラン ス に 加え て 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 成 染 症 の 国民 に 対 


適切 な 対策 に つなげ る 








する 潜在 的 な 感染 状況 を 確認 し 、 適切 な 対策 に つなげ る た め 、 政 府 は 本 ウイ ルス の 抗体 





保有 状況 に 関す る 調査 研究 を 早急 に 








〇 


〇 


〇 政府 は 、 既 存 薬 を 適応 外 使用 する 事例 に つい て は 、 
トリ ) を 引き つづ き 推 進 す る と と も に 


〇 


関係 者 庁 ・ 関 係 機関 と も 連携 し 、 
組む 必要 が ある 。 特に 、 重 症 化 を 少 














待 さ れ て いる 


刻 も 早 








い 薬 事 承認 を 目指 








すこ と が 1 





























作用 な ど を 慎重 ! 


現在 、 緊 急 
日 本 感染 症 学会 
年 2 月 26 日 )」 








者 に 
で ある 。 
与 等 は 避け る べき で ある 。 








避難 的 な 対応 と し て 、 

「COVID-19 
(第 2 版 発行 予定 ) の 見 
患者 の 同意 を 取得 し た うえ で 、 引 き 続 き 継続 すべ き 
対し て の 適切 な 治療 薬 の 選択 及び 
また 、 愚 者 か ら 要 望 が あっ た と し て も 、 





し で も 防ぎ 、 











医師 の 判断 に 





よっ て 行わ れ て いる 


進め る べき で ある 。 


有効 な 治療 薬 や ワク チン 等 の 開発 に 引き 続き 鋭意 取り 
一 人 で も 多く の 命 を 救う た め 、 効 果 が 期 
治療 薬 に つい て は 、 和 観察 研究 及び 治験 等 を 通じ エビ デン ス の 集積 を 急ぎ 、 一 
E 要 で ある 。 し か し 、 迅 速 に 進ん だ と し て も 、 薬 事 承認 
まで に は 一 定 の 時 間 を 要する た め 、 今 後 新 た な 抗 ウ イル ス 薬 候補 が 報告 され た 際 に 

に 検討 し つつ も 、 迅 速 に 臨床 で の 使用 を 検討 する こと が 求め られ る 。 











は 、 副 

















治療 楽 の 投与 は 


に 対す る 抗 ウ イル ス 薬 に よる 治療 の 考え 方 第 1 版 (2020 





機関 の 協力 を 促す べき で ある 。 


に 

















重症 な 症状 が | 








現す る 前 














治療 薬 開 発 へ の 社 


] 











を 立ち 上 げ 、 そ の 結果 を 早急 


で ある 。 








a 





に 取り ま 


笑 を や と 





、 冶 験 や 上 臨床 研究 の 参加 に 
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に 、 医療 機関 内 で 所 定 の 手続 き を と り 、 








で ある 。 重症 化す る リス ク の 高い 患 








E 症 化す る 前 


E 症 化 予測 マー カ 
と め 、 了 臨床 現場 で 活用 で きる よう 


の 投与 は 、 研究 と し て 行わ れる べき 


既存 楽 や サプリ メン ト の や みく も な 投 





患者 意 録 に よる 観察 研究 (レジ ス 
関し て も 、 多 く の 医 療 


会 的 な 期待 が 強い な か で 行わ れる 研究 開発 で も や る こと か ら 、 
研究 結果 が 歪め られ た も の と な ら な いよ う 、 細 心 の 油 


E 意 を 払っ て 進め る 必要 が ある 。 





ー に つい て も 、 研 究 班 
に 検討 する べき 








(7) ゴー ルデン ウィ ー ク 中 の 対応 に つい て 























〇 本 年 は 、 ゴー ルデン ウィ ー ク 中 も 愚 者 が 一 定 程度 発生 し 続け る こと が 見 込ま れ 、 更 に 
地域 に よっ て は 、 こ の 期間 に 急激 な 感染 者 数 の 増加 が 起こ り 得 る 。 こ の た め 、 地 域 の 医 
療 機関 に 相当 な 負担 を か ける こと に な る 。 こ の た め 、 都 道府県 、 地 域 の 医師 会 及び 医療 
機関 は 、 大 型 連休 期間 中 の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 患 者 の 診療 ・ 治 療 体制 に つい て 、 
輪番 制 を 検討 する な ど 、 予 め 準 備 ・ 構 築 に 取り 組ん で いた だ く 必 要 が ある 。 







































































(8) 医療 の 重要 性 に 係る 市 民 と の 認識 の 共有 























〇 市 民 に で きる こと は 、 医 療 従 事 者 と その 家族 に 対す る 偏見 や 差別 を 原因 と する 医療 
従事 者 の 離職 、 休 診 や 診療 の 差し 控え 等 が 生じ な いよ う 、 本 感染 症 を 正しく 理解 する 
こと で ある 。 政府 は 、 医 療 従 事 者 や その 家族 が 利用 で きる 人 権 相談 の 窓口 を 設け 、 幅 
広く 啓発 を すべ き で ある 。 


















































〇 人 工 呼吸 器 や 人 工 心肺 装 置 な ど 、 限 られ た 集中 治療 の 活用 を めぐ る 方 針 に つい て 
は 、 学 会 が 中 心 と な っ て 、 上 緊急 事態 に 限っ た 倫理 的 な 判断 を 多様 な 立場 の 人 々 の 意見 
を 取り 入れ て 、 更 に 議論 を 進め る べき で ある 。 



























































3. 保健 所 支援 、 水 際 対 策 等 の 今後 の あり 方 





(1 ) 保健 所 体制 の 強化 及び 業務 の 効率 化 等 に つい て 

















〇 都 道 府 県 知 事 、 保健 所 設置 市 長 ・ 特 別 区 長 の リー ダー シッ プ の 下 、 保健 所 の 体制 を 強 
化す る た め の 人 材 の 確保 する べき で あり 、 在宅 保健 師 、 退 職 し た 保健 師 ・ 看 護 師 な ど に 
応援 を 依頼 する 。 こ う し た 支援 は 、 単 な る 声 が け に 留まら ず 、 現に 、 実効 ある も の と し 
て いく こと が 求め られ る 。 そ の た め の 財 政 支 援 も 、 必 要 に 応じ て 国 が 行う べき で ある 。 















































〇 また 、 感染 が 疑わ れる 方 の 救急 搬送 や 転院 搬送 を 含む 患者 の 移送 に つい て 、 知事 が リ 
ー ダ ー シ ッ プ を 発揮 し て 、 消防 機関 を 所 管 す る 市 町 村長 や 民間 事業 者 の 協力 を 得る べき 
で ある 。 そ の 際 に は 既存 の 救急 医療 の 仕組 み を 活用 し 、 業務 が 集中 し て いる 保健 所 以外 
の 機関 が 移送 を 可能 な 限り 行う よう に すべ き で ある 。 ま た 、 感染 拡大 防止 に つい て 技術 
的 な 支援 が 必要 と な る が 、 保健 所 だ け で 担う こと は 困難 な 地域 が 多い と 考え られ る た め 、 
地域 の 感染 症 の 専門 家 の 協力 を 得る べき で あり 、 こ うし た 活動 を 関係 省庁 が 連携 し て 支 
援 す べき で ある 。 

























































































〇 都 道 府 県 、 保 健 所 設置 市 ・ 特 別 区 は 、 帰 国 者 ・ 接 触 者 相談 セン ター の 外注 や 委託 を は 
じ め と し て 、 検 査 で 陽性 が 判明 し た 際 の 愚者 の 振り 分 け な ど に 要する 保健 所 の 負担 の 軽 
減 に 努め る べき で ある 。 

さら に 、 検 体 の 輸送 に 関し て は 、 民 間 輸 送 業 者 を 活用 する こと に より 、 保 健 所 業務 の 
軽減 が 可能 と な る こと か ら 、 そ の 積極 的 な 活用 が 図ら れる べき で ある 。 


























〇 緊急 事態 官 言 下 で 、 感 染 経路 不明 の 感染 者 数 が 拡大 傾向 に ある 地域 で は 、 実 質 的 に 、 

全て の 陽性 者 に つい て 、 行 動 履歴 調査 を 含む 重点 的 な 積極 的 疫学 調査 を 行う こと は 現実 

的 で は な い 。 こ の た め 、 そ れ ぞ れ の 地域 の 実情 に 応じ て 、 確 認 さ れ て いる クラ スタ ー へ 
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の 対策 や 、 院 内 感染 ・ 施 設 内 感染 の 探知 、 メ ガク ラス ター へ の 対応 な ど 、 効 率 的 な 対策 
の 実施 を 図っ て いく 必要 が ある 。 








〇 な お 、 緊急 事態 宣言 下 の 接触 機会 の 低減 等 に より 、 感染 者 が 一 定 程度 に まで 抑え られ 
た 場合 は 、 そ の 段階 で 、 ま た 従来 の 積極 的 疫学 調査 に よる 、 ク ラス ター 特定 と 介入 の 対 
策 を 行う こと を 想定 する 。 
































〇 政府 は 、 愚者 報告 を は じ め 様々 な デー タ の 入力 ・ 提 供 業 務 に つき 、 様 式 や 報告 事項 の 
簡素 化 を 進め る と と も に 、 登 録 シ ステ ム の 多重 化 等 に も 配慮 し つつ 、 民 間 活 力も 活用 し 、 
より 効率 的 な 新た な ICT シス テム の 導入 も 含め て 検討 する 。 


















































(2) 水際 対策 の 今後 の あり 方 
〇 今後 は 、 国 内 に お ける 新規 感染 者 数 の 増加 、 水 際 対 策 に お ける 陽性 率 の 動向 を 踏ま え 
つつ 、 国 内 に お ける 試薬 、 ス ワ ブ 、 人 防護 員 な ど PCR 等 検査 に 必要 な 資源 の 効率 的 、 か つ 
効果 的 な 使用 を 目指 す 必 要 が ある 。 こ の た め 、 政 府 に お いて は 、 
① 入 国 拒否 の 対象 と な る 国 ・ 地 域 に お ける まん 延 の 状況 
② 入 国 拒否 の 対象 と な る 国 ・ 地 域 に お ける まん 延 防止 策 の 取組 状況 (いつ か ら 、 ど の 
程度 の 期間 、 ロ ッ ク ダ ウン 的 取組 が 講じ られ て いる か 等 ) 
③ 当 該 国 ・ 地 域 か ら の 入国 者 の 陽性 率 の 推移 
な ど を 把握 し た 上 で 、 国 内 の まん 延 状況 や 科学 的 な 有効 性 も 踏ま ほそ を つつ 、PCR 等 検査 の 
実施 対象 を 有 症 状 者 に 限定 する 等 の 選択 肢 も 含め 、 よ り 効 率 的 ・ 効 果 的 な 水際 対策 を 進 
め る べき で ある 。 
















































































( 3 ) ICT の 活用 等 

〇 個人 情報 と プラ イバシー に か か わる 専門 家 を 集め た うえ で 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感 
染 症 対策 チッ クチ ー ム と 連携 し な が ら 、 倫 理 的 ・ 法 的 ・ 社 会 的 観点 か ら の 議論 を 行 
い 、 実 施 の 条件 や 適切 な ガバ ナン ス に つい て 助言 する 仕組 み を 構築 し て いく ベ き で あ 
る 。 





















































(4) 倍 化 時 間 の 算定 方 法 に つい て 

〇 各 都 道府県 が 倍 化 時 間 の 推計 を 行う こと が で きる よう 、 そ の 算定 方 法 に つい て 、 考 え 
方 、 算 出 方 法 に 係る マニ ュ ア ル 、 算 式 の エク セル 等 の 作成 を 行い 、 ホ ー ム ペー ジ 等 に 掲 
載 す べき で ある 。 
































IV. 終わ り に 
〇 専門 家 会 議 と し て は 、 引 き 続 き 、 緊 急 事態 家 言 下 に お ける 現行 の 行動 変容 に 対す る 
評価 を 進め て いく と と も に 、 今後 、 5 月 6 日 の 緊急 事態 宜 言 の 期限 に 向け 、 現 状 や や 対策 
に つい て の 分 析 を 進め る 。 
































〇 その 際 、 現 行 の 行動 変容 の 評価 に 加え 、 我 が 国 に お ける 感染 状況 、 医 療 提供 体制 を 
は じ め と する 各 対 策 の 状況 、 海 外 に お ける 行動 変容 の 移行 に 関す る 例 な ど 、 様 々 な 要素 
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勘案 する も の と する 。 


合 的 に 
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以上 
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人 と の 接触 を 8 割 減ら す 、10 の ボイン ト 


緊急 事態 宜 言 の 中 、 誰 も が 感染 する リス ク 、 誰 で も 感染 させ る リス ク が あり ます 。 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 か ら 、 あ な た と 身近 な 人 の 命 を 守れ る よう 、 日 常 生活 を 見 直し て み ま し よう 。 


また は 少 人 数 で 21 "i 
\ \ る 時間 に ! 
I 1 場所 を 選ぶ 


診療 は 遠隔 診療 


仕事 は 在 が 


筋 トレ や ヨガ カ は 持ち 帰り yy 通勤 は 医療 ・ イ ン フ ラ ・ 内 | ト 
* > 5 品 流 な ど 社会 機能 維持 上 | 5 
目 宅 で 動画 を 活用 宅配 も | の た め に ーー つう 





会 話 は 手洗 い ・ 
マス ク を つけ て 避け まし よう ' 咳 エ チケ ッ ト ・ 


1 . 換気 の 悪い 密閉 空間 を 「 
、 2. 多数 が 集まる 密集 場所 / 換気 や 、 健 康 管理 
3 I へ 、 も 、 同 様 に 重要 で す 。 











資料 2 








新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 係る 対応 等 に つい て 


1 国内 の 感染 者 の 状況 



















































































































































































(1) 全国 の 状況 (チャ ー タ ー 便 帰国 者 を 除く ) R2.4.22 12 時 現在 (人 ) 
PCR 検査 うち 無 症状 者 うち 有 症 状 者 うち 症状 有無 
陽性 者 うち 死亡 者 | 確認 中 

和 吾 内 事例 11, 350 660 7, 050 277 3, 640 

(2) 東北 地域 の 状況 R2.4.22 12 時 現在 (人 ) 
自治 体 4/3 ( 金 ) 時 点 | 4/10 ( 金 ) 時 点 | 4/17 ( 金 ) 時 点 | 4/22 ( 水 ) 時 点 

青森 県 11 14 22 22 
秋田 県 9 11 16 16 

岩手 県 = = = = 
宮城 県 13 36 75 84 
山形 県 1 27 50 64 
福島 県 9 33 49 64 

合計 43 121 212 250 























2 これ まで の 対応 状況 
(1) 国 の 対応 

1 月 6 日 ・ 各 都 道府県 等 に 対し 、 武 漢 市 滞在 歴 を 有する 愚者 の 医療 機関 で の 感 
染 対策 の 徹底 等 を 要請 




























































































1 月 7 日 ・ 各 検 疫 所 に 対し 、 有 症状 者 に 対す る 自己 申告 の 呼び か け 、 受 診 勧奨 
文書 発 』 

1 月 16 日 ・ 国内 患者 発生 を 受け 、 国 民 に メッ セー ジ 発 出 (通常 の 感染 対策 の 呼 
び か け 等 ) 


トー 


月 21 日 ・ 関係 閣僚 会 議 を 開催 

月 30 日 ・ 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対 策 本 部 」( 本 部 長 : 首相 ) を 設置 
・ 全国 知事 会 が 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 緊急 対策 会 議 」 を 設置 

1 月 31 日 ・ WHO が 「 国 際 的 に 懸念 され る 公衆 衛生 上 の 緊急 事態 」 を 宣言 
・ 外務 省 が 感染 症 危 険 情 報 を 、 中 国 全 土 を 対象 に 「 渡 航 自 粛 」 に 
上 げ (湖北 省 は 渡航 中 止 勧告 ) 

2 月 1 日 ・ 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 を 「 指 定 感染 症 」 等 に 指定 する 政令 施行 

出入 国 管理 法 に 基づく 入国 規制 の 実施 湖北 省 発 行 旅券 を 所 持 す る 

者 及び 14 日 以内 の 湖北 省 滞在 者 ) 

都 道 府 県 に 対し 、 下 記 の 体制 を 今月 上 旬 ま で に 整備 する こと を 要請 
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月 13 日 


月 16 日 





月 19 日 


月 24 日 


月 25 日 


月 27 日 


月 29 日 
月 6 日 





月 9 日 


月 10 日 
月 14 日 
月 19 日 














① 次 医療 圏 毎 の 「 帰 国 者 ・ 接 触 者 外来 」 の 設置 
②  「 帰 国 者 ・ 接 触 者 外来 」 へ の 受診 調整 を 行う 「 帰 国 者 ・ 接 触 者 

相談 セン ター」 の 各 保 健 所 へ の 設置 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 を 検疫 法 上 の 隔離 ・ 停 留 で きる 感染 症 と 
する た め 、 ま た 、 和 無 症状 病原 体 保有 者 を 入院 措置 ・ 公 費 負 担 と する た 
め 、 関 係 政令 を 改正 

新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 流行 が 確認 され て いる 地域 に 「 河 江 省 」 
を 追加 

感染 症 対策 専門 家 会 議 を 開催 し 、 対 策 に つい て 医学 的 見 地 か ら 対 応 
策 等 を 協議 

第 2 回 感染 症 対策 専門 家 会 議 を 開催 し 、 患 者 が 増加 する 局面 を 想定 
し た 対応 に つい て 協議 
相談 ・ 受 診 の 目安 に つい て 協議 

第 3 回 感染 症 対策 専門 家 会 議 を 開催 し 、 感 染 対 策 の 基本 方 針 に つい 
て 協議 

政府 対策 本 部 に お いて 、! 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 の 基本 方 針 」 
を 決定 

安倍 首相 が 国 の 対策 本 部 に お いて 、 全 国 の 小 中 学 校 、 高 校 、 特 別 支 
3 月 2 日 か ら 臨 時 休校 する よう 要請 

安倍 首相 記者 会 見 (臨時 休校 や PCR の 保険 適用 等 に つい て ) 
新型 コロ ナウ イル ス に 係る P CR 検査 の 保険 適用 開始 

都 道 府 県 に 対し 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 患者 数 が 大 幅 に 増え た 時 に 
備え た 医療 提供 体制 等 の 検討 を 要請 
新型 コロ ナウ イル ス 対 策 専門 家 会 議 

(| 新型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 の 見 解 」 を 発表 

「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に 関す る 緊急 対応 策 一 第 2 弾 一 」 
新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 の 改正 法 施行 

新型 コロ ナウ イル ス 対 策 専 門 家 会 議 
(「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 の 状況 分 析 ・ 提 言 」 を 発表 
本 国内 の 感染 状況 は 、 引き 続き 持ち こたえ て いる が 、 一 部 の 地域 で は 感染 拡大 が 見 
られ 、 今後 地域 に お いて 、 感染 源 が 分 か ら な い 患 者 数 が 継続 的 に 増加 し 、 こ うし た 地域 
が 全国 に 拡大 すれ ば 、 どこ か の 地域 を 発端 と し て 、 爆発 的 な 感染 拡大 を 伴う 大 規模 流行 
に つなが りか ね な いと 考え て いる 。 

現時 点 で は 、 社会 ・ 経 済 機能 へ の 影響 を 最小 限 と し な が ら 、 感染 拡大 防止 の 効果 を 最 
大 限 に する と いう 方 針 を 続け て いく 必要 が あり 、 

① クラ スタ ー (集団 ) の 早期 発見 ・ 早 期 対応 

② 患者 の 早期 診断 ・ 重 症 者 へ の 集中 治療 の 充実 と 医療 提供 体制 の 確保 

③ 市 民 の 行動 変容 
の 3 本 柱 の 基本 戦略 を 維持 、 必 要 に 応じ て 強化 し 、 速 や か に 行わ な けれ ば な ら な い 。 
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3 月 19 日 ・ 都 道 府 県 に 対し 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 患者 数 が 大 幅 に 増え 

た と き に 備え た 入院 医療 提供 体制 等 の 整備 を 要請 
・ 県 内 の 患者 受入 れ を 調整 する 「 都 道府県 調整 本 部 」 を 各 都 道府県 に 設置 
(集中 治療 、 呼 吸 器 内 科 治 療 、 救 急 医療 、 感 染 症 医療 の 専門 家 、 炎 害 医療 コー ディ ネ 
ー タ ー 等 に より 構成 ) 

厚 労 省 に お いて 地方 厚生 局 の 区 域 を 単位 と する 「 広 域 調整 本 部 」 を 設置 

入院 患者 、 重 症 者 の 受入 医療 機関 の 確保 等 

患者 搬送 体制 の 確保 。 等 















































































































































月 26 日 ・ 新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 第 1 5 条 に 基づき 、 政 府 対策 
本 部 を 設置 





月 28 日 新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 対策 本 部 
「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 の 基本 的 対処 方 針 」 を 決定 





月 1 日 ・ 新型 コロ ナウ イル ス 対 策 専 門 家 会 議 
(新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 状況 分 析 ・ 提 言 」 を 発表 ) 
・ 本 国内 の 感染 状況 は 、 今 の と ころ 諸 外 国 の よう な 、 オ ー バ ーシュ ー ト (爆発 的 患者 






























































急増 ) は 見 られ て いな い が 、 都 市 部 を 中 心 に クラ スタ ー 感 染 が 次 々 と 報告 され 、 感 染 者 
数 が 急増 し て いる 。 そ うし た 中 、 医 療 供給 体制 が 軍 迫 し つつ ある 地域 が 出 て き て お り 医 
療 供給 体制 の 強化 が 近々 の 課題 と な っ て いる 。 

いわ ゆる 「 医 療 崩壊 」 は 、 オ ー バ ーシュ ー ト が 生じ て か ら 起 こる も の と 解 さ れる 向き 





























も ある 。 し か し 、 新 規 感染 者 数 が 急増 し 、 ク ラス ター 感染 が 頻繁 に 報告 され て いる 現状 
を 考え れ ば 、 爆 発 的 感 筑 が 起こ る 前 に 医療 供給 体制 の 限度 を 超え る 負担 が か か り 医 療 現 
場 が 機能 不全 に 陥る こと が 予想 され る 。 





都 道 府 県 に 関連 する 主 な 提言 

地域 ご と の まん 延 の 状況 を 判断 する 際 に 考慮 すべ き 指 標 等 を ボ す と と も に 、 地域 の 医 
体制 の 対応 を 検討 する 上 で 、 あ ら か じ め 把 握 し て お くべ き 事 項 が 示さ れ た 。 

① 重症 者 数 

② 入院 者 数 

③ 利用 可能 な 病床 数 と 、 そ の 稼働 率 や 空 床 数 

④ 利用 可能 な 人 工 呼吸 器 数 ・ECMO 数 と 、 そ の 稼働 状況 

⑤ 医療 従事 者 の 確保 状況 

市 民 の 行動 変容 の 取組 強化 
重症 者 を 優先 し た 医療 提供 体制 の 確保 
医療 崩壊 に 備え た 市 民 と の 認識 共有 

クラ スタ ー 対 応 す る 保健 所 等 の 強化 
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(2) 県 の 対応 


1 
1 
1 


Do tM 





月 7 日 





月 7 日 





月 16 日 


月 9 日 
月 21 日 
月 24 日 





月 25 日 


月 8 日 
月 29 日 





月 2 日 


月 5 日 
月 6 日 


月 7 日 


月 8 日 





月 10 日 


月 11 日 





月 18 日 


月 22 日 





月 26 日 


・ 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 緊 急 経済 対策 の 公表 








= 











改正 新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 第 3 2 条 第 1 項 の 規定 に 
基づき 、 緊 急 事態 宣言 を 発 ! 

4 月 7 日 に 宣言 し た 緊急 事態 措置 を 実施 すべ き 区 域 を 、7 都府県 か 
ら 全 都 道 府 県 に 拡大 







































































県 医師 会 、 感 染 症 指定 医療 機関 等 に 対し 、 感 染 対策 等 の 徹底 を 要請 

県 ホー ムペ ー ジ へ の 掲載 に よる 県 民 へ の 情報 提供 の 実施 

県 旅館 ホテ ル 生 活 衛生 同業 組合 等 に 旅行 客 発症 の 場合 の 適切 な 対応 
を 要請 
上 海 定期 便 機内 で の 健康 カー ド 配 布 に よる 自己 申告 と 適切 な 受診 勧 

状 を 実施 































































































感染 症 指定 医療 機関 等 で 構成 する 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 医 療 
連絡 会 議 」 を 開催 し 、 愚 者 発生 時 の 具体 的 対応 を 確認 

厚 労 省 か ら DMAT に 対し 武漢 か ら の 航空 機 帰 国 者 の 健康 管理 に 係る 派 
遺 依頼 が あり 、 本 県 で は 岩手 医科 大 学 か ら 1 名 が 2 日 間 対 応 

「 庁 内 各部 局 連絡 会 議 」 を 設置 し 、 各 部 局 の 取組 み 等 を 情報 共有 
第 2 回 医療 連絡 会 議 を 開催 し 、 指 定 感染 症 と し て の 愚者 発生 時 の 具 
体 的 対応 を 確認 

「 岩 手 県 感染 症 対策 委員 会 」 を 開催 し 、 県 の 感染 対策 及び 専門 委員 
会 の 設置 に つい て 協議 

「 帰 国 者 ・ 接 触 者 相談 セン ター」 及び 「 帰 国 者 ・ 接 触 者 外来 」 の 対 
応 を 開始 
県 民生 活 の 安全 安心 に 関わ る 各 分 野 の 関係 団体 等 に よる 「 連 絡 会 議 」 
を 開催 し 、 消 防 、 和 警察 、 医 療 、 各 種 イ ン フ ラ 、 人 金融 、 報 道 等 の 団体 と 
情報 共有 

「 岩 手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 専門 委員 会 」 を 設置 し 、 県 
の 対策 に 関し 専門 的 な 知見 に 基づき 具体 的 に 協議 

岩手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 本 部 を 設置 し 、 第 1 回 本 部 員 
会 議 を 開催 

第 2 回 専門 委員 会 開催 
(新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 に 係る 県 内 の 医療 体制 に つい て ) 

第 3 回 医療 連絡 会 議 を 開催 し 、 患 者 が 増加 する こと を 想定 し た 医 
体制 に つい て 協議 

県 対策 本 部 第 2 回 本 部 具 会 議 開催 













































































































































































4 
沿 








月 6 日 





月 13 日 





月 17 日 


月 23 日 


月 26 日 





月 28 日 


月 30 日 


月 3 日 


月 8 日 


月 10 日 





月 14 日 


月 14 日 





月 17 日 


県 対策 本 部 第 3 回 本 部 内 会 議 開催 
(知事 か ら 「 県 民 の 皆様 へ の メッ セー ジ 」 発 | 

県 対策 本 部 第 4 回 本 部 具 会 議 開催 
( 国 の 緊急 対応 策 第 2 弾 を 踏ま えた 対応 方 針 に つい て ) 
(新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 の 改正 案 の 内 容 に つい て ) 

第 3 回 専門 委員 会 開催 
(新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 に 係る 課題 と 今後 の 対応 等 に つい て ) 

県 対策 本 部 第 5 回 本 部 貞 会 議 開催 
( 国 の 緊急 対応 策 第 2 弾 を 踏ま えた 補正 予算 に つい て ) 

新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 第 2 2 条 に 基づき 、 県 対策 本 
部 を 設置 

県 対策 本 部 第 6 回 本 部 内 会 議 開催 
(新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 に 基づく 県 対策 本 部 の 設置 に つ 
いて ) 

県 対策 本 部 第 7 回 本 部 貞 会 議 開催 
(新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 係る 対応 等 に つい て ) 
県 対策 本 部 第 8 回 本 部 貞 会 議 開催 








ュー ン 




























































































(新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 基本 的 対処 方 針 (素案 ) に つい て ) 


県 対策 本 部 第 9 回 本 部 員 会 議 開催 
(新型 イン フル エン ザ 等 緊急 事態 宣言 に つい て ) 
県 対策 本 部 第 10 回 本 部 員 会 議 開 催 

















(新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 基本 的 対処 方 針 に つい て ) 


県 と 市 町 村 と の 意見 交換 会 開催 
(県 内 で 感染 者 が 発生 し た 場合 の 具体 的 対応 策 に 係る 市 町 村 へ の 情報 提 
供 等 ) 

第 1 回 岩手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 医療 体制 検討 委員 会 開催 
(新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 係る 医療 体制 の 素案 に つい て ) 

県 対策 本 部 第 11 回 本 部 員 会 議 開催 
(新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 基本 的 対処 方 針 に つい て ) 


























(3 ) 県 内 の 帰国 者 ・ 接 触 者 相談 セン ター へ の 相談 状況 


ア 


イ 


開設 日 





令 和 2 年 2 月 8 日 












































受付 時 間 ・ 設 置 機関 
受付 時 間 設置 機関 
平日 9 時 00 分 て 17 時 00 分 各 県 保健 所 (9 か 所 ) 
盛岡 市 保健 所 
全日 (土日 ・ 祝 日 を 含む ) 24 時 間 体 制 (2/19~) | 県 庁 医 療 政 策 室 


















































































































































ウ 相談 対応 件 数 
談 | 2⑳ 主 | ie | 7 | 418 | ie | 0 | 4721 
対 応 日 |4is 氷 | 人 和 則 
各 保健 所 | 3,298 171 208 28 26 251 153 | 4, 135 
医療 政策 室 909 27 15 27 37 19 8| 1,042 
谷 計 | 4,207 198 223 55 63 270 161 | 5,177 
エ 主 な 相談 内 容 
病院 を 受診 し て 風邪 楽 を 処方 され た が 、 症状 が 改善 され な い 。 い つま で 様子 を 見 
れ ば 良い の か 。 
発熱 は 無い が 、 こ こ 最 近 ず っ と 息苦し さ が 続 いて お り 、 不 安 だ 。 





( 4 ) 県 内 の 一 般 相 談 談 窓 窓口 へ の 相 談 状況 
























































































































































ア 開設 日 
令 和 2 年 1 月 21 日 
イ 受付 時 間 ・ 設 置 機関 
受付 時 間 設置 機関 
平日 9 時 00 分 て 17 時 00 分 各 県 保健 所 (9 か 所 ) 
盛岡 市 保健 所 
全日 (土日 ・ 祝 日 を 含む ) 9 時 00 分 て 21 時 00 分 | 県 庁 医 療 政 策 室 
ウ 相談 対応 件 数 (件 数 の 計上 は 2 月 8 日 か ら ) 
相 談 2 4/16 4/17 4/18 4/19 4/20 4/21 加計 
対 応 日 |4isk| そ 衣 * 
各 保健 所 | 2,671 172 89 4 7 91 54 | 3,088 
医療 政策 室 694 39 78 36 17 67 39 970 
合 計 | 3,365 211 167 40 24 158 93 | 4,058 
エ 主 な 相談 内 容 
A 08R32227 人 2 ジ が 出 た が 、 














あい まい で 判断 で き な い 。 














葬儀 の た め 首 都 四 








Ni 















































か ら 帰 県 し た い が 、 念 の た め PCR 検 査 を 受け られ な いか 。 


(5) 新型 コロ ナウ イル ス の 検査 状況 





これ まで の 検査 状況 (全て 陰性 ) (4 











月 22 日 21 時 現在 ) 






















































































検査 結果 4 4/17 4/18 4/19 4/20 4/21 4/22 合計 
判 明 日 46 林 | 侍 中 月 火 水 口上 

了 政 検査 件 数 205 18 4 2 6 14 15 264 
民間 検査 件 数 7 0 0 0 0 0 0 7 
合 計 212 18 4 2 6 14 15 271 














(6) 医療 用 マス ク の 医療 機関 へ の 提供 状況 に つい て 








提供 元 


厚生 労働 省 


県 ・ 市 町 村 在 庫 分 


国 省庁 備蓄 分 





第 1 弾 
ー 括 購入 分 
(全国 で 1500 万 枚 分 ) 





回 














岩手 県 競馬 組合 か ら 
の 寄付 


第 2 弾 
ー 括 購入 分 
(全国 で 1500 万 枚 分 ) 





団 較 











第 3 弾 
国 一 括 購入 分 
(全国 で 1500 万 枚 分 ) 

















大 連 良 運 集団 有限 公 
司 、 上 海 大 か ら の 寄 
付 


BYD か ら の 寄付 


NPO 法 人 全日 本 地域 
活性 化 連盟 か ら の 寄 
付 


第 4 弾 
ー 括 購入 分 
(全国 で 1500 万 枚 分 ) 








国 陣 








(7) その 他 


青森 県 か ら の 要請 に 基づき 、 令 和 2 年 4 


申込 日 





提供 枚数 


40, 
3 月 16 日 46,150 枚 
3 月 16 日 41.100 枚 
己 


208.000 枚 


208.000 枚 


208.000 枚 








配分 先 


岩手 県 医師 会 (診療 所 ) 


提供 日 
(寄付 の あっ た 日 ) 


備 考 




















会 (診療 所 ) 





岩手 県 薬剤 師 会 (薬局 ) 


山 医 療 機関 を 想定 











手 県 医師 会 (診療 所 ) 





手 県 歯科 医師 会 (診療 所 ) 





手 県 薬剤 師 会 (薬局 ) 





並 ] 並 | 並 | 並 


手 県 医療 局 


指定 医療 機関 等 


mr 





hl 
D 


| 
弟 
財 
濃 
避 
紀 





手 県 医師 会 (診療 所 ) 





手 県 歯科 医師 会 (診療 所 ) 





寿 | 詐 | 性 


手 県 薬剤 師 会 (薬局 ) 


般 医 療 機関 を 想定 


股 医療 機関 を 想定 


股 医療 機関 を 想定 


医療 機関 等 





医療 局 を 想定 





(3 月 24 日 ) 


(4 月 14 日 ) 


(4 月 16 日 ) 


(4 月 16 日 ) 








(今後 実施 する 在庫 状況 調査 に 基づき 配付 予定 ) 


(今後 実施 する 在庫 状況 調査 に 基づき 配付 予定 ) 


今後 実施 する 在庫 状況 調査 に 基づき 配付 予定 ) 


(今後 実施 する 在庫 状況 調査 に 基づき 配付 予定 ) 





月 15 日 ( 水 )、 い わ て 感染 制御 支援 チー ム 


(ICAT) を 青森 県 十和田 市 に 派遣 。 高 齢 者 福祉 施設 に お ける 感染 管理 強化 を 支援 


岩手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 基本 的 対処 方 針 ( 案 ) 


世界 的 に 、 聖 


が 起き て いる 


日 本 で は 、 





都市 部 以外 の 地域 に 














令 和 2 年 4 月 1 0 日 
岩手 県 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対 策 本 部 
( 令 和 2 年 4 月 日 改定) 


H = 語 
率 喜 の 








武漢 方 面 か ら の 中 国人 観光 客 を 主 と 
ど 海外 か ら の 帰国 者 を 主 と す る 「 第 二 波 」 に 感染 の 構造 が 移り 
に 感染 経路 不明 な 地域 が 散発 的 に 発生 し て お り 、 
お いて も 、 都 市 部 か ら の 移動 等 に よる クラ スタ ー の 発生 な 











す る 





東京 都 な どの 都市 部 


の 黙示 録 を 思わ せる よう な 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 感染 拡大 


波 」 か ら 、 欧 米 な 
、 現 在 は 全国 的 


に 加え 、 


「 第 一 














ど 、 感 染 拡大 が 見 られ る 。 


この よう な 状況 を 踏ま え 、 
策 本 部 長 (内 閣 総 表 
に 基づき 、 
大 阪 府 、 兵 庫 県 及び 福岡 県 ) を 、 
は 、 上 記 7 都府県 と 同 


と いう 。) 【 
奈川 県 、 
し 2 ( ま ただ 、 























令 和 2 年 4 

















理大 臣 ) は 、 
緊急 事態 宜 言 を 行い 、 

















令 和 2 年 4 月 16 日 に 





月 7 日 、 新 型 


新型 イン フル エン ザ 等 対策 御 


コロ ナウ イル ス 感 染 症 対 
『 別 措置 法 (以下 「 法 」 















































7 都府県 (埼玉 県 、 


デ 公 共 急 事 遇 馬 


千葉 県 、 東 京都 、 


措置 を 実施 すべ き 区 域 と 
































程度 に まん 延 が 進ん で 





いる と し て 、 























6 道府県 (北海 道 、 茨 城 県 、 














を 緊急 事態 措置 を 実施 すべ き 











区 域 に 加え る と と も に 


右 川 県 、 財 X 





、 全 都 道 府 県 が 足 3 


愛知 県 、 京 都 府 ) 
比 み を そ 


阜 県 














ろ え て 感染 拡大 防止 の 取組 を 行う 必要 が ある と し て 、 








全て の 都 道 府 県 を 緊急 事 




















態 措置 を 実施 すべ き 











区 域 と し た 。 














臣 急 事態 宜 言 の 趣 
全て の 都 道 府 県 








ーー 
も 





いる 方 に は 、 




















感染 拡大 を 防止 する た め 


控え る こと が 求め られ る 。 





また 
oo~ トー 


や ま む を 得 

















イト 








き 
ず 











今 ま で 滞 











検疫 の 要請 


新型 コロ ナウ イル ス 厚 生 労 働 省 対策 本 部 クラ スタ ー 対 策 班 は 、① 帰 
⑧③ 新 た な 見 え に 
③ の 典型 が 「 接 待 (接客 ) を 伴う 飲食 の 場 」 





染 事例 の 増加 、 
ON 











在 し た 地方 自治 体 の 自粛 要請 の 趣 
来 県 後 2 週間 、 平 日 夜間 や 週末 の 不要 不 急 の 外 ! 
欧米 等 海外 か ら の 帰国 者 に は 、 自 宅 等 指定 され た 場 
に 従う こ 








と が 求め られ る 。 














② 相 次 ぐ 施 設 内 感染 事例 、 


が 特徴 で あり 、 








と 分 析 し て いる 。 


今や いつ どこ で で も 感染 の 可能 


性 が あ 


= 」 


記 を 踏ま え 、 感染 拡大 防止 の 効 
と の 不要 不 急 の 往来 を 控え る こと 、 


E 国 の 様々 な 地域 か ら 岩 手 県 
表 を 踏ま え 、 


困 
ンド 





が 最大 限 発揮 され る よう 、 





他 の 都 道 府 県 に 








まま 


県 








を 含め 


他 地域 へ の 往来 に つい て 








に 来 県 、 











帰 県 する 方 に ! 





























自 素 
見 所 











り 、 上 記 ① 、 


感染 拡大 防止 に 向け て 、 
な ど 慎 重 に 行動 する こと 、 
で 2 週間 待機 する な ど 、 





国 者 の 感 
くい クラ ラスター から 





②、③ が 要 注 意 で ある 。 








DM A 
ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 状況 分 析 ・ 提 言 」 で 「 地 域 ご と の 対応 に 関す る 3 つの 
a 

岩手 県 は 4 月 22 日 現在 「 感 染 未 確認 地域 」 に 当たる が 、 い つ で も 「 感 染 確 認 
RD HN EE 性 が あり 、 さ ら に 悪化 すれ ば 「 感 染 拡 大 警戒 地域 」 と な る 可 
Re 地域 」 の 状態 を 維持 する こと 、 そ し て 「 感 染 確認 地域 」 
開き は 速 や か に 「 感 染 未確認 地域 」 に 戻す こと が 、 本 県 の 基本 目標 
と な る 。 












































新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 基本 は 、 県 民 及 び 岩 手 に 関わ る 全て の 人 が 、 
密閉 ・ 密 集 ・ 密 接 ( 近 距 離 で の 会 話 、 発 声 ) の いわ ゆる 「 三 つの 密 」 を 避け 、 
丁寧 な 手洗 い を 励行 する こと で あり 、 別 の 角度 か ら 言 えば 「 ツ ソー シャ ルディ ス 
タン ス (社会 的 距離 )」 を 確保 する こと で ある 。 























その よう な 個人 の 行動 を 、 よ り 確 か な も の に する た め に は 、 個 人 の みな ら ず 、 
了 政 や 、 団 体 、 企 業 、 地 域 な どの あら ゆる 主体 が 、 予 防 の た め に 必要 な 情報 を 
有 し 、 感 染 リ スク 低減 の た め の 行動 を と る こと が 必要 で ある 。 ま た 、 個 人 の 
努力 が 実ら ず に 新型 コロ ナウ イル ス に 感染 し た 場合 、 速 や か に それ を 把握 し 、 
治療 を 行う と と も に 、 周 囲 へ の 感染 拡大 を 防ぐ 体制 が 必要 で ある 。 


SN 











\ 
qa: 




















ON 人 々 の 社会 活動 や 経済 活動 を 制限 し 、 
岩手 の 社会 ・ 経 済 に 負 の 影響 を 及ぼ す 。 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 は 長期 
化 が 予想 され 、 ee 展開 を 可能 と する 社会 の 力 、 経 済 力 の 維 
持 が 求め られ る の で 、 県 民 の 命 と 健康 を 守る こと を 最 優先 に し つつ 、 社 会 ・ 経 
済 へ の 負 の 影響 を 抑え る た め の 対 策 も 重要 で ある 。 行政 や 、 団 体 、 企業 、 地 域 、 
個人 な どの あら ゆる 主体 が 、 平 時 と は 異な る 生産 、 流 通 、 消 費 の 形 を 工夫 する 
必要 が ある 。 







































































本 県 に お ける 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 は 、「 い わ て 県 民 計画 (2019 て 
CO 目指 す 方 向 を 一 に する 
も の で ある 。 計画 に 沿っ た 事業 の か な り の 部 分 が 、 延 期 や 縮小 、 中 止 と な る 可 
能 性 が ある 。 

世界 規模 で の 危機 的 状況 の 中 で 「 東 日 本 大 震 災 津波 の 経験 に 基づき 、 引 き 続 
き 復 興 に 取り 組み な が ら 、 お 互い に 幸福 を 守り 育て る 希望 卿 いわ て 」 を 目指 す 
た め に は 、 予 定 外 の 行動 や 予定 外 に 休む こと も 必要 で あり 、 向 か う 方 向 に は 播 
る ぎ が な いこ と を 心 に 留め な が ら 、 了 臨機 に 対応 し て いか な けれ ば な ら な い 。 


















































以下 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 に 関す る 国 の 基本 的 対処 方 針 を 踏ま え 
な が ら 、 本 県 の 基本 的 対処 方 針 を 示す 。 











ー の ツー 


1 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 特徴 
新型 コロ ナウ イル ス 成 活 症 対策 専門 家 会 議 
症 の 主 な 特徴 と し て 、 以 下 の よ うな 見 解 が 示さ れ て いる 





権 呈し て も 約 8 割 は 軽症 で 経過 し 、 ま た 、 


染 は な い 。 











現時 点 で は 、 


存在 せ ず 、 
この 一 方 で 、 

















報告 され て お り 、 迅 

















k で は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 











E 心 で ある 。 
上 【 を 持つ 方 は 特に 重症 化し や すい こと な ど が 
起 速 か つ 適切 な 感染 対策 に 取り 組む 必要 が ある 。 


2 新型 コ 人 
クラ スタ ー 等 の 封じ 込め 及び 


(1) 情報 提供 ・ 





(2) サー ベイ 


り 





(3) 
EN 


女 B 
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3 実施 体制 
県 で は 、 令 和 











ラン ス ・ 





2 年 2 














共有 及び まん 延 防止 策 に 
接触 機会 を 低減 させ 、 NCP 2 
医療 の 提供 に より 
< こ 食い 止め る べく 万 全 


情報 収集 及び 適 





Hi -ー 





切な 


、 重 症 者 及び 死亡 者 の 発生 を 最小 限 ( 
ER 雇用 対策 に より 、 守 
最小 限 に と ど め る 。 














手 県 医師 会 








石本 


























を 設置 し 、 岩 
AN 県 























し へ 
> 


感染 者 の 約 8 割 は 人 へ の 感 


有効 性 が 確認 され た 特異 的 な 抗 ウ ワイ ルス 薬 や ワクチン は 
治療 方 法 と し て は 対症 療法 が 
高齢 者 や 基礎 疾患 





居る 。 
、 高 齢 者 等 を 守 
を 尽く す 。 





・ 経 済 機能 へ の 影 











LT 











県 




















、 帰 
談 体 制 の 
令 和 元 年 








+ 

















その 拡大 を 
で さき 


令 和 2 年 4 


対処 方 針 」 








EX 








設置 し た 。 
手 県 医師 会 











国 者 ・ 接 触 者 相談 
充実 も 図っ て きた 。 
度 補正 予算 


























防ぎ 、 視 


し ブ 、 
> 











月 10 日 に は 、 


を 策定 し 、 


「 岩 ョ 


手 県 新型 コロナ ウイルス 感染 症 対 策 の 基本 的 
この 方 針 に 基づい た 対策 を 実施 する た め 、 令 和 2 年 4 


民 の 皆様 へ の メッ セー ジ 」 を 発信 し て きた 。 

は 等 する 新規 採用 職員 の 2 週間 の 
出張 の 自粛 等 を 行い 、 
セン ター や 帰国 者 ・ 接 触 者 外来 を 


感 梁 防 止 に 




















また 、 同 日 





舌 
宅 待機 や 、 
努め て きた 。 


で は 、 感 染 拡 大 の 防止 や 学校 一 
の 経費 、 令 和 2 年 度 補正 予算 で は 、 医 療 提供 体制 の 整備 や 事業 縮小 に 
小 企業 の 資金 繰り の た め の 貸 付 金 の 創設 








手 県 職員 に 対し て は 、 首 都 
時 差 通 





斉 休業 





な ど に 要する 経費 を 
・ 経 済 へ の 影響 を 最小 限 に と ど め る た め の 対 策 を 行っ 


医療 体制 を 構築 


月 18 日 に 「 岩 手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 本 部 」 
医科 大 学 を は じ め と する 医療 関係 団体 や 関係 
ト 民 の 協力 を 得 な が ら 、 各 種 対 策 を 行っ て きた 。 
県 民 や 関係 機関 へ の 感染 症 に 関す る 情報 提供 や 、 知 事 か ら 「 県 











了 
勤 の 拡充 、 不 











設置 し 、 医 療 ・ 





に 対応 する た め 
伴う 中 
計上 し 、 感 染 と 





月 14 日 付け で 保健 福祉 部 保健 福祉 企画 室内 に 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対 
に は 、 集団 発生 時 の 





築 する た め 

















や 岩手 











医科 大 学 隔 必 病院 な ど 県 内 の 医療 機関 等 で 構成 孝 る 「 岩 





目 

















新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 





ー 3 一 


医療 体制 検討 委員 会 」 を 開催 する な ど 、 


体制 


の 強化 を 進め て きた 。 


4 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 実施 に 関す る 重要 事項 


け ) 
ア 


情報 提供 ・ 共 有 

国 の 情報 を 活用 し 
の 感染 状況 の 変化 
県 民 の 日 常 生 活 に 
応 を お 願い する 。 

県 民 へ の 情報 提供 
用 する と と も に 
の 

ウ 感染 情報 等 に 

村 と 連携 
る 隣県 
報 共有 に 

















) 
ー ュ 

















ギ 




















配慮 する 。 








ご 

















援 策 や 相 
広く 周知 する 。 





(2) 
ア 
イ 


サー ベイ ラン ス 











等 も 活用 する 。 


ウ PCR 等 検査 の 実施 人 数 や 陽性 者 数 、 陽 性 率 等 の 分 析 結 果 を 定期 的 





表す る 。 








エ 集団 発生 の 把握 の 強化 を 図 
迅速 診断 用 の 簡易 検査 キッ ト の 開発 等 の 状況 を 治 


オ 
人 する 。 


(3) まん 延 防止 











な が ら 、 県 民 に 対し て 正確 で 分 か りや すく 、 か つ 地 域 


に 当たっ て は 、 各 種 広報 媒体 や SNS 等 を 積極 的 
様々 な 手段 に より 迅 





国 と の 情報 連携 に より 


疑似 症 患 者 を 把握 し 、 





ア 監 急 事態 宣言 は 、 











お ける 行動 変 





、 報道 機関 の 協力 を 得 





に 資す る 治 


























な が ら 、 








国 、 





つい て 東北 各 県 と の 監 密 な 情報 共 


し た 感染 拡大 防止 措置 を 迅速 か つ 的 確 に 講じ る た め 、 本 県 
































市 町 村 で 感染 が 発生 し た 





・ 情 報 収 集 


、 国 や 県 に 





医 前 














県 、 





市 町 村 、 


場 





合 等 は 、 関 係 す る 県 や 




















居る 。 




















MI の 計る が の を で 6 
E 意 喚起 を 進め 、 


准 静 な 対 





に 活 
速 に 行 





有 を 図る と と も に 





1 





E 視 し 、 必 要 


市 町 村 な ど と の 情 


よる 経済 対策 や 雇用 対策 な どの 各種 支 
談 窓口 な ど に つい て 、 関 係 団体 等 と 連携 し て 様々 な 手段 を 通じ て 





及び 保健 所 が 必要 と 認め る 検査 を 実施 する 。 


PCR 等 検査 を 実施 する 県 の 検査 機関 の 体制 を 充実 し 、 








民間 の 検査 機関 

















こ 公 


に 応じ て 導 


医療 関係 者 、 専 門 家 、 事 業者 な ど が 





一 体 と な っ て 、 こ れ ま で の 施策 を さら に 加速 させ る こと を 目的 と し て 行わ 











れる も の で ある 。 接触 機会 の 低減 に 徹底 的 に 取り 組め ば 、 事態 を 収束 に 向 
か わせ る こと が 可能 で あり 、 以 下 の 対策 を 進め る こと に より 、 最 低 7 割 、 


極力 8 割 程度 の 接触 機会 の 低減 を 目指 
限 が 加え られ る と き で あっ て も 、 法 第 











す 。 一 方 で 、 県 











民 の 自由 と 権利 に 制 
5 条 の 規定 を 踏ま え 、 その 制限 は 必 








直 と 


要 最 小 限 の も の で な けれ ば な ら な いこ と か ら 、 ま ん 延 防止 に 関す る 措 ] 





GA 


まず は 法 第 45 条 第 1 項 に 基づく 外 』 




















の 自粛 等 に つい て 協力 の 要請 


























を 行う も の と する 。 





イ クラ スタ ー が 発生 し て いる お それ が ある 場合 に 





ー 4 一 


お ける 当該 


クラ スタ ー 





ワ 





に 関係 する イベ ント や 「 三 つの 徐 」 の 集まり 





に つい て は 、 法 第 24 条 第 9 

















項 及 び 法 第 45 条 第 2 項 に 基づき 、 開 催 の 自粛 要請 等 を 強く 行う 。 














お それ の ある 施設 の 使用 制限 の 要請 等 を 行う 


法 第 24 条 第 9 項 及 び 法 第 45 条 第 2 項 に 基づき 、 感 染 の 拡大 に つなが る 








。 こ れ ら の 場合 に お ける 要請 








等 に 当たっ て は 、 第 1 段階 と し て 法 第 24 条 第 9 項 に よる 協力 の 要請 を 行 

















うこ と と し 、 それに 正当 な 理由 が な い に も か 











か わら ず 応 じ な い 場 合 に 、 第 














2 段階 と し て 法 第 45 条 第 2 項 に 基づく 要請 、 





次 いで 同人 条 第 3 項 に 基づく 














指示 を 行い 、 こ れ ら の 要請 及び 指示 の 公表 を 

















行う も の と する 。 特 に 、 繁 華 





街 の 接待 を 伴う 飲食 店 等 に つい て は 、 休 業 の 要請 等 を 行う 。 

















法 第 24 条 第 9 項 に 基づく 施設 の 使用 制限 の 要請 を 行い 、 ま た 、 法 第 45 


条 第 2 項 か ら 第 4 項 ま で に 基づく 施設 の 使用 
































制限 の 要請 、 指 示 等 を 行う に 

















当たっ て は 、 国 に 協議 の 上 、 外 出 の 自粛 等 の 協力 の 要請 の 効果 を 見 極め つ 








つ 、 専 門 家 の 意見 も 聴い た 上 で 行う も の と す 


ご に 








る 。 














法 第 45 条 第 2 項 に 基づく 要請 等 を 行う 場合 、 そ の 実施 状況 を 適切 に 把 














握 で きる よう 、 職 員 体 制 を は じ め 所 要 の 環境 整備 を 行う 。 








オ クラ スタ ー 対 策 及 び 個 々 人 の 接触 機会 の 低減 対策 を 、 地 域 で の 感染 状況 








及び 医療 提供 体制 を 踏ま ほえ て 、 的 確 に 打ち ! 




















ず 。 





カ 厚生 労働 省 や 専門 家 と 連携 し つつ 、 積極 的 疫学 調査 に より 、 個々 の 濃厚 


キ 地域 の 特性 に 応じ た 実効 性 の ある 緊急 事態 措置 を 講じ る 。 緊 急 事態 搭 吐 
を 講じ る に 当たっ て は 、 法 第 5 条 を 踏ま え 、 必要 最小 限 の 措置 と する と と 


ク 


ケ 

















接触 者 に 対す る 健康 観 侍 、 外 出自 粛 の 要請 等 
規模 を 正確 に 把握 する 。 























を 行う と と も に 、 感染 拡大 の 
























































も に 、 講じる 措置 の 内 容 及 び 必 要 性 等 に つい 
































て 、 県 民 に 対し 、 丁 補 に 説明 














する 。 緊急 事態 措置 を 実施 する に 当たっ て は 、 法 第 20 条 に 基づき 政府 対 























系 本 部 と 密接 に 情報 共有 を 行う 。 



































緊急 事態 措置 に つい て 、 六 則 を 伴う 外出 禁止 の 措置 や 都市 間 の 交通 の 遮 




















断 人 等 、 諸 外国 で 行わ れ て いる 「 ロ ッ ク ダ ウン 














」 (都市 封鎖 ) の よう な 施策 











と は 異な る も の で ある こと を 、 国 と 協力 し つつ 、 県民 に 対し 周知 する 。 加 























えて 、 緊 急 事 態 措置 を 講じ る こと 等 に 伴い 、 食料 ・ 医 薬品 や 生活 必需 品 の 














買い 占め 等 の 混乱 が 生じ な いよ う 、 県 民 に 冷 


静 な 対応 を 促す 。 























法 第 45 条 第 1 項 に 基づく 外出 の 自粛 要請 を 行う に 当たっ て は 、 基 本 的 














= 














対処 方 針 等 許 間 委員 会 の 意見 も 踏ま え 、 期間 




















、 区 域 を 示す も の と する 。 そ 





の 際 、 外 出 の 自粛 の 対象 と な ら な い 外 出 の 具体 例 と し て は 、 医療 機関 へ の 









































通院 、 食 料 ・ 医 薬品 ・ 生 活 必 電 品 の 買い 出し 、 必要 な 職場 へ の 出勤 、 屋 外 




















で の 運動 や 散歩 な ど 生活 の 維持 の た め に 必要 
示す も の と する 。 

不要 不 急 の 帰省 や 旅行 な ど 、 都 道府県 を ま 
まん 延 防止 の 観点 か ら 極 力 避 ける よう 県 民 に 






































な も の 等 に つい て も 併せ て 


た いで 人 が 移動 する こと は 、 
促す 。 特に 、 大型 連休 期間 に 























お いて は 、 法 第 45 条 第 1 項 の 規定 に 基づき 、 





都 道 府 県 を また い だ 不 要 不 





























急 の 移動 を 自粛 する よう 、 県 民 に 協力 を 要請 する 。 ま た 、 域内 の 観光 施設 


ー 5 一 


サ 


2 


等 に 人 が 集中 する お それ が ある と き は 、 当 該 施設 に 対し て 入場 者 の 





適切 な 対応 を 求め る 。 














外出 自粛 等 の 要請 に 当たっ て は 、 全 国 各 地 で 現に クラ スタ ー が 多 
し て いる 、 繁 華 街 の 接待 を 伴う 飲食 店 等 に つい て は 、 年 齢 等 を 問わ 























制限 等 、 


数 発生 
ず 、 強 








く 外 ! を 自粛 する よ う 促 す 。 





























職場 へ の 出勤 は 、 外 出自 粛 等 の 要請 か ら 除 か れる も の で ある が 、 














まず は 





ス 


在宅 勤務 








(テレ ワー ク ) を 強力 に 推進 する 。 職 場 に 出勤 する 場合 で 














も 、 時 














差出 勤 、 自 転 車 通勤 等 、 人 と の 交わ り を 低減 する 取組 を 今 ま で 以上 に 
に 推進 する 。 指定 公共 機関 等 は まん 延 防止 対策 に 関す る 事業 継続 計画 (B 




















強力 











CP) の 策定 ・ 実 施 を 図っ て お り 、 県 は 、 取 組 を さら に 強化 する よう 促す 。 
また 、 職 場内 に お いて は 、 感 染 防止 の た め の 取 組 (手洗 い 、 咳 エチ ケッ ト 、 





事業 場 の 換気 励行 、 発熱 等 の 症状 が 見 られ る 従業 員 の 出勤 自粛 、! 
































張 に よ 








る 従業 員 の 移動 を 減ら す た め の テレ ビ 会 議 の 活用 等 ) を 促す と と も に 、「 三 
つの 徐 」 を 避け る 行動 を 徹底 する よう 促す 。 





























県 民生 活 ・ 県 民 経済 の 安定 確保 に 不可 欠 な 業務 を 行う 事業 者 に つ 


いて は 、 





セ 事業 者 の 円 滑 な 活動 を 支援 する た め 、 事業 者 か ら の + 


ダグ 








十分 に 感染 拡大 防止 策 を 講じ つつ 、 事業 の 特性 を 路 ま え 、 業 務 の 継続 を 要 


則 








続 を 要 


請 す る 。 事業 に お いて は 、「 三 つの 密 」 を 人 避け る た め の 必 要 な 対策 を 講じ 





る こと と する 。 























流体 制 の 確保 ライ フラ イン の 万 全 の 体制 の 確保 等 に 努め る 。 














談 窓口 の 設置 、 物 





飲食 店 に つい て は 、 施 設 の 使用 制限 等 の 対象 と は な っ て は いな い が 、「 三 


の の 淀 」 央 生じ る こと が な いよ う 、 





所 要 の 感染 防止 策 を 講じ る よう 促す 。 


食堂 、 レ スト ラン 、 喫 茶店 な ど に つい て は 、 換気 、 人 と 人 と の 間隔 を 適切 
「 三 つの 密 」 を 人 避け る た め の 所 要 の 感染 防 





に と る こと 等 に 注意 する な ど 、 





止 を 呼び か ける 。 








タタ 厚生 労働 省 及び 関係 機関 と 協力 し て 、 特 に 、 感 染 拡 大 の 兆し が 見 られ 


ヂ 


0 


2 


MM 








ノー ニテ 


た 場合 に は 、 NN その 地域 へ の 派遣 を 行う 。 
保健 所 の 体制 強化 に 迅速 に 取り 組む 。 に 関連 し 、 管内 の 市 町 村 と 迅 
速 な 情報 共有 を 行い 、 また 、 速 に 実施 する た め 必 要 が あ 











る と 認め る と き は 、 総 合 調整 を 行う 。 さ ら に 、 ク ラス ター の 発見 ( 
よう 、 都 道府県 間 の 迅速 な 情報 共有 に 努め 、 必要 で あれ ば 国 に 対 し 、 総 合 








調整 、 支 援 を 求め る 。 














学校 設置 者 に 対し 、 保 健 管理 


























等 の 感染 症 対策 に つい て 指導 する と 





に 資す る 


総合 





と も に 





地域 の 感染 状況 や 学校 関係 者 の 感染 者 情報 に つい て 速やか に 情報 共 


る 。 





























いる と ころ で ある が 、 子 ども や 職員 が 槍 思 し た 場合 や 地域 で 感染 が 
た 場合 に お ける 対応 に つい て 、 厚 生 労 働 省 が 示す 考え 方 に 基づく 市 町 村 の 








取組 を 支援 する 。 
国 及 び 関 係 機関 と 協力 し て 

















公共 交通 機関 その 他 の 多数 の 人 が 集 
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に 有 す 





保育 所 や 放課後 児童 クラ ブ 等 は 、 感 染 の 予防 を 徹底 し た 上 で 開所 され て 


拡大 し 





まる 施 


の 感染 対策 を 徹底 する と と も に 
等 に つい て 、 
国 に よる 、 


ンス 


E 国 的 に 

















= 


帰 








国 者 の チェ ッ ク ・ 健 














、 文化 スポ ー ツ 関連 の 
中 止 や 開催 時 期 な どの 見 直し を 行う 。 

康 観 察 等 の 検疫 の 強化 に 協力 する 。 
感染 拡大 の 傾向 が 見 られ る こ 





イベ ント 、 講 演 


: 





と か ら 、 地 域 の 流行 を 抑制 し 、 特 








に 、 大 型 連休 期間 に お 








お ける 人 の 移動 を 最小 化す る こと を 目的 と し て 、 本 県 





を 含む 全都 道府県 が 緊急 事態 宜 言 の 対象 と され た こと に 鑑み 、 上 記 ウ 、 シ 、 















































ス の 措置 に つい て は 、 感染 拡大 防止 を 主眼 と し つつ 、 地域 の 感染 状況 や 経 
済 社会 に 与え る 影響 等 を 踏ま え 、 そ の 実施 に つい て 判断 を 行う 。 
(4) 医療 等 

















県 は 、 県 民 に 必要 な 医療 ・ 検 査 等 を 行う 








学 を は じ め と する 医療 関係 団体 や 関係 機関 と 協力 し て 、 感 染 の 状況 ( 


医療 提供 体制 を 確保 する 。 
また 、 国 が 創設 する 「 新 型 コ ロナ ウイ ル 
称 )」 な ど を 活用 し て 、 感 染 拡大 防止 策 や 
ア 医療 提供 体制 の 確保 
① 現行 で は 、 帰 国 者 ・ 接 触 者 相談 
り 、 適 切な 感染 管 下 
る 患者 へ の 外来 
医師 及び 保健 所 の 判断 
0 
19 条 に 基づく 感染 症 指定 
ん 延 防止 を 行い つつ 、 愚 者 に 
患者 が 増加 し 重 
































に 和 0 





























NIS 





② 























対 し 、 





③ 





E を 行っ た 上 で 、 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 が 疑 


こよ り 検 査 を 実施 し 、 陽 性 の 患者 が 誰 


医療 機関 等 へ の 入院 勧告 


症 者 等 に 対す る 入院 





ヒ | 目 LT 


た め 、 岩手 県 医師 会 ・ 岩 手 医 科大 
に 
































ス 感 染 症 緊急 包括 支援 交付 金 ( 仮 
医療 提供 体制 の 整備 を 進め る 。 





ター 及び 帰国 者 ・ 接 触 者 外来 に よ 
われ 








\ め られ た 
医療 に 関す る 法律 第 
・ 措 置 を 実施 し 、 ま 
適切 な 医療 を 提供 する 。 

医療 の 提供 に 支障 を 来 す お それ 





患者 に 対す る 
























































が ある と 判断 する 場合 は 、 厚生 労働 省 





に 相談 の 上 、 重 症 者 等 に 対す る 医 























療 提 供 に 
自宅 療養 等 と し 、 電話 等 情報 通信 機器 
て いく と と も に 
て 診療 を 行う 体制 




















を 整備 する 。 


重点 を 移す 観点 か ら 、 入 院 治療 の 必要 が な い 軽 症 者 等 は 








、 原 則 、 


康 状 態 を 把握 し 











を 用 いて 遠隔 で 健 


、 医 師 が 必要 と する 場合 に は 電話 等 情報 通信 機器 を 用 い 














④ 自宅 療養 と する 際 、 家 族 構成 等 か ら 高 齢 者 や 基礎 疾患 を 持つ 方 等 へ の 


感染 の お それ が ある 場合 に は 、 軽 症 者 が 和 宿泊 施設 等 で の 療養 を 





や 、 同 居 家 族 が 一 時 的 に 別 の 場所 に 
ク を 下げ る た め の 取 組 を 講じ る 。 


に 滞 








[== 
ミミ 


ンジ ーッ デー 


22 
在 す る こと 等 、 家 族 内 感染 の リス 





⑤ 


MP 


者 が さら 





それ が ある 場合 は 、 地 域 の 感染 状況 や 
者 相談 

















材 を 確保 する な ど 外 来 を 早 : 
⑥ さら に / 





セン ター の 体制 を 強化 し た 上 で 、 

















[== 
ミミ] 
中 











者 が 増加 し } 








に 増加 し 帰国 者 ・ 接 触 者 外来 で の 














(IN 
医療 需要 に 応じ て 、 帰国 者 ・ 接 触 
oe 及 置 し 、 専属 的 な 人 








急 に 受診 で きる 体制 を 整備 する 。 
肖 設 し た 帰国 者 ・ 接 触 者 外来 で の 


医療 提供 の 限度 

















を 超え る お それ が ある と 判断 する 場合 は 、 厚生 労働 省 に 相談 し 、 必要 な 
感染 予防 策 を 講じ た 上 で 、 一 般 の 医療 機関 で の 外来 診療 を 行う 。 
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⑦ こう し た 状況 で は 、 感 染 へ の 不安 か ら 安 易 に 医療 機関 を 受診 する こと 
で か えっ て 感染 する リス ク を 高め る 可能 性 が ある こと も 踏ま 
軽度 で ある 場合 は 、 自 宅 で の 安静 ・ 療 養 を 原則 と し 、 状態 が 変化 し た 場 


合 に 、 か か り 




















つけ 医 等 に 相談 し た 上 で 、 受 診 す る よう 周知 す 





























イ A NN 


① 新型 コロ ナ 














SRA 受け 入れ る 医 
生 定 な ど 、 地 域 の 医療 機関 の 役割 分 担 を 行う と と も に 、 RN 
の 医療 機関 の 一 の の ピー ク 時 の 入院 患 




















れる た め に 必要 な 病床 を 確保 する 。 
また 、 二 次 保健 医療 


的 病院 の ネッ トワ ー ク を 活用 し 、 岩手 県 医師 会 ・ 岩 手 


と する 医療 関係 団体 等 と の 緊 只 な 連携 の 下 、 入院 等 搬送 調整 班 が 受入 れ 





調整 を 行い 、 























県 を 挙げ 











え 、 症 状 が 


る 。 


療 機 関 の 


岡内 で 対応 で き な い 場合 は 、 県 立 病院 や 公立 ・ 公 




















) 


医科 大 学 を は じ め 





た 医療 提供 体制 を 確保 する 。 








② 専門 性 を 有 
感染 防御 に 必 
提供 体制 を 整 





を 検討 する 。 











NN * 守 の 必要 な 医療 機器 ・ 物 資 ・ 
要 な 資材 等 を 迅速 に 確保 し 、 適 切な 感染 対策 の 下 で の 医療 


備 す る 。 
































a A BCP も 踏ま え 、 必要 に 応じ 、 医 師 の 判断 に より 延期 が 
能 と 考え られ る 予定 手術 や 予定 入院 の 延期 を 検討 する 。 
の 一 般 の 医療 機関 に 勤務 し て いる 医療 従事 


者 の 派遣 


5 重症 化し や すい 方 が 来院 する が ん 診療 連携 拠点 病院 、 透 析 医 療 機 関 及 


び 産 科 医 療 機 関 な ど は 、 本 県 の 医療 資源 の 状況 を 踏ま え 、 必 要 に 応じ 、 
新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 へ の 感染 が 疑わ れる 方 へ の 外来 診 


に つい て 検討 ・ 


⑥ 医療 提供 体制 の ひっ 人 迫 及 び オ ー バ ーシュ ー ト の 発生 に 備え 、 都 道府県 





域 を 越え る 広 


調整 す 








る 。 


he OO SA 








作 療 の 制限 








ウ 医療 機関 及び 高齢 者 施設 等 に お ける 施設 内 感染 を 徹底 的 に 防止 する 観 











医療 機関 及び 高齢 者 施設 等 の 設置 者 に 対し 、 従 事 者 等 が 感染 
三 つ の 徐 」 が 生じ る 場 を 徹底 し て 避け る と と も ( 


02 の 





な く て も 愚者 や 利用 者 と 接する 際 に は マス ク を 着用 する 、 手 洗い ・ 手 指 
消毒 の 徹底 、 パ ソコ ン や エレ ベー ター の ボタ ン な ど 複 数 の 従事 者 が 共有 
肖 毒 する 、 食 堂 や 詰め 所 で マス ク を は ず 
する 場合 、 他 の 従事 者 と 一 定 の 距離 を 保つ 、 日 々 の 体調 を 把 】 








する も の は 定 








で ゃ も 調子 が 悪 








期 的 に ? 


けれ ば 自宅 











点 か ら 、 re こつ いて 周知 徹底 する 。 


符 源 と な ら 
こ 、 症 状 が 








し て 飲食 を 











待機 する な どの 対策 に 万 全 を 期す こ 








会 は 緊急 の 場合 を 除き 一 時 中 止 す べき こと 。 











愚者 、 利 用 者 か ら 


て は 
患者 、 利 用 者 の 外 ! 


























si 
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恒 し て 少し 
加治 


医療 機関 及び 高齢 者 施設 等 に 対 し 、 面 会 者 か ら の 感染 を 防ぐ た め 、 面 


の 感染 を 防ぐ た め 、 感 染 が 流行 し て いる 地域 に お い 
、 施 設 で の 通所 サー ビス な どの 一 時 利用 を 
日 を 制限 する 等 の 対応 を 検討 すべ き で ある こと 。 


F 止 又は 制限 する 、 入院 





医療 機関 及び 高齢 者 施設 等 に 対し 、 入 院 患 者 、 利 用 者 等 に つい て 、 新 

型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 を 疑っ た 場合 は 、 早 急 に 個室 隔離 し 、 保 健 所 の 

指導 の 下 、 感 染 対 策 を 実施 し 、 標 準 予防 策 、 接 触 予 防 策 、 飛 深 感 染 予防 

策 を 実施 する こと 。 

に NR 関係 機関 と 協力 し て 、 医療 機関 の 外来 に お い 

、 一 般 の 患者 も 含め 、 混 雑 を 生じ させ な いよ う 、 予 約 に よる 診療 や 動 線 

i に 確保 され た 休日 夜間 急 加 セン ター の 施設 活用 な ど を 推進 する 。 

オ 妊産婦 に 対す る 感染 を 防止 する 観点 か ら 、 医 療 機関 に お ける 動 線 分 離 等 
の 感染 対策 の 徹底 に 加え 、 関係 機関 と 協力 し て 、 感染 が 疑わ れる 妊産婦 へ 
の 早め の 相談 の 呼び か け や 、 妊 娠 中 の 女性 労働 者 に 配慮 し た 休み や すい 環 
境 整 備 な どの 取組 を 推進 する 。 

カ 関係 機関 と 協力 し て 、 外 国人 が 医療 を 適切 に 受け る こと が で きる よう 、 
医療 通訳 の 整備 な ど を 、 引 き 続 き 、 強 化す る 。 

キ 法令 に 基づく 健康 診断 及び 予防 接種 に つい て は 、 適 切な 感染 対策 の 下 で 
実施 され る よう 、 時 期 や 時 間 等 に 配慮 する 。 











































































































(5) 教育 
ア 学校 現場 に お いて は 、 保 健 管理 等 の 感染 症 対策 を 徹底 する こと 等 に 留 
意 し な が ら 、 各 学校 で 教育 活動 が 再開 され て いる が 、 県 内 の 児童 生徒 等 
又は 教職 員 の 感染 が 判明 し た 場合 に は 、 文 部 科学 事務 次 官 通知 に お いて 
示さ れ た 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に 対応 し た 臨時 休業 の 実施 に 関す 
る ガイ ドラ イン |」 DN 1 つい て 判断 
する と と も に 、 学 校 設置 者 に 対し 、 県 立 学校 に お ける 対応 に つい て 周知 







































































する 。 
イ 県 内 音 生 徒 等 又は 教職 員 に 感染 の 疑い が 生じ た 場合 に 速やか 


























児 
学校 必 天 から 打 千 受け 、 市 困 委 と 和 に 靖 を 行い 和 記 
する 。 








(6) 経済 ・ 雇 用 対策 

県 は 、 新型 コロ ナウ イル ス の 感染 と その 拡大 を 防ぐ 行動 に 伴い 、 岩手 の 社 
会 ・ 経 済 に 及ぼ され る 負 の 影響 を 最小 限 に と ど め る た め 、4 月 7 日 に 公表 さ 
れ た 国 の 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 成 染 症 緊急 経済 対策 」 を 踏ま えな が ら 、 前 例 
に 捉 わ れず 、 以 下 の と お り 、 必要 な 対策 に 取り 組む 。 対策 に 当たっ て は 、 産 
業 ・ 業 種 ご と に 課題 を 把握 する と と も に 、 中 長期 に わた り 社 会 の 力 和 経済 力 
を 維持 し 、 回 復 の 基盤 を 築く こと が で きる よう 、 事 業者 の 創意 工夫 を 尊重 し 
つつ 、 商 工業 や 農林 水産 業 を は じ め と する 関係 団体 と の 連携 を 密 に し な が ら 、 
市 町 村 と 対策 の 方 向 性 を 共有 し 、 対 応 し て いく 。 ま た 、 国 の 「 新 型 コ ロナ ウ 
イル ス 感 染 症 緊 急 経済 対策 」 が 掲げ る 、 感染 症 拡大 の 収束 後 の 需要 喚起 な ど 
の 「V 字 回 復 フ ラフ ェ ー ズ 」 に お ける 対策 に つい て は 、 国 の 動向 や 県 民生 活 、 県 
内 経済 へ の 影響 を 注意 深く 見 極め な が ら 、 必 要 な 対応 を 検討 し て いく 。 
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今後 、 具体 的 な 取組 に つい て 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の まん 延 防止 な 


どの 取組 と 





丼 せ て 別途 示す も の と する 。 


ア 資金 繰り に 万 全 を 期す た め の 人 金融 支援 等 





個人 事業 主 や 』 











き 続 き 「 岩 手 
施す る 。 ま た 、 

















B 小 ・ 小 規模 事業 者 の 資金 繰り 対策 に 万 全 を 期す た め 、 引 
E 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 資金 」 な ど に よる 支援 を 実 
地方 自治 体 の 制度 融資 を 活用 し 、 民 間 金 融 機関 で も 実質 無 
利子 ・ 無 担保 の 融資 を 受け る こと が で きる 制度 が 創設 され る ほか 、 医 療 ・ 
福祉 事業 者 や 農林 水産 業者 等 の 資金 繰り 支援 が 拡 友 され る こと か ら 、 そ の 
活用 を 速やか に 進め る 。 さ ら に 、 市 町 村 と 連携 し て 、 経 営 に 影響 が 生じ て 

















いる 事業 者 の 文 援 を 行う 。 
イ 県 民 の 生活 を 守る た め の 経 済 的 支援 
休業 等 に より 収入 が 減少 し 、 生 活 に 困っ て いる 県 民 の 生活 を 守る た め 、 








個人 向 け 緊 2 急 小品 





























資金 等 の 特例 貸付 に よる 支援 や 、 国 が 創設 する 「 生 活 支 














援 臨 時 給付 金 (仮称 )」 な どの 活用 を 速やか に 進め る 。 


ウ 雇用 の 維持 ・ 
県 民生 活 に と っ 











就職 に 向け た 支援 





て 重要 な 雇用 を 維持 する た め 、 ハ ロー ワー ク 、 ジ ョ ブ カ 





I SN NN 





整 助 成金 の 特例 措 i 


に 対 し 、 





持続 可能 



































「 い わ て で 働 こ う ! WE の の 開催 や 県 の 就職 支 
援 情 報 を まとめ た 特設 サイ ト な ど に よる 情報 提供 を 進め る 。 
エ 地域 経済 を 支え る 産業 支援 














で 活力 ある 地域 経済 を 支え る 産業 を 文 援 し て いく た め 、「 買 う 











な ら 岩 手 の も の 運動 」 を は じ め と する 官民 一 体 と な っ た 取組 の ほか 、 市 町 
村 、 商 工 会 、 商 工 会 議 所 、 農 業 協同 組合 、 森 林 組 合 、 漁 業 協同 組合 な ど 地 


域 単位 で 経済 を 回 
だ 54S 

















し て い < 取組 や 新た な 和 需要 に 対応 し た 取組 を 促進 する 








中 蘭 ‘ 














中 小 ・ 小 規模 事業 者 や フリ ー ラ ンス を 含む 個人 事業 主 の 








事業 継続 文 援 を 目的 に 国 が 創設 する 「 持 続 化 給付 金 (仮称 )」 な どの 活用 


を 速やか に 


進め る 。 


(7) その 他 重 要 な 留意 事項 
ア 人 権 へ の 配慮 等 
① 愚者 ・ 感 染 者 や 対策 に 携わっ た 方 々 等 の 人 権 に 配慮 し た 取組 を 行う 。 





② 海外 か ら 








一 時 帰国 し た 児童 生徒 等 へ の 学校 の 受入 れ 支援 や いじ め 防 


止 等 の 必要 な 取組 を 実施 する 。 
③ 各種 対策 を 実施 する 場合 に お いて は 、 県 民 の 自由 と 権利 の 制限 は 必要 
最小 限 の も の と する と と も に 、 女 性 や 障がい 者 な ど に 与え る 影響 に 十分 
配慮 し て 実施 する も の と する 。 


④ 新型 


コロ ナリ ワウ 


受け な いよ う 、 














⑤ 外 | 























イル ス 感 染 症 対策 に 従事 する 医療 関係 者 が 風評 被害 を 
必要 な 取組 を 実施 する 。 


を 自粛 する 方 々 の 心 の ケア や 自宅 で の DV や 虐待 の 発生 防止 に 
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取り 組む と と も に 、 市 町 村 が 行う 在宅 の 一 人 暮らし の 高齢 者 や 障がい 者 
な どの 要 援 護 者 の 見 守り 等 を 適切 に 支援 する 。 





イ 物資 ・ 資 材 等 の 供給 
① 県 民 に 対し 、 食 料 品 、 生 活 必 需 品 、 衛生 用 品 等 の 購入 に 当たっ て の 消 
費 者 と し て の 適切 な 行動 を 呼び か ける 。 
② 事業 者 に 対し 、 食料 品 、 生 活 関 連 物資 等 の 価格 の 高騰 や 買占め 及び 売 
り 惜 し み が 生 じ な いよ う 、 関 係 団体 に 要請 し 、 又 は 国 の 要請 に つい て 関 
係 団体 等 を 通じ て 周知 する 。 
③ 国 に 対し 、 県 民 や 市町村 、 関 係 機関 の 要望 に 応じ レ 、 マ スク 、 個 人 防護 
具 や 消毒 薬 等 の 増産 や 円 滑 な 供給 を 関連 事業 者 に 要請 する よう 求め 、 ま 
た 、 感 染 防 止 や 医療 提供 体制 の 確保 の た め 、 マ スク 、 個 人 防護 具 、 人 工 
呼吸 器 等 の 必要 な 物資 を 国 の 責任 で 確保 ・ 配 布 す る こと を 求め る 。 そ の 
上 で 、 可 能 で あれ ば 県 に お いて 物資 ・ 資 材 等 を 確保 し 、 必 要 な 配布 を 行 
フ 。 








































































































ウ 関係 機関 と の 連携 の 推進 

① 国 や や 市 町 村 等 と の 双方 向 の 情報 共有 を 強化 し 、 対 策 の 迅速 な 伝達 と 、 
対策 の 現場 に お ける 状況 の 把握 を 行う 。 

② 対策 の 推進 に 当たっ て は 、 市 町 村 、 経済 団体 等 の 関係 者 の 意見 を 十分 
聴き な が ら 進 め る 。 

③ 市 町 村 と の 連携 ・ 調 整 の 場 を 設置 し 、 一 体 的 に 取り 組む 。 市 町 村 か ら 
要請 が ある 場合 は 、 当 該 市 町 村 の 人 的 体制 と 感染 まん 延 状 況 を 総合 的 に 
勘案 し 、 必 要 な 支援 を 行う 。 

④ 近隣 県 が 緊急 事態 家 言 後 の 様 々 な 措置 を 行う に 当たり 、 そ の 要請 に 応 
じ 、 必 要 な 支援 を 行 う 。 

⑤ 緊急 事態 宣言 後 の 様 々 な 措置 を 実施 する に 当たっ て は 、 あ ら か じ め 政 
府 対策 本 部 と 協議 し 、 迅 速 な 情報 共有 を 行う 。 

⑥ 緊急 事態 宣言 後 の 様 々 な 措置 を 実施 し た 際 に は 、 政 府 対策 本 部 長 に 、 
その 言及 びそ の 理由 を 報告 する 。 



















































































































































































エ 社会 機能 の 維持 

① 県 及び 市 町 村 は 、 職 員 に お ける 感 集 を 防ぐ よう 万 全 を 尽く す と と も に 、 
万 が 一 職員 に お いて 感染 者 又は 濃厚 接触 者 が 確認 され た 場合 に も 、 職 務 
が 遅滞 な く 行 える よう に あら か じ め 対 策 を 講じ し る 。 また 、 職場 内 で の 感 
染 拡大 の リス ク を 低減 する た め 、 在 宅 勤務 及び テレ ビ 会 議 等 を 活用 する 。 
② 電気 、 ガ ス 、 水 道 、 公 共 交 通 、 通 信 、 金 融 業 等 の 維持 の た め 、 指 定 公 

共 機関 及び 指定 地方 公共 機関 と 連携 する 。 

③ 空港 、 港 湾 、 医 療 機 関 等 に お ける トラ ブル な ど を 防止 する た め 、 国 の 
関係 機関 等 と 連携 し て 必要 な 対応 を 行う 。 


















































デ 山上 = 


警 祭 は 、 混乱 に 乗じ た 各種 犯罪 を 抑止 する と と も に 、 取 締り を 徹底 す 


© 
中 


オ 着実 な 復興 の 推進 

東日本 大 震 災 津波 か ら の 復興 途上 に ある 被災 地 に お いて は 、 保 健 管理 
等 の 感染 症 対策 を 徹底 する こと 等 に OC 被災 者 の ここ ろ の ケ 
ア 、 コ ミュ ニテ ィ 形 成 支援 な ど 和 被災 者 一 人 ひと り に 寄り 添っ た 取組 を 継 
続 し て 実施 する 。 
































5 「 岩 手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 基本 的 対処 方 針 」 の 見 直し 
本 方 針 は 、 県 内 及び 国内 の 感染 状況 や 国 の 動向 等 を 踏ま る え 、 適宜 見 直し を 
行う 。 
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【 資 料 】 地域 ご と の 対応 に 関す る 3 つの 地域 区 分 
NIR 20202 
症 対策 の 状況 分 析 ・ 提 言 」2020 年 4 月 1 日 より ) 














【①「 感 染 拡 大 警戒 地域 」 
〇 直近 1 週間 の 新規 感染 者 数 や リン ク な し の 感染 者 数 が 、 そ の 1 週間 前 と 

比較 し て 大 幅 な 増加 が 確認 され て いる が 、 RY (爆発 的 患 

急増 ) と 呼べ る ほど の 状況 に は 至っ て いな い 。 ま た 、 直近 1 週間 の 帰国 者 ・ 
接触 者 外来 の 受診 0 その 1 週間 前 と 比較 し て 一 定 以上 の 増加 
基調 が 確認 され る 。 
〇 重症 者 を 優先 する 医療 提供 体制 の 構築 SS 
キャ パシ ティ 等 の 観点 か ら 、 近 い 将 来 、 切 迫 性 の 高い 状況 又は その お それ 
が 高まっ て いる 状況 。 





















































く 想 定 さ れる 対応 > 

〇 オー バー シュ ー ト (爆発 的 患者 急増 ) を 生じ させ な いよ 2 最大 限 取 り 組 
ん で いく 観点 か ら 、「 三 つの 条件 が 同時 に 重なる 場 」( 以 下 「 三 つの 密 」 と 
いう 。) を 人 放 け る た め の 取 組 (行動 変容 ) を 、 よ り 強 く 徹 底 し て いた だ く 必 
要 が ある 。 

〇 例え ば 、 自 治 体 首長 か ら 以下 の よう な 行動 制限 メッ セー ジ 等 を 発信 する 
と と も に 、 市 民 が それ を 守る と と も に 、 市 民 相 互 に 啓発 し あう こと な ど が 

期待 され る 。 

・ 期 間 を 明確 に し た 外出 自粛 要請 、 

・ 地 域 レ ベル で あっ て も 、10 名 以上 が 集まる 集会 ・ イ ベン ト へ の 参加 を 避 
8 導く 

RN A NE 

・ 具 体 的 に 集団 感染 が 生じ た 事例 を 踏ま えた 、 注 意 

〇 また 、 こ うし た 地域 に お いて は 、 そ の 地域 内 の 学 

択 肢 と し て 検討 すべ き で ある 。 




















己 















































喚起 の 徹底 。 
校 の 一 斉 臨 時 休業 も 選 





























(②「 感 染 確 認 地 域 」 
〇 直近 1 週間 の 新規 感染 者 数 や リン ク な し の 感染 者 数 が 、 そ の 1 週間 前 と 
比較 し て 一 定 程 度 の 増加 幅 に 収まっ て お り 、 帰 国 者 ・ 接 触 者 外来 の 受診 
数 に つい て も あま り 増 加 し て いな い 状 況 に ある 地域 (ひで も ③ で も な い 地 

域 ) 























く 想 定 さ れる 対応 > 
〇 人 の 集まる イベ ント や 「 三 つの 鶴 」 を 徹底 的 に 回 避 す る 対策 を し た うえ 
で 、 感 染 拡 大 の リス ク の 低い 活動 に つい て は 、 実 施す る 。 
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〇 具体 的 に は 、 屋 内 で 50 名 以上 が 集まる 集会 ・ イ ベン ト へ の 参加 は 控え る 
No 

〇 また 、 一 定 程度 に 収まっ て いる よう に 見 えて も 、 感 染 拡 大 の 兆し が 見 ら 
れ た 場合 に は 、 感 染 拡 大 の リス ク の 低い 活動 も 含め て 対応 を 更に 検討 し て 
いく こと が 求め られ る 。 






































③「 感 染 未 確認 地域 」 
〇 直近 の 1 週間 に お いて 、 感 染 者 が 確認 まれ て いな い 地 域 (海外 帰国 の 輸 
入 例 は 除く 。 直近 の 1 週間 に お いて リン ク な し の 感染 者 数 も な し ) 

















く 想 定 さ れる 対応 > 

〇 屋外 で の スポ ー ツ や スポ ー ツ 観戦 、 文 化 ・ 芸 術 施設 の 利用 、 参 加 者 が 特 
定 さ れ た 地域 イベ ント な ど に つい て は 、 適 切な 感染 症 対策 を 講じ た うえ で 、 
それ ら の リス ク の 判断 を 行い 、 感 菜 拡 大 の リス ク の 低い 活動 に つい て は 注 
意 を し な が ら 実 施す る 。 

〇 また 、 そ の 場合 で あっ て も 、 人 急激 な 感染 拡大 へ の 備え と 、「 三 つの 密 」 を 
徹底 的 に 回 避 す る 対策 は 不可 欠 。 い つ 感 業 が 広がる か わか ら な い 状 況 の た 
め 、 常 に 最新 情報 を 取り 入れ た 啓発 を 継続 し て も らい た い 。 
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岩手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 基本 的 対処 方 針 





(概要 版 ) 


令 和 2 年 4 月 10 日 
岩手 県 新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 対策 本 部 
( 令 和 2 年 4 月 日 改定 ) 


1 基本 的 事項 


画 「 感 染 未 確認 地域 」 の 状態 を 維持 する こと 
画 「 感 染 確認 地域 」 に な っ た 場合 に は 、 速 や か に 「 感 染 未 確認 地域 」 に 戻す こと 
「 感 染 未 確認 地域 」: 直近 の 1 週間 に お いて 、 感 染 者 が 確認 され て いな い 地 域 
「 感 染 確認 地域 」: 直近 1 週間 の 新規 感染 者 数 や リン ク な し の 感染 者 数 が 、 そ 
の 1 週間 前 と 比較 し て 一 定 程度 の 増加 幅 に 収まっ て お り 、 
帰国 者 ・ 接 触 者 外来 の 受診 者 に つい て も あま り 増 加 し て い 
な い 状 況 に ある 地域 
画 個 人 の みな ら ず 、 行 政 や 、 団 体 、 企 業 、 地 域 な どの あら ゆる 主体 が 情報 を 
共有 し 、 感 染 リ スク 低減 の た め の 行 動 を と る こと 
〇 県 民 及 び 岩 手 に 関わ る 全て の 人 が 、 
・ 密 閉 ・ 密 集 ・ 密 接 を 避け 、 て いね いな 手洗 い を 励行 する 
・ ツ ソー シャ ルディ スタ ンス (社会 的 距離 ) を 確保 する 
画 個 人 の 努力 が 実ら ず に 新型 コロ ナウ イル ス に 感染 し た 場合 、 速 や か に それ 
を 把握 し 、 治 療 を 行う と と も に 、 感 染 拡 大 を 防ぐ 体制 を 構築 








2 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 特徴 


田鶴 忠 し て も 約 8 割 は 軽症 で 経過 、 ま た 、 感 染 者 の 約 8 割 は 人 へ の 感染 な し 
一 現時 点 で は 、 有 効 性 が 確認 され た 特異 的 な 抗 ウ イル ス 楽 や ワク チン は 存在 し な い 





3 新型 コロ ナウ イル ス 感 業 症 の 対処 に 関す る 全般 的 な 方 針 


(1) 情報 提供 ・ 共 有 及 びまん 延 防止 策 に より 、 ク ラス ター 等 の 封じ 込め 及び 接触 機会 を 
低減 させ 、 感 染 の 防止 と 感染 拡大 の 抑制 を 図る 。 


(2) サー ベイ ラン ス ・ 情 報 収集 及び 適切 な 医療 の 提供 に より 、 高 齢 者 等 を 守り 、 重 症 者 
及び 死亡 者 の 発生 を 最小 限 に 食い 止め る べく 万 全 を 尽く す 。 


(3) 的 確 な まん 延 防止 策 及 び 経 済 ・ 雇 用 対策 に より 、 社 会 ・ 経 済 機能 へ の 影響 を 最小 限 
に と ど め る 。 





4 実施 体制 
画 「 岩 手 県 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 本 部 」 を 設置 し 、 岩 手 県 医師 会 ・ 岩 手 医科 大 学 
を は じ め と する 医療 関係 団体 や 関係 機関 、 県 民 の 協力 の も と 、 各 種 対策 を 実施 


画 更 な る 体制 の 強化 (新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 監 の 設置 ) 





5 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 実施 に 関す る 重要 事項 


情報 提供 ・ 共 有 


経済 ・ 選 用 対策 


その 他 重 要 な 留意 事項 


画 県 民 へ の 必要 な 情報 提供 や メッ セー ジ の 発信 、 注 意 喚起 
田 感 決 情報 等 に つい て 東北 各 県 や 市 町 村 と の 緊密 な 情報 共有 
画 国 や 県 に よる 各種 支援 策 や 相談 窓口 な どの 周知 


画 疑 似 症 患者 の 把握 と 検査 の 実施 
画 検 査 体 制 の 充実 と 定期 的 な 結果 の 公表 
画集 団 発生 の 把握 の 強化 


画 ク ラス ター 対策 及び 接触 機会 の 低減 (自粛 要請 や 施設 の 使用 制限 な ど ) 
画 専 門 家 等 の 確保 及び 派遣 

画 保 健 所 の 体制 強化 、 市 町 村 と の 情報 共有 や 総合 調整 

画 学 校 設置 者 に 対す る 感染 対策 指導 、 地 域 の 感染 状況 等 の 情報 共有 

画 保 育 所 や 放課後 児童 クラ ブ 等 に お ける 市 町 村 の 取組 支援 

軒 公 共 交 通 機関 その 他 の 多数 の 人 が 集まる 施設 に お ける 感染 対策 の 徹底 
一 職場 等 に お ける 感染 拡大 の 防止 (在宅 勤務 や 時 差 通 勤 な ど ) 

画 国 に よる 検疫 の 強化 へ の 協力 





一 医療 提供 体制 の 確保 

画 感 染 者 の 大 幅 な 増加 を 見 据え た 医療 提供 体制 の 確保 

画 医 療 施設 や 高齢 者 施設 等 に お ける 院内 ・ 施 設 内 感染 対策 の 徹底 
画 外 来 で の 感染 防止 

画 姓 産婦 に 対す る 感染 防止 の 取組 の 推進 

画 外 国人 へ の 適切 な 医療 提供 
画 適 切な 感染 対策 の 下 で の 健康 診断 及び 予防 接種 の 実施 





感染 対策 の 徹底 等 に 留意 し た 上 で の 教育 活動 の 再開 


児童 生徒 又は 教職 員 に 感染 の 疑い が 生じ た 場合 に お ける 適切 な 対応 
画 資 金 繰り に 万 全 を 期す た め の 人 金融 支援 等 

軒 県 民 の 生活 を 守る た め の 経 済 的 支援 

画 雇 用 の 維持 ・ 就 職 に 向け た 支援 

軒 地 域 経済 を 支え る 産業 支援 


画 人 権 へ の 配慮 等 

男物 資 ・ 資 材 等 の 供給 

画 国 、 近 隣県 、 市 町 村 な ど 関 係 機関 と の 連携 の 推進 
画 社 会 機能 の 維持 (公共 サー ビス の 維持 な ど ) 

画 着 実 な 復興 の 推進 




















岩手 県 に お ける 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 拡大 防止 の た め の 
監 急 事態 措置 及び 事業 者 支援 東 


令 和 2 年 4 月 23 日 
岩手 県 


岩手 県 緊急 事態 措置 の 概要 


区 域 

・ 岩手 県 全域 

期間 

・ 令 和 2 年 4 月 23 日 ( 木 ) か ら 令 和 2 年 5 月 6 日 ( 水 ) ま で 

※ 休業 の 協力 要請 は 令 和 2 年 4 月 25 日 ( 土 ) か ら 令 和 2 年 5 月 6 日 ( 水 ) ま で 
実施 内 容 

・ 外出 自粛 の 要請 

・ 休業 の 協力 の 要請 

・ その 他 の 施設 へ の 対応 


事業 者 支援 策 


休業 の 協力 の 要請 に 応じ た 県 内 の 中 小 企 業者 に 対す る 支援 
県 内 の 中 小 企業 者 に 対す る 支援 (家賃 補助 ) 





岩手 県 緊急 事態 措置 
1 外出 上 自 粛 の 要請 (特措法 第 45 条 第 1 項 ) 


(特措法 : 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 対策 特別 措置 法 平成 24 年 法律 第 31 号 ) 
① 県 民 に 対し 、 不 要 不 急 の 外出 の 自粛 を 要請 
② 特に 、 
・ 朱 華 街 の 接待 を 伴う 飲食 店 等 へ の 外出 の 目 粛 
・ 都 道 府 県 を また い だ 不 要 不 急 の 人 の 移動 を 極力 避け る こと 


を 強く 要請 


RM し な い 場 合 】 
医療 機関 へ の 通院 
・ 食料 、 医 薬品 、 生 活 必需 品 の 買い 出し 


・ 必要 な 職場 へ の 出勤 
・ 屋外 で の 運動 や 散歩 
・ その 他 (銀行 、 役 所 な ど 、 生 活 の 維持 の た め に 必要 な も の ) 





2 休業 の 協力 の 要請 
① 休業 の 協力 の 要請 を 行う 施設 (第 24 条 第 9 項 ) 


施設 の 種類 


接待 飲食 等 営業 店 キャ バレ ー、 ナ イト クラ ブ 、 ス ナッ ク ( 接 待 を 伴う 店 舗 に 限る ) 


運動 施設 ・ 遊 技 場 スポ ー ツ クラ ブ 、 ヨ ガス タ ジ オ 、 マー ジャ ン 店 、 パチ ンコ 店 、 
ゲー ムセン ター 
劇場 、 観 覧 場 、 映 画 館 、 演 芸 場 、 ラ イブ ハウ ス 
② 休業 の 協力 の 要請 を 行う 施設 (第 24 条 第 9 項 ) 
( 床 面積 の 合計 が 1,.000m を 超え る 次 の 施設 ) 


集会 ・ 展 示 施設 集会 場 、 公 会 堂 、 展 示 場 





商業 施設 (生活 必需 物 | 大型 シ ョ ッ ピ ング モー ル 、 大型 百貨 店 
資 販売 施設 以外 の 施設 ) 





3 その 他 の 施設 へ の 対応 
・ 道 の 駅 は 原則 、 休 業 ( た だ し 、 ト イレ 等 は 除く ) 
・ 観光 施設 や 公民 館 ・ 集 会 場 ( 床 面積 の 合計 が 1.000m 以 下 ) に つい て は 、 特 措 法 に 
よら ず 市 町 村 と 連携 し て 休業 を 含め 対応 


事業 者 支援 策 


1 休業 の 協力 の 有 要請 に 応じ た 県 内 の 中 小 企業 者 に 対す る 支援 
(協力 金 支 給 ) 
休業 の 協力 の 要請 に 応じ て 、 施設 の 使用 停止 に 全面 的 に 協力 し た 県 内 
の 中 小 企業 者 に 対し 、 協 力 金 を 支給 


2 県 内 の 中 小 企 業者 に 対す る 支援 (家賃 補助 ) 
小売 業 、 飲食 業 ・ 宿 泊 業 及び サー ビス 業 の うち 、① 又 は ② に 該当 する 県 
内 の 中 小 企 業者 に 対し 、 事 業 の 継続 を 文 援 す る た め 、 家 賃 補助 を 実施 


① 売上 が 50 パ ー セ ント 以上 減少 し て いる 県 内 の 中 小 企業 者 
② 休業 し た 事業 者 で あっ て 、 今 後 、 売 上 が 50 パ ー セ ント 以上 減少 が 見 込 
まれ る 県 内 の 中 小 企 業者 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 拡大 防止 の た め の 緊急 事態 措置 
岩手 県 に お 住ま い の 皆 さま へ の お 願い 


1 不要 不 急 の 外出 の 自粛 


令 和 2 年 4 月 23 日 ( 木 ) か ら 5 月 6 日 ( 水 ) まで 、 岩 手 県 全域 に お いて 、 不 要 不 急 の 外出 
を 自粛 し て いた だ く よ う お 願い し ます 。 
特に 、 繁 華 街 の 接待 を 伴う 飲食 店 等 へ の 外出 に つい て は 自粛 し て いた だ く よ う 強く お 願い し 
ます 。 
また 、 不 要 不 急 の 帰省 や 旅行 な ど 、 都 道府県 を また い だ 移 動 は 、 ま ん 延 防止 の 観点 か ら 極 力 避 
ける よう お 願い し ます 。 
【 不 要 不 急 の 外出 に 該当 し な い 場 合 】 
・ 医療 機関 へ の 通院 
食料 、 医 薬品 、 生 活 必 需 品 の 買い 出し 
必要 な 職場 へ の 出勤 
屋外 で の 運動 や 散歩 
その 他 (銀行 、 役 所 な ど 、 生 活 の 維持 の た め に 必要 な も の ) 


2 冷静 な 対応 
この 緊急 事態 措置 は 、 諸 外国 で 行わ れ て いる 「 ロ ッ ク ダ ウン 」( 都 市 封鎖 ) で は あり ませ ん 。 
食料 ・ 医 薬品 や 生活 必需 品 の 買い 占め 等 は 行わ な いよ う 、 県 民 の 皆さま に 冷静 な 対応 を お 
願い し ます 。 


3 職場 等 に お ける 感染 拡大 防止 

職場 へ の 出勤 は 、 外 出自 粛 等 の 要請 か ら 除 か れ ま す が 、 ま ず は 在 密 勤 務 ( テ レ ワ ー ク ) を 積極 
的 に 活用 し て くだ さい 。 職場 に 出勤 する 場合 で も 、 時 差出 勤 、 自 転 車 通勤 等 、 人 と の 交わ り を 
低減 する 取組 を 今 まで 以上 に 行う よう 強く お 願い し ます 。 


4 休業 の 協力 の 要請 
令 和 2 年 4 月 25 日 ( 土 ) か ら 5 月 6 日 ( 水 ) まで 、 以下 の 施設 に は 、 感 築 拡大 防止 の た め 、 
休業 の 協力 を お 願い し ます 。 
施設 の 種類 
接待 飲食 等 営業 店 キャ バレ ー、 ナ イト クラ ブ 、 ス ナッ ク (接待 を 伴う 店 舗 に 限る ) 
運動 施設 ・ 遊 技 場 スポ ボー ツク ラフ 、 ョ ヨガ スタ ジオ 、 マージャン 店 、 パ チン ョ 店 、 ゲ ー ム セ シ タ ー 
劇場 、 観 覧 場 、 映 画 館 、 演 芸 場 、 ラ イブ ハウ ス 


























a = 所 
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人 1000 軍 | 大 型 シ ョ ッ ピ ング モー ル 、 大 型 百貨 店 
※ 商 業 施 設 は 、 生 活 必 需 物資 販売 施設 以外 の 施設 











5 「3 つ の 密 」 の 防止 に よる 日 常 的 な 感染 症 対策 

県 民 の 皆さま に は 、 引 き 続き 「 換 気 の 悪 い 密閉 空間 」「 人 が 密集 し て いる 」、「 近 距離 で の 会 話 
や 発声 が 行わ れる 」 と いう 3 つの 条件 が 生じ る 場 、 い わ ゆ る 「3 つ の 密 」 を 避け る と と も に 、 普 自 
以上 に 、 手 洗い や 咳 エ チケ ッ ト を は じ め と する 基本 的 な 感染 症 対 策 を 、 ぜ ひ 守 っ て いた だ く よ う 、 
重ね て お 願い し ます 。 








1 観光 施設 等 の 営業 状況 (休業 ・ 休 館 予 定 ) 
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※ ( 公 財 ) 岩手 県 観光 協会 HP「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 拡大 防止 に よる 休業 施設 等 一 覧 (観光 施設 等 ) 」 を ベー ス に 作成 。 











2 主 な 自然 公園 等 の 状況 














4/22 12:00 時 点 


























fe Peaceom 
i 
mm laam 


































































































[TT | 55 


の PP 











































































































3 わん こそ ば 店 の 状況 





4/22 18:30 時 点 





























東 家 大 手先 
東 家 駅 前 店 



















































































日 まで 休 」 
日 まで 休 」 
日 まで 休 」 
日 まで 休 」 
日 まで 休 」 


駒 本 店 
駒 盛岡 イン ター 店 





















































ーー ュ ル と 



































= Bs BS | BS | BS | BB | BB | BS 




















4 主 な 商業 施設 の 状況 
4/22 18:30 時 点 








営業 状況 (休業 ・ 時 


1IF~8F 臨時 休業 
25 日 ( 土 ) ~5 月 6 












































・ お で ん せ 館 














ビ 條 玉 た を し に に 
日 ( 水 ) て 5 月 10 再 舗 等 11:00 て 17:00 営 業 


寺門 店 街 臨時 休館 
18 日 ( 土 ) ~ 当 中 


コー > き 門 店 街 臨時 休館 
1 I CD 





























































































































新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 (第 2 弾 ) ( 案 ) 


令 和 2 年 4 月 日 岩手 県 





国 の 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 皿 急 経済 対策 」 等 を 踏ま え 、 情 報 提供 ・ 共 有 、 サ 
ー ベ イラ ンス ・ 情 報 収集 、 ま ん 延 防止 、 適 切な 医療 の 提供 、 教 育 現場 等 へ の 支援 、 経 
済 ・ 雇 用 対策 を 行う こと と し 、 そ れ に 必要 な 予算 を 措置 する 。 

補正 予算 に より 措置 され る 新規 ・ 拡 充 施策 に 加え 、 既存 施策 の 一 層 の 推進 や 柔軟 な 
対応 に より 、 対 策 を 進め る 。 

今後 も 、 県民 の 命 と 健康 を 守り 、 社 会 経済 へ の 悪影響 を 最小 限 に と ど め る べく 、 必 
要 な 対策 を 講じ て いく 。 





画 新た に 実施 する 対策 の うち 、 令 和 2 年度 一 saa A 
いて は 、 縛 正 ( 新 規 )| 又は 縛 正 (拡充 ) と 表示 (県 議会 で の 審議 状況 等 に より 内 容 の 変更 等 
を 行う こと が あり ます ) 


情報 提供 ・ 共 有 



































く 県 が 実施 する 対策 > 問合せ 先 
+ 県 民 へ の 情報 提供 や メッ セー ジ の 発信 、 注 意 喚起 | 
> 新た に 実施 する 対策 




















〇 県 政広 報 事業 費 [9 百 万 円 (補正 後 現 計 116 百 万 円 )〕 縛 正 (拡充 ) | 広 聴 広報 課 

新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 拡大 防止 に 係る 知事 メッ セー ジ や 、 事 業 019-629-583 
者 等 へ の 各種 支援 策 を 広く 周知 | 

〇 地域 医療 情報 発信 事業 費 | 医療 政策 室 






































[ 3 百 万 円 (補正 後 現 計 10 百 万 円 ) 〕 縛 正 (拡充 ) | 019-629-5492 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 拡大 を 防止 する た め 、 予 防 意識 の 啓発 
活動 を 実施 | 

〇 感染 症 予防 費 【177 百 万 円 (補正 後 現 計 220 百 万 円 )〕 随 正 (拡充 ) 医療 政策 室 


















































帰国 者 ・ 接 触 者 相談 セン ター 業務 の 委託 に よる 相談 体制 の 充実 等 | 019-629-5406 
> 既に 実施 し て いる 対策 | 
〇 相談 体制 の 整備 | 医療 政策 室 



























































帰国 者 ・ 接 触 者 相談 セン ター に お ける 相談 体制 を 整備 "019-629-5406 
〇 感染 拡大 防止 対策 等 に 係る 情報 発信 広 聴 広報 課 






































県 政 テ レビ 番組 を は じ め 、 ラ ジオ 、 県 広報 誌 等 を 活用 し 、 関 連 情 報 | 019-629-5283 
を 発信 。 ま た 、 ホ ー ム ペー ジ や SNS 等 の イン ター ネッ ト 媒 体 を 活用 

し 、PCR 検 査 の 実施 状況 や 知事 メッ セー ジ の ほか 、 関 連 情報 を 発信 

〇 在留 外国 人 等 へ の 情報 提供 や 相談 対応 | 国際 室 
在留 外国 人 等 に 対し 、 県 内 の 感染 状況 や 感染 防止 対策 、 相 談 窓口 の 019-629-5765 
情報 を 県 や 県 国際 交流 協会 の ホー ムペ ー ジ 等 で 発信 。 ま た 、 い わ て 外 
国人 県 民 相談 ・ 支 援 セ シン ター に お いて 、 在 留 外 国人 等 か ら の 相談 に 対 | 

応 | 
































































































































O 消 費 者 向け 関連 情報 の 発信 





























T 各種 支援 集 の 周知 
> 既に 実施 し て いる 対策 
〇 農林 漁業 者 か ら の 相談 対応 
広域 振興 局 等 合計 33 公 所 に 








談 窓口 を 設 
































婦 思 し 、 生 産 活 




































































に 関す る 情報 を 人 | 




















| 財産 企画 
動 や 労働 力 確 | 








| 上 生計 セ ンタ ー 
県 ホー ムペ ー ジ や SNS を 活用 し 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に 便 」 
乗 し た 悪質 商法 へ の 注意 喚起 、 マ スク 等 生活 用 品 


019-624-2586 









































019-629-5621 






































国 が 、 電 話 や SNS を 活用 し た DV や 性 


禁 力 等 に 係る 相談 























機能 を 拡充 





保 等 、 経 営 全 般 に 関す る 農林 漁業 者 か ら の 相談 に 対応 | 
O 文 化 ス ポー ツ 関 係 団体 か ら の 相談 対応 | 文化 振興 課 
国 の 各種 支援 制度 や 通知 等 の 情報 提供 、 県 内 関係 団体 か ら の 相談 対 019-629-6288 
応 や 窓口 の あっ せん スポ ー ツ 振興 課 
019-629-6495 
く 県 以外 が 実施 する 対策 > 、 問合せ 先 
と 新た に 実施 する 対策 | 
O 配 偶 者 暴力 被害 者 等 へ の 支援 の 強化 ども て 拉 





019-629-5463 





| サー ベイ ラン ス ・ 情 報 収 集 … 





く 県 が 実施 する 対策 > 


T 検査 体制 の 充実 等 
> 新た に 実施 する 対策 
O 結 核 ・ 感 染 症 サ ー ベ イラ ンス 事業 費 





[24 百 万 円 (補正 後 現 計 44 百 万 円 )] 


補正 (拡充 ) 











環境 保健 研究 セン タ 
CR 検査 機器 2 
〇 地域 外来 ・ 





台 と 関係 器材 等 を 追 カ 




















〇 感染 症 等 健康 危機 管理 体制 強化 事業 費 


検査 セン ター 整備 事業 費 〔60 百 万 円 
地域 外来 ・ 検 査 セ ンタ ー を 設置 し 、 検 査 体制 を 強化 





ー に 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 検査 に 係る P 
整備 | 








補正 (新規 ) 














[ 1 百 万 円 (補正 後 現 計 4 百 万 円 )] 





補正 (拡充 ) 














活動 経費 
ヶ 既 に 実施 し て いる 対策 
〇 検査 体制 の 充実 強化 
環境 保健 研 完 セ ンタ 
係 器材 等 を 整備 











ー に 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 検査 に 


感染 症 対策 の 専門 家 で 構成 さん る 「 い わ て 感染 制御 支援 チー ム 」 の | 





| 医療 政策 室 





019-629-5472 





医療 政策 室 


019-629-5472 














医療 政策 室 


019-629-5416 


医療 政策 室 
係る 関 





019-629-5472 











まん 延 防止 























化 


〇 感染 症 予 防 費 








経費 








会 計 年 度 任用 職員 と し て 任用 し 、 


[177 百 万 円 (補正 後 現 計 220 百 万 円 )〕 
医療 機関 に 対し 、 マ スク 


[ 1 百 万 円 (補正 後 現 計 4 百 万 円 )] | 
感染 症 対策 の 専門 家 で 構成 され る 「 い わ て 感染 制御 チー ム 」 の 活動 | 


> 既に 実施 し て いる 対策 

















〇 地域 外来 ・ 検 査 セ ンタ ー 整 備 事業 費 〔60 百 万 円 
地域 外来 ・ 検 査 セ ンタ ー を 設 





保健 所 等 の 保健 衛生 部 門 の 





補正 (新規 ) 











及 置 し 、 検 査 体制 を 強化 








補正 (拡充 ) 


(再掲 ) 








防護 具 を 一 括 

















〇 感染 症 等 健康 危機 管理 体制 強化 事業 費 








補正 (拡充 ) 














購入 し 配布 


(再掲 ) 


く 県 が 実施 する 対策 > 
I 保健 所 等 の 体制 強化 、 専 門 家 等 の 確保 及び 派遣 
> 新た に 実施 する 対策 
〇 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 保健 衛生 人 材 確保 事業 費 
[70 百 万 円 〕 陳 正 (新規 ) | 
検査 や 衛生 指導 等 の 業務 に 係る 保健 師 等 の 保健 衛生 関係 専門 職 を 


本 制 を 強 . 


(再掲 ) 





| 人 事 課 


| 健康 国保 課 
| 医療 政策 室 


i 


感染 症 検査 に 係る 経 
ク ・ 消 毒液 を 配布 





























> 新た に 実施 する 対策 





私 立 幼稚 園 に 対し 、 
〇 私 立 学校 運営 費 補助 


























〇 感染 症 検査 と 医療 機関 等 に お ける マス ク ・ 
E 費 を 負担 する と と も に 




















〇 私 立 幼 稚 園 衛生 用 品 緊 急 調達 事業 費 [5 百 万 円 
消 




















I 学校 や 福祉 施設 等 に お ける 感 委 対 策 の 徹底 


消毒 液 の 確保 | 
、 医 療 機関 等 に 対 レ マス | 
健康 国保 課 








補正 (新規 ) 








毒液 を 一 括 購 入 し 配布 





[24 百 万 円 (補正 後 現 計 3, 751 百 万 円 )〕 
私 立 幼 稚 園 が 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 を 実施 する た め 
要 と な る マス ク ・ 消 毒液 等 の 購入 に 要 
O 〇 公立 幼稚 園 等 緊急 環境 整備 事業 費 補 助 〔18 百 万 円 〕 





する 経 








補正 (拡充 ) 

















E 費 を 支援 


| 学事 振興 課 


| 学事 振興 課 





補正 (新規 ) 





学校 教育 i 





を 実施 する た め 
支援 
〇 児童 生徒 保健 管 








市 町 村 が 行う 、 


公立 幼稚 園 に 




















理 費 〔122 百 万 円 (補正 後 現 計 248 百 万 円 )〕 
県 立 学校 に マス ク ・ 消 毒液 等 を 配備 


お ける 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 
に 必要 と な る マス ク ・ 消 毒液 等 の 購入 に 要する 経費 を | 

















補正 (拡充 ) 


保健 体育 課 























019-629-5072 





医療 政策 室 


19-629-5472 























19-629-5467 








19-629-5492 


























19-629-5416 


| 医療 政策 室 





19-629-5472 


























19-629-5467 














019-629-5042 




















019-629-5042 




















『 太 


019-629-6138 























019-629-6192 











O 〇 公立 大 学 法人 岩手 県 立 大 学 運営 費 交付 金 
[9 百 万 円 (補正 後 現 計 3, 754 百 万 円 )] 





FL | 目 
コテ ッ ン グン 





器 等 を 配備 


〇 特別 支援 学校 管理 運営 費 

[26 百 万 円 (補正 後 現 計 11, 547 百 万 円 )〕 
特別 支援 学校 の スク ー ル バス 1 台 当 た り の 乗車 人 数 
る た め 、 ス クー ル バ ス の 





リス ク の 低減 を 図 


実施 


〇 県 産 布 製 マ スク 供給 事業 費 〔16 百 万 円 〕 
県 内 の 縫製 事業 者 に 布製 マス ク の 製造 ・ 配 付 を 委託 
〇 保護 施設 等 衛生 用 品 緊急 調達 事業 費 〔10 百 万 円 〕 
保護 施設 等 に 対し 、 マ スク ・ 消 
〇 障害 者 支援 施設 等 衛生 用 品 緊急 調達 事業 費 〔320 百 万 円 〕 
障害 福祉 サー ビス 事業 所 等 に 対し マス ク ・ 消 


























補正 (拡充 ) 














ト 立 大 学 に お いて 、 学 生 及 び 教 職員 が 使用 する 消毒 液 ・ 消 毒 








補正 (拡充 ) 
































肖 便 








補正 (新規 ) 


























を 減ら BR 

















補正 





(新規 ) 


























する と と も に 、 入 所 施設 等 が 簡易 陰 圧 装置 等 を 設置 す 








経費 等 を 支援 
O 〇 介護 施設 等 衛生 用 品 緊 急 調達 事業 費 〔659 百 万 円 ] 
介護 施設 等 に 対 し 、 マ スク ・ 消 
入所 施設 等 が 簡易 陰 圧 装置 
〇 介護 福祉 士 養 成 施 
[ 2 百 万 円 〕 














等 を 設置 











補正 (新規 ) 























毒液 を 一 括 購入 し 配布 


学事 振興 課 

















019-629-5045 


| 教育 企画 室 


や タク シー の 借上げ を | 





補正 (新規 ) 




















る た め に 必要 








補正 (新規 ) 





























介護 福祉 士 養成 施設 等 に 対し 、 マ スク ・ 消 毒液 を 一 


O 保 育 対策 総合 支援 事業 費 
[33 百 万 円 (補正 後 現 
認可 外 保育 施設 に 対し 、 マ スク ・ 消 





計 191 百 万 円 )】 





補正 (拡充 ) 


























〇 児童 養護 施設 等 衛生 用 品 緊 急 調達 事業 費 〔65 百 万 円 





も に 、 


児童 養護 施 


設 等 に 対し 、 マ スク ・ 消 


























〇 地域 活動 支援 セン ター 等 支援 事業 費 補 助 〔35 百 万 円 ] 





地域 活動 支援 セン ター 及び 日 
品 の 購入 等 に 要する 経費 を 支援 
と > 既に 実施 し て いる 対策 
〇 福祉 施設 等 に お ける マス ク | 
障害 福祉 サー ビス 事業 所 、 介 護 施設 、 児 童 福祉 施設 、 認 可 外 保育 施 | 
毒液 を 一 括 購入 し 配布 | 





設 等 に 対し 、 











マス ク ・ 消 














経費 等 を 支援 














括 購入 し 配布 








毒液 を 一 括 購入 し 配布 





補正 (新規 ) 














毒 流 を 一 括 購 入 し 配布 する と 
感染 が 疑わ れる 者 が 発生 し た 場合 の 施設 の 消毒 経費 等 を 支援 














補正 (新規 ) 














・ 消 毒液 の 購入 等 に 関す る 対応 














考 液 を 一 括 購入 し 配布 


長寿 社会 課 
毒液 を 一 括 購入 し 配布 する と と も に 、| 
する た め に 必要 な | 
設 等 衛生 用 品 緊急 調達 事業 費 


長寿 社会 課 
Cb 


と て 


一 時 支援 事業 に お ける 保健 衛生 用 


| 隊 が い 人 人 


地域 福祉 課 


| Pu 


| 長寿 社会 課 


| fP て 


019-629-6112 











19-629-5536 

















019-629-5436 






































19-629-5447 




















019-629-5435 




















019-629-5435 








019-629-5460 





019-629-5457 
































019-629-5448 























19-629-5447 

















19-629-5435 




















19-629-5460 











公共 施設 等 に お ける 感染 対策 の 徹底 


> 新た に 


O 〇 県 民 会 館 ・ 公 会 堂 感染 症 予防 対策 事業 費 [3 百 万 円 ] 
に 非 接触 型 体温 計 や 消 
染 症 予防 対策 事業 費 〔 7 百 万 円 


県 


ブ 


〇 スポ 


県 


県 営 
岩手 
[ 2 


TI 











計 を 


は 民 会 館 及 び 公 会 堂 


実施 する 対策 








ー ツ 施設 感 
営 ス ポー ツ 施 設 に 非 接触 型 体温 計 と 消 
武道 館 等 の 空調 設備 の 改修 を 実施 
産業 文化 セン ター 管理 運営 費 

















補正 (新規 ) 
L 備 
補正 (新規 ) 


























毒 讐 等 を 

















毒 偽 を 配備 する と と も に 、 








百 万 円 (補正 後 現 計 51 百 万 円 )] 





補正 (拡充 ) 

















配備 


岩手 産業 文化 セン ター に 赤外線 サー モグ ラフ ィ ー と 非 接触 型 体温 


〇 ふれ あい ラン ド 岩 手 管 理 運 営 費 (ふれ あい ラン ド 岩 手 施 設 設備 整備 費 ) 


[3 
> 





百 万 円 (補正 後 現 計 10 百 万 円 )】 





補正 (拡充 ) 











れ あ い ラ ンド 岩手 


に 赤外線 サー モ グラ の 

















ィ ー 等 を 配備 





〇 いわ て 子ども の 森 管理 運営 費 (いわ て 子ども の 森 施 設 設備 整備 費 ) 


[ 1 





百 万 円 (補正 後 現 計 3 百 万 円 )] 





補正 (拡充 ) 











いわ て 子ども の 森 に 赤外線 サー モグ ラフ ィ ー 等 を 配備 
〇 東日本 大 岩 災 津波 伝承 館 感染 症 予防 対策 事業 費 


[ 2 





O 〇 博物 


県 


O 美 術 


県 


プ I1 ヽ 


〇 いわ 
[ 4 











百 万 円 





補正 (新規 ) 











館 管理 運営 費 〔 
立 博物 館 に 赤外線 サー モグ ラフ ィ ー と 消 
館 管理 運営 費 〔[ 
立 美術 館 に 赤外線 サー モグ ラフ ィ ー と 消 
て 県 民 情 報 交 流 セ ンタ ーー 管理 運営 費 

















2 百 万 円 (補正 後 現 計 483 百 万 円 〕 





東日本 大 岩 災 津波 伝承 館 に 赤外線 サー モグ ラフ ィ ー 等 を 配備 
2 百 万 円 (補正 後 現 計 348 百 万 円 








補正 (拡充 ) 
毒 流 を 配備 
補正 (拡充 ) 
毒 流 を 配備 





























百 万 円 (補正 後 現 計 789 百 万 円 )】 





補正 (拡充 ) 

















いわ て 県 民 情 報 交流 セン ター に 赤外線 サー モグ ラフ ィ ー 等 を 配備 


〇 県 店 
[ 4 
県 
〇 地区 
[ 6 
地 





舎 管 理 費 








百 万 円 (補正 後 現 計 291 百 万 円 )〕 





補正 (拡充 ) 











庁舎 等 に 赤外線 サー モグ ラフ ィ ー や 飛 涼感 染 防止 用 アク リル ボー 








等 を 配備 
合同 庁舎 管 理 人 
百 万 円 (補正 後 現 計 421 百 万 円 )] 冬 正 (拡充 
































ル ボ 
〇 警備 


不 特定 多数 の 来 庁 者 が ある 警察 施設 窓口 及び 留置 施設 


スク 





ー ド 等 を 配備 


区 合同 庁舎 等 に 体 表面 温度 チェ ッ カ ー や 飛 涼感 染 防止 用 アク リー 





警察 に 要する 経費 [45 百 万 円 〕 





補正 (新規 ) 





























・ 消 毒 浴 を 配備 














文化 振興 課 


スポ ー ツ 振興 課 


| 陣 が い 人 人 
eb て 


| By 


| 岩 炎 津 流 伝承 課 


3 
Ni 


| 時 課 
| 管財 課 


| 萬 き 
| 警務 課 


に お いて 、 マ | 

















019-629-6268 











019-629-6797 











| 産 玉 


019-629-5536 
































019-629-5448 








019-629-5463 


























019-629-4455 
















































































19-629-5116 




















019-629-5116 

















019-653-0110 
(内 線 2652) 











休業 要請 に 対す る 対応 
> 新た に 実施 する 対策 


〇 感 業 拡大 防止 協力 金 支給 事業 費 〔100 百 万 円] 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 拡大 防止 の た め 、 
要請 に 応じ た 事業 者 に 対し 、 協 力 金 を 支給 




















補正 (新規 ) 











県 か ら の 休業 の 協力 


※ 休 業 要 請 に 関す る こと は 、 保 健 福 祉 企画 室 (019-654-8073) 


| 経営 支援 課 め 





019-629-5546 













































































く 県 以外 が 実施 する 対策 > 問合せ 先 
I 社会 福祉 施設 に お ける 感 業 症 拡 大 防止 対策 
と 既に 実施 し て いる 対策 | 

〇 社会 福祉 施設 等 に お ける 感 薬 拡大 防止 対策 保健 福祉 企画 宣 

国 が 布製 マス ク を 一 括 購入 し 、 社 会 福祉 施設 等 に 配布 | 0095-8073 
医療 等 

く 県 が 実施 する 対策 > 問合せ 先 
I 医療 提供 体制 の 確保 
と 新た に 実施 する 対策 | 

O 〇 新型 イン フル エン ザ 患 者 入院 医療 機関 等 設備 整備 費 補助 医療 政策 室 


[592 百 万 円 (補正 後 現 計 663 百 万 円 )〕 




















補正 (拡充 ) 











医療 機関 (県 立 病 院 を 含む ) の 人 工 呼 吸盤 、 
人 工 肺 ) 等 の 備品 整備 に 要する 経費 を 支援 


O 体 外 式 膜 型 人 工 肺 等 活用 人 材 育 成 事 業 費 [2 百 万 円 ] 





ECMO (体外 式 膜 型 人 工 肺 ) 等 に 係る 


催 





O 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 軽 症 者 等 宿泊 療養 事業 費 





[971 百 万 円 ] 策 正 (新規 ) 




















活動 経費 
〇 外国 人 患者 受入 環境 整備 等 推進 事業 費 








軽症 者 等 を 受け 入れ る た め の 和 宿泊 施設 を 確保 
〇 入院 医療 提供 体制 整備 事業 費 〔65 百 万 円 


入院 等 搬送 調整 業務 に あたる DMAT (災害 派遣 医療 チー ム ) 等 の | 019-629-5416 





ECMO (体外 式 膜 型 | 














019-629-5472 


医療 政策 室 














補正 (新規 ) 
医療 従事 者 向け 1 











補正 (新規 ) 














修 会 の 開 














[ 1 百 万 円 (補正 後 現 計 2 百 万 円 )] 


補正 (拡充 ) 








保健 所 の ほか 、 




















医療 機関 等 に 自動 音声 翻訳 機 を 『 

















L 備 


019-629-5406 





医療 政策 宣 


019-629-5406 








| 医療 政策 室 


019-629-5406 











医療 施設 に お ける 外来 で の 感 委 防止 対策 、 院 内 感 委 防 止 対策 



















































































































































































> 新た に 実施 する 対策 
〇 感染 症 予 防 費 健康 国保 課 
[177 百 万 円 (補正 後 現 計 220 百 万 円 ) 且 正 (拡充)| (再掲 19-629-5467 
医療 機関 に 対し 、 マ スク ・ 防 護 具 を 一 括 購入 し 配布 医療 政策 室 
19-629-5472 
> 既に 実施 し て いる 対策 健康 国保 課 
〇 医療 施設 に お ける 感染 防止 対策 | 19-629-5467 
医療 機関 に 対し マス ク 等 を 一 括 購入 し 配布 する と と も に 、 医 療 機関 医療 政策 室 
(県 立 病院 を 含む ) の 備品 等 整備 に 要する 経費 を 支援 | 9-629-5472 
< 県 以外 が 実施 する 対策 > 問合せ 先 
I 医療 施設 に お ける 外来 で の 感染 防止 対策 、 院 内 感染 防止 対策 " 
> 新た に 実施 する 対策 | 
〇 国 の 一 括 買 上 に よる 医療 用 マス ク の 安定 供給 対策 (第 4 弾 ) 健康 国保 課 


























関 に 配布 
> 既に 実施 し て いる 対策 
〇 国 の 一 括 買 上 に よる 医療 用 マス ク の 安定 供給 対策 (第 1~3 弾 ) 











【 
































国 の 医療 機関 に 配布 











I 妊産婦 に 対す る 感染 防止 対策 
と 新た に 実施 する 対策 
〇 妊婦 に 対す る 感染 防止 対策 
国 が 布製 マス ク を 一 括 購入 し 、 妊 婦 に 配布 
〇 産婦 に 対す る 感染 防止 対策 





















































液 の 一 括 購入 等 に 要する 経費 を 支援 




















国 が 、 全 国 で 1, 500 万 枚 の 医療 用 マス ク を 買い 上 げ 、 全 国 の 医療 機 | 


健康 国保 課 
国 が 、 全 国 で 1 回 当たり 1, 500 万 枚 の 医療 用 マス ク を 買い 上 げ 、 全 | 


ともき て 


子ども て 
市 町 村 が 実施 する 産後 ケア を 行う 施設 に 対し 、 国 が 、 マ スク ・ 消 毒 」 


019-629-5467 


























019-629-5467 


019-629-5456 














019-629-5456 








| 教育 





く 県 が 実施 する 対策 > 


> 新た に 実施 する 対策 





私 立 幼 稚 園 に 対し 、 消 








工学 校 等 に お ける 感 業 症 対 策 の 徹底 等 

















O 〇 私立 学校 運営 費 補 助 








私 立 幼稚 園 
要 と な る マス ク ・ 消 











市 町 村 が 行う 、 公 立 幼 稚 園 
を 実施 する た め に 必要 
支援 
〇 児童 生徒 保健 管理 費 














県 立 学校 に マス ク ・ 消 














容器 等 を 配備 
〇 特別 支援 学校 管理 運営 費 








リス ク の 低減 を 図 
実施 











と 新た に 実施 する 対策 








[24 百 万 円 (補正 後 現 計 3, 751 百 万 円 )]〕 
が 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 を 実施 する た め に 必 | 

奏 液 等 の 購入 に 要 | 
O 公 立 幼稚 園 等 緊急 環境 整備 事業 費 補 助 〔18 百 万 円 〕 


[122 百 万 円 (補正 後 現 計 248 百 万 円 )〕 
毒 偽 等 を 配備 
〇 公立 大 学 法人 岩手 県 立 大 学 運営 費 交付 金 
[ 9 百 万 円 (補正 後 現 計 3, 754 百 万 円 )〕 
岩手 県 立 大 学 に お いて 、 学 生 及 び 教 職員 が 使用 する 消毒 液 ・ 消 


〇 県 産 布製 マス ク 供給 事業 費 〔16 百 万 円 〕 
県 内 の 縫製 事業 者 に 布製 マス ク の 製造 ・ 


〇 私 立 幼稚 園 衛生 用 品 緊 急 調達 事業 費 [5 百 万 円 
毒液 を 一 括 購入 し 配布 








補正 (新規 ) 





(再掲 ) 














補正 (拡充 ) 


(再掲 ) 

















する 経 





と な る マス ク ・ 消 毒液 等 の 購入 に 要 





費 を 支援 


| 学事 振興 課 





補正 (新規 





)|( 再 掲 ) 

















補正 (拡充 ) 


(再掲 ) 





























補正 (拡充 ) 


(再掲 ) 








[26 百 万 円 (補正 後 現 計 11, 547 百 万 円 )] 
特別 支援 学校 の スク ー ル バス 1 台 当 た り の 乗 』 

















る た め 、 ス クー ル バ ス の 
























































学事 振興 課 








載 


保健 体 育 課 














学事 振興 課 
019-629-5042 


< つ 




















019-629-5042 

















学校 教育 課 
019-629-6139 























019-629-6192 

















019-629-5045 


教育 企画 室 























〇 地域 子ども ・ 子 育て 支援 事業 交付 金 
[676 百 万 円 (補正 後 現 計 2,. 461 百 万 円 )〕 














O 〇 障がい 児 保護 措置 費 

















[159 百 万 円 (補正 後 現 計 1.745 百 万 円 )〕 











学校 の 臨時 休業 等 に より 必要 





2 の 00 本 

















I 学校 等 が 臨時 休業 と な っ た 場合 の 対応 














学校 の 臨時 休業 に 伴う 放課後 児童 クラ ブ 等 へ の 支援 








補正 (拡充 ) 








〇 教職 員 人 事 管 理 費 〔48 百 万 円 (補正 後 現 計 425 百 万 円 )] 


1 
日 








| て 趣 ま 


補正 (拡充 )| (再掲 ) | 
人 数 を 減ら し 、 感 染 
自 便 や タク シー の 借上げ を | 
補正 (新規 )| (再掲 ) 
配付 を 委託 
補正 (拡充 ) 


| R い 上 


学校 の 臨時 休業 に 伴う 放課後 等 デイ サー ビス 事業 所 へ の 支援 





補正 





(拡充 ) 











導 分 の 補習 や 、 生 活 





リズ ム | 


教職 員 課 


019-629-6112 


産業 経済 交流 課 











019-629-5536 








019-629-5460 























019-629-5446 

















019-629-6124 





8 











等 が 乱れ た 個々 の 子ども の ケア な ど を 行う た め 、 学 習 指導 員 等 を 配 
と 既に 実施 し て いる 対策 
O 特 別 支援 学校 へ の 対応 




















負担 分 を 学校 設置 者 で ある 県 が 負担 
〇 放課後 子ども 教室 へ の 対応 






































支援 
〇 放課後 等 デイ サー ビス へ の 対応 
学校 の 臨時 休業 に 伴う 放課後 等 デイ サー ビス 事業 所 へ の 支援 




















学校 等 に 通う 生徒 等 が いる 世帯 へ の 対応 
と 新た に 実施 する 対策 
〇 美学 の た め の 給 付 金 支給 事業 費 
[13 百 万 円 (補正 後 現 計 370 百 万 円 )〕 縛 正 (拡充 ) 














公立 高等 学校 等 に 通う 生徒 等 の 保護 者 の 家計 が 急変 し た 世帯 等 の | 








授業 料 以外 の 教育 費 負 担 を 軽減 する た め の 給 付 金 
O 〇 奨学 の た め の 給 付 金 支給 事業 費 
[69 百 万 円 (補正 後 現 計 205 百 万 円 ) ] 縛 正 (拡充 ) 














私 立 高 等 学校 等 に 通う 生徒 の 保護 者 の 家計 が 急変 し た 世帯 等 の 授 | 








業 料 以外 の 教育 費 負 担 を 軽減 する た め の 給 付 金 
O 〇 私 立 高 等 学校 等 授業 料 等 減免 補助 
[12 百 万 円 (補正 後 現 計 57 百 万 円 )] 積 正 (拡充 ) 




















的 負担 を 軽減 する た め 、 授 業 料 の 減免 を 支援 
> 既に 実施 し て いる 対策 
〇 県 立 高等 学校 の 生徒 へ の 対応 





県 立 高 等 学校 の 生徒 に 対す る 授業 料 減免 の 文 援 を 実施 
〇 私 立 専門 学校 の 生徒 へ の 対応 


私 立 専門 学校 の 生徒 に 対す る 授業 料 等 減免 の 支援 を 実施 


学校 等 に お ける I CT 環境 の 早期 整備 
> 新た に 実施 する 対策 
〇 県 立 学校 1 CT 機器 整備 事業 費 
[100 百 万 円 (補正 後 現 計 336 百 万 円 )〕 縛 正 (拡充 ) 























学校 の 臨時 休業 等 の 緊急 時 に 子ども の 学び を 保障 する た め 、 児 童 生 | 


徒 1 人 1 台 端 末 の 整備 や 1I CT 支援 員 を 配置 











貴 


| 陣 \ い 人 人 


| 学事 振興 課 
| 学事 振興 課 


私 立 高等 学校 等 に 通う 生徒 の 保護 者 の 家計 が 急変 し た 世帯 の 経済 


| 学事 振興 課 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 に よっ て 、 家 計 が 急変 し た 世帯 の | 


教育 企画 室 
特別 支援 学校 の 給食 食材 に つい て 、 学校 給食 の 休止 に 伴い 、 保護 者 | 


019-629-6112 





| 人 
学校 の 臨時 休業 に 伴い 実施 する 、 放 課 後 子ども 教室 に 要する 経費 を 

















019-629-6182 























019-629-5446 


教育 企画 室 


019-629-6109 

















019-629-5042 

















019-629-5042 


教育 企画 室 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 に よっ て 、 家 計 が 急変 し た 世帯 の 


019-629-6112 

















019-629-5045 


教育 企画 室 


019-629-6105 














く 県 以外 が 実施 する 対策 > mat 
1 学校 等 に 通う 生徒 等 が いる 世帯 へ の 対応 | 


と 既に 実施 し て いる 対策 | 
O 高 等 学校 等 の 生徒 へ の 奨学 金 教育 企画 室 














岩手 育英 奨学 会 が 、 世帯 収入 が 大 きく 減少 し 、 緊急 に 奨学 金 が 必要 019-629-6109 
と な っ た 高校 生 等 に 対し て 奨学 金 を 貸与 | 














経済 ・ 雇 用 対策 




















新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 拡大 に より 、 売 上 高等 が 減少 し て v 
県 内 中 小 企業 者 を 対象 に 


営 安 定 の た め に 必要 





























、3 年 間 無 利子 で 、 保 証 料 を 全 堆 

































































く 県 が 実施 する 対策 > 問合せ 先 

I 資金 繰り に 万 全 を 期す た め の 金 融 支援 等 

> 新た に 実施 する 対策 

① 中 小 企業 | 

〇 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対応 資金 貸付 金 | 経営 支援 課 
[43, 600 百 万 円 〕 靖 正 (新規) | 











| 019-629-5542 


























































































































、 両 方 受給 する こと が 可能 。 
※ 休 業 要 請 に 関す る こと は 、 保 健 福祉 企画 室 (019-654-8073) 
②@ 農 林 水 産業 











〇 農業 経営 負担 軽減 支援 資金 利子 補給 [3 百 万 円 ] 随 正 (新規 ) 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 を 受け た 農業 者 の 経営 再建 を 支 
援 す る た め 、 既 往 債 務 の 借換え の た め の 利 子 補給 を 実施 | 
O 漁 業 経営 維持 安定 資金 利子 補給 〔 2 百 万 円 〕 

































































※ 地 域 企業 経営 継続 支援 事業 費 補 助 と 感染 拡大 防 上 協力 金 支給 事 
業 費 は 、 


団体 指導 課 























補給 し 、 経 | 
な 資金 の 融資 を 実施 | 
O 〇 新型 コロ ナウ イル ス 感染 症 対応 資金 利子 補給 事業 費 経営 支援 課 
[993 百 万 円 〕 縛 正 (新規) | 019-629-5542 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対応 資金 の 融資 に 併せ て 利子 補給 を 実 
施 | 
〇 新型 コロ ナウ イル ス 感 症 対応 資金 保証 料 補給 事業 費 経営 支援 課 
[18 百 万 円 〕 縛 正 (新規 ) | 019-629-5542 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対応 資金 の 融資 に 併せ て 保証 料 の 全額 
補給 を 実施 | 
〇 地域 企業 経営 継続 支援 事業 費 補助 [658 百 万 円 且 正 (新規) 経営 支援 課 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 拡大 に より 経営 に 影響 が 生じ て いる 019-629-5546 
事業 者 に 対し 、 県 と 市 町 村 が 連携 し て 家賃 等 を 支援 | 
〇 感染 拡大 防止 協力 金 支給 事業 費 【〔100 百 万 円 〕 晴 正 (新規 )| (再掲 ) 経営 支援 課 * 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 拡大 防止 の た め 、 県 か ら の 休業 の 協力 」 
要請 に 応じ た 事業 者 に 対し 、 協 力 金 を 支給 


019-629-5546 


























ルド 


019-629-5699 
































建 を 支 | 
き 換 え の た め の 利子 補給 を 実施 | 


〇 農山 漁村 体験 受入 体制 強化 緊急 対策 事業 費 〔10 百 万 円 〕 



































5K 倒 











を 実施 する と と も に 、 衛 生 環 境 や 受入 環境 の 整備 、 安 
的 な 体験 メニ ュー の 開発 等 に 必要 


へ 、。 ど テト 


全 ・ 安 心 で 魅力 」 

















な 経費 の 一 部 を 支援 


補正 (新規 ) 団体 指導 課 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 を 受け た 漁業 者 の 経営 
援 す る た め 、 既 往 償 務 の 1 


策 正 (新規 農業 振興 課 
農林 漁業 体験 の 受入 地域 に お いて 、 感 染 症 予 防 対 策 に 係る 

















019-629-5699 

















ルド 


019-629-5647 











O 肥 育 経営 生産 基盤 強化 緊急 支援 事業 費 補助 〔53 百 万 円 ] | 
県 内 の 肉 用 邊 農家 が 県 内 の 和 生 子 生 市 場 か ら 肥 育 素 生 を 導入 する 














た め に 必要 な 経費 の 一 部 を 支援 
③ 隊 がい 福 祉 、 介 護 サ ービス 提供 体制 の 確保 








〇 障害 福祉 サー ビス 支援 事業 費 補助 [5 百 万 円 〕 | 
休業 要請 を 受け た 通所 サー ビス 事業 所 に 対し 、 代 替 サ ービス の 提供 


に 要する 経費 を 支援 





〇 通所 介護 サー ビス 支援 事業 費 補助 〔13 百 万 円 〕 | 
休業 要請 を 受け た 通所 介護 事業 者 等 に 対し 、 代 替 サ ービス の 提供 に 





要する 経費 を 支援 
④ 飲 食 業 、 理 美容 業 等 














補正 (新規 ) 














補正 (新規 ) 

















補正 (新規 ) 














〇 生活 衛生 営業 指導 セン ター 経営 指導 事業 費 補助 


[4 百 万 円 (補正 後 現 
経営 指導 員 の 増員 に 

















化 
⑤ 観 光 業 


〇 観光 宿泊 施設 緊急 対策 事業 費 〔233 百 万 円 〕 
市 町 村 が 地元 の 和 宿泊 施設 を 利用 する 人 

















経費 の 補助 (実施 時 期 
と 既に 実施 し て いる 対策 
① 中 小 企業 

O 金 融 支援 














部 を 補給 


O 〇 相談 窓口 の 設置 














経営 相談 に 対応 

〇 情報 共有 
新型 コロ ナウ イル ス 
団体 間 の 対応 状況 等 を 

〇 関係 団体 へ の 要請 
金融 機関 や 岩手 県 
柔軟 な 対応 を 要請 

〇 専門 家 派遣 等 の 支援 

商工 会 、 商 工 会 議 所 




















信 











計 23 百 万 円 )] 





補正 (拡充 ) 











より 、 生 活 衛生 関係 営業 者 か ら の 相談 体制 を 強 | 


は 未定 ) 等 














県 や 商工 指導 団体 ・ 金 融 機関 等 が 相 記 














感染 症 に 係る 経 





共有 








用 保証 協会 に 対 し 、 既 往 債務 の 条件 変更 























補正 (新規 ) 








E 民 の 宿 ? 


























日 料 の 助成 に 要する 























Rd 
mk 
ラド 


等 が 行う 府 




















談 や 専門 家 派 遣 事業 等 を 支援 


| 人 が い 人 人 


| 長寿 社会 課 


| 6LO 


経営 支援 課 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 拡大 に より 、 事 業 活動 に 支障 が 生じ て 」 
いる 県 内 中 小 企業 者 に 対し 、 新 型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 資金 を 創 
設 し 、 経 営 安 定 の た め に 必要 な 資金 を 融資 する と と も に 、 保 証 料 の 一 | 


経営 支援 課 
ロ を 設置 し 、 中 小 企業 者 の | 


経営 支援 課 
済 金 融 連 絡 会 議 を 開催 し 、 関 係 


ks 


経営 支援 課 
な どの | 


経営 支援 課 




















019-629-5721 























019-629-5447 




















019-629-5435 








019-629-5360 


| 観光 ・ プ ロモ 


| ーション 室 


019-629-5574 




















019-629-5542 




















019-629-5542 




















019-629-5542 




















019-629-5542 




















019-629-5542 











② 農 林 水 産業 | 

〇 農林 漁業 者 へ の 金融 支援 | 団体 指導 課 

日 本 政策 金融 公庫 に よる 農林 漁業 セー フ テ ィ ネッ ト 資 金 や 、 近 代 化 | 019-629-5699 
資金 等 に より 、 農 林 漁 業者 の 資金 繰り を 支援 | 

O 製 材 事業 者 等 へ の 金融 支援 林業 振興 課 

地域 木材 流通 促進 資金 貸付 金 に より 、 製 材 事 業者 等 の 資金 繰り を 支 019-629-5772 















































援 
③ 飲 食 業 、 理 美容 業 等 | 
O 金 融 支援 と 経営 指導 | 虹 く 5 し 0 人 

















生活 衛生 営業 指導 セン ター に お いて 、 生 活 衛生 関係 営業 者 を 対象 019-629-5360 
に 、 日 本 政策 金融 公庫 に よる 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 係る 融資 制 
度 を 含む 各種 融資 推 せ ん 事務 や 、 経 営 指導 員 に よる 指導 を 実施 | 











I 県 民 の 生活 を 守る た め の 経 済 的 支援 




















> 新た に 実施 する 対策 | 
〇 生活 福祉 資金 貸付 事業 推進 費 補助 | 地域 福祉 課 
[323 百 万 円 (補正 後 現 計 421 百 万 円 )] 随 正 (拡充) | 019-629-5425 























岩手 県 社会 福祉 協議 会 が 行う 休業 等 に より 一 時 的 に 収入 が 減少 し 

た 世帯 へ の 資金 の 貸付 に 要する 経費 へ の 支援 | 

〇 住居 確保 給付 金 [2 百 万 円 (補正 後 現 計 3 百 万 円 )] 縛 正 (拡充 ) 地域 福祉 課 
休業 等 に 伴う 収入 減少 に より 経済 的 に 困 獲 し 、 住 居 を 失う お それ が | 019-629-5425 
生じ て いる 者 等 に 対し て 、 家 賃 相当 分 の 住居 確保 給付 金 を 支給 | 



















































































〇 奨学 の た め の 給 付 金 支給 事業 費 | 教育 企画 室 
[13 百 万 円 (補正 後 現 計 370 百 万 円 )] 柄 正 (拡充 )| (再掲 ) | 019-629-6109 














公立 高等 学校 等 に 通う 生徒 等 の 保護 者 の 家計 が 急変 し た 世帯 等 の 
授業 料 以 外 の 教育 費 負 担 を 軽減 する た め の 給 付 金 | 
〇 美学 の た め の 給 付 金 支給 事業 費 学事 振興 課 
[69 百 万 円 (補正 後 現 計 205 百 万 円 )] 縛 正 (拡充 ) (再掲 ) | 019-629-5042 
私 立 高 等 学校 等 に 通う 生徒 の 保護 者 の 家計 が 急変 し た 世帯 等 の 授 | 
業 料 以外 の 教育 費 負 担 を 軽減 する た め の 給 付 金 | 
O 私 立 高等 学校 等 授業 料 等 減免 補助 学事 振興 課 
[12 百 万 円 (補正 後 現 計 57 百 万 円 ) ] 且 正 (拡充 )| (再掲 ) | 019-629-5042 
私 立 高 等 学校 等 に 通う 生徒 の 保護 者 の 家計 が 急変 し た 世帯 の 経済 
的 負担 を 軽減 す る た め 、 授 業 料 の 減免 を 支援 | 
〇 「 特 別 定額 給付 金 (仮称 ) 」 の 支給 に 向け た 支援 市 町 村 課 
































































































































「 特 別 定額 給付 金 (仮称 )」 の 迅速 な 支給 に 向け 、 市 町 村 を 支援 | 019-629-5233 
と 既に 実施 し て いる 対策 
〇 家計 が 急変 し た 世帯 へ の 支援 | 地域 福祉 課 














岩手 県 社会 福祉 協議 会 が 行う 休業 等 に より 一 時 的 に 収入 が 減少 し | 019-629-5425 
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た 世帯 へ の 資金 の 貸付 け に 要する 経費 へ の 支援 
no 
新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 の 影響 に よっ て 、 家 計 が 急 
県 立 高等 学校 の 生徒 に 対す る 授業 料 減免 の 支援 を 実施 
O 〇 私立 専門 学校 の 生徒 へ の 対応 (再掲 ) 
新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 の 影響 に よっ て 、 家 計 が 急 
私 立 専門 学校 の 生徒 に 対す る 授業 料 等 減免 の 支援 を 実施 














雇用 の 維持 ・ 就 職 に 向け た 支援 





> 新た に 実施 する 対策 
O 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対 策 緊 急 雇 用 助成 事業 費 補助 
[217 百 万 円 ] 晴 正 (新規 ) 














新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 拡大 に より 事業 活動 が 縮小 し た 
企業 を 支援 する た め 、 市 町 村 が 行う 雇用 調整 助成 金 の 上 乗せ 補助 に 要 
する 経費 に 対す る 支援 
〇 内定 取消 者 等 を 対象 と し た 再 就職 支援 

新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 の 影響 に より 、 
消さ れ た 方 又は 採用 を 延期 され て いる 方 に 対し 、 
























































で の 間 、 会 計 年 度 任用 職員 と し て 任用 し つつ 、 再 就職 を 支援 
> 既に 実施 し て いる 対策 
O 〇 雇用 の 維持 ・ 確 保 へ の 対応 | 
産業 ・ 経 済 団体 や 県 内 企業 に 対 し 、 雇用 調整 助成 金 の 活用 に つい て | 
の 周知 ・ 磨 発 を 実施 | 
O 〇 就職 支援 


ジョ ブ カ フ ェ い わ て に お いて 、 新 た に 
する と と も に 、 国 か ら の 全国 的 な イベ ント の 自粛 要請 に 
明 会 等 の 中 止 が 相次い で いる こと か ら 、 
a 

a 

就業 継続 が 困難 と な っ た 児童 養護 
で の 求職 期間 中 も 家賃 貸付 を 行う ほか 、 
入 す る な どの 運用 改善 を 実施 

〇 林業 作業 員 の 雇用 維持 






























































求職 期間 を 返 
































し 、 作 業 員 等 の 雇用 の 維持 を 促進 


\ 変 し た 世帯 の | 


| 人 事 課 
民間 企業 か ら 内 定 を 取り | 
県 内 企業 へ の 就職 ま 


WEB カ ウン セリ ング を 実施 
より 、 企 業 説 | 
「 い わ て で 働 こ う !WEB 合 


| とけ て 天 
A 
選 免 除 期 間 に 算 


林業 振興 課 
本 村 箇 可 の 低下 に よる 素材 生産 の 湾 少 に 対し 、 保 育 間 備 事 炎 を 洒 用 


教育 企画 室 
【 変 し た 世帯 の | 


019-629-6112 

















定住 推進 ・ 
雇用 労働 室 


中 小 | 








019-629-5591 

















019-629-5073 


定住 推進 ・ 





雇用 労働 室 
019-629-5591 


定住 推進 ・ 





雇用 労働 室 
019-629-5591 











019-629-5463 

















019-629-5775 











TV 地域 経済 を 支え る 産業 支援 
と 新た に 実施 する 対策 
① 商 品 開発 や 販路 拡大 、 需 要 喚 起 へ の 対応 
〇 買う な ら 岩 手 の も の 運動 展開 事業 費 〔5 百 万 円 〕 縛 正 (新規 ) 






































実施 
〇 県 産 布 製 マ スク 供給 事業 費 〔16 百 万 円 〕 本 正 (新規 )| (再掲 ) 

県 内 の 縫製 事業 者 に 布製 マス ク の 製造 ・ 配 付 を 委託 

O 通 信販 売 や 中 食 な どの 新た な 市 場 ニ ーー ズ を と ら え た 商品 開発 の 支援 












































5/8) 
O 通 信販 売 や 中 食 な どの 新た な 市 場 ニ ーー ズ を と ら え た 販路 拡大 の 支援 


























商品 の PR や 関連 分 野 の バイ ヤー 招 聴 を 実施 
② 県 産 農林 水産 物 の 消費 拡大 
〇 県 産 農林 水産 物販 売 促進 緊急 対策 事業 費 〔6 百 万 円 〕 縛 正 (新規 ) 





























携 し た 販売 促進 キャ ン ベ ペー ン を 実施 
〇 県 産 農林 水産 物 学 校 給食 提 供 緊 急 対策 事業 費 補助 
[285 百 万 円 ] 晴 正 (新規 ) 



































施 に 要する 経費 を 支援 
> 既に 実施 し て いる 対策 
〇 県 産品 ・ 県 産 農林 水産 物 の 需要 喚起 へ の 対応 














ン ペ ー ン ー~」 を 展開 し 、 県 産品 や 県 産 農 林 水 産物 の 消費 拡大 を PR 
O 観 光 キ ャ ン ペ ー ン の 実施 
県 民 が 地元 宿泊 施設 に 宿泊 し 、 地 域 を 元気 に する た め の 「 泊 まっ て 、 
食べ て 地元 を 元気 に 応援 キャ ン ペ ー ン 」 を 展開 









































産業 経済 交流 課 
産業 経済 交流 


いわ て 希望 応援 ファ ンド 助成 金 を 活用 し 、 通 信販 売 や 中 食 な ど で 需 | 
要 が 伸び て いる 分 野 の 商品 開発 と 販路 拡大 を 支援 (公募 期間 3/25~ 


流通 課 


生肉 、 水産 物 な ど 県 産 食 材 の 消費 拡大 に 向け て 、 県 内 量販 店 等 と 連 
流通 課 
県 産生 内 の 学校 給食 べ の 提供 や 、 生 産 者 に よる 食 育 出 前 講座 等 の 実 | 

産業 経済 交流 課 


「 買 うな ら 岩 手 の も の 運動 て 買っ て 、 食 べ て 地域 を 元気 に 応援 キャ | 


流通 課 


産業 経済 交 太 齋 
県 民 の 県 産品 の 消費 を 促進 し 、 県 内 生産 者 や 事業 者 を 支援 する 「 買 | 
っ て 、 食 べ て 地域 を 元気 に 応援 キャ ン ペ ー ン 」 に よる 消費 拡大 PR を | 











019-629-5536 








019-629-5536 


























019-629-5536 


| 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 収束 後 を 見 据え 、 いわ て 食 の 大 商談 会 等 | 











019-629-5536 

















019-629-5736 

















019-629-5736 








019-629-5536 




















019-629-5736 


観光 ・ プ ロモ 


| 一 ショ ン 室 


019-629-5574 














く 県 以外 が 実施 する 対策 > 


I 資金 繰り に 万 全 を 期す た め の 人 金融 支援 等 


> 新た に 実施 する 対策 
① 中 小 企業 等 
〇 事業 者 へ の 持続 化 給付 金 の 支給 














者 を 対象 に 、 事 業 全般 に 
② 農 林 水 産業 、 食 品 製造 業 等 
〇 農業 の 人 材 確保 へ の 支援 
国 が 、 農 業 経営 
活用 する 際 の 労 賃 等 の 掛か り 
〇 野菜 価格 の 低下 へ の 対応 
野菜 価格 が 著しく 低下 し た 場 
納付 猫 予 を 実施 
O 〇 花き の 活用 の 拡大 
国 が 、 自治 体 や 学校 、 企 業 等 に 


















































日 


























〇 野菜 、 果 樹 、 花 き の 市場 価 格 低 











E 費 を 支援 








へ 


mm ヽ ュ 国 が 、 


























国 が 、 中 小 企 業 や 小 規模 事業 者 、 フ リー ラン ス を 含む 個人 事業 者 等 、 
その 他 各 種 法 人 等 に 対 し 、 売 上 が 前 年 同 


比 で 50% 以 上 誌 少し て いる | 
広く 使え る 給付 金 を 支給 | 


お ける 花き の 活用 拡大 や 、 メ ディ ア 、 
SNS 等 を 活用 し た 情報 発信 等 の 取組 を 支援 


下 へ の 対応 












































需要 の 減少 に より 市 場 価格 が 低下 し た 野菜 、 果 樹 、 花 き 等 に つい て 
国 が 、 収 束 後 を 見 据え 、 次 期 作 に 向け た 土壌 改良 、 資材 の 購入 等 に 要 
する 経費 を 支援 

〇 了 肉 用 牛 生産 へ の 支援 
国 が 、 肉 用 生 の 計画 的 出荷 に 伴う 追加 費用 や 肉 用 和牛 肥育 生産 に お ! 














る コス ト 低 減 等 の 取組 を 支援 
O 〇 O 肉 用 和牛 肥育 生産 の 事業 継続 へ の 





対応 








国 が 、「 肉 用 和牛 肥育 経営 安定 











の 納付 猫 予 を 実施 
O 〇 畜産 経営 者 に 感染 が 確認 され た 
国 が 、 
〇 生乳 の 仕向 変更 へ の 対応 
全国 的 に 在庫 が 著しく 

用 か ら 飼料 用 等 へ の 仕向 け 先 の 


























場合 の 対応 
































変更 を 支援 





当 加 し て いる 脱脂 粉乳 に つい て 、 





〇 住宅 資材 の 納期 の 遅れ 等 に 伴う 木材 需要 の 低下 へ の 対応 








国 が 、 滞 留 し て いる 原木 の 保 








た を 
) 
戸 








費用 等 を 支援 


O 〇 魚 価 低下 等 に より 収入 が 減少 し た 漁業 者 へ の 対応 
立 金 の 仮 払 い や 積 


国 が 、 収 入 補填 制度 の 自己 積 
〇 漁業 、 水 産 加 工業 の 雇用 へ の 対 
国 が 、 漁業 、 水産 加工 業 に 








応 











代替 要員 の 派遣 や 家畜 の 公共 牧場 へ の 避難 等 を 支援 


国 が 、 








中 立 猫 予 を 盾 








日 四 























交付 金 后 マ ルキ ン )」 の 生産 者 負担 金 


業務 


経営 文 援 


農業 振興 課 

林 が 農業 経験 を 有する 人 材 や 学生 等 の 多様 な 人 材 を 

肖 し 経 | 
| 流通 

荷 団 体 等 の 負担 金 の 


林業 振興 斉 
| 水産 


| 水産 
お ける 作業 経験 者 等 の 雇用 に 必要 な 掛か | 




















019-629-5542 




















019-629-5642 





計 田 
『 太 














019-629-5736 











『 太 














+ ョ 
> 





019-629-5707 











ナド 人 き 田 
へ pH 

















019-629-5706 








を 
再 閉 味 


019-629-5721 

















ャ ケー 倒 
弟 産 『 木 


019-629-5721 



































019-629-5721 

















019-629-5736 











19-629-5772 

















振興 課 
19-629-5817 
振興 課 
19-629-5817 
































16 











り 増 し 経費 を 支援 
O 〇 漁業 者 団体 の 水産 物 の 買取 等 へ の 支援 











団体 が 買取 や 冷凍 保管 する 際 の 買取 資金 や 保管 料 等 を 支援 
〇 食肉 卸売 事業 者 へ の 支援 

















に 対し 、 当 該 在庫 の 保管 経費 を 文 援 
③ 飲 食 業 
O 〇 大 規模 感染 リス ク を 低減 する た め の 高 機能 換気 設備 等 の 導入 支援 



































型 の 高 機能 換気 設備 等 の 導入 を 支援 
> 既に 実施 し て いる 対策 
〇 農業 の 労働 力 確保 














〇 畜産 業 の 経営 安定 対策 




















標準 的 な 生産 費 と 販売 価格 の 差額 の 9 割 を 補てん する と と も に 、 











を 補てん 


IL 県 民 の 生活 を 守る た め の 経 済 的 支援 
と 新た に 実施 する 対策 
O 特 別 定額 給付 金 (仮称 ) の 支給 




















10 万 円 の 特別 定額 給付 金 (仮称 ) を 世帯 主 に 給付 
〇 子育て 世帯 へ の 臨時 特別 給付 金 の 支給 



































給付 金 を 支給 
> 既に 実施 し て いる 対策 
〇 高等 学校 等 の 生徒 へ の 奨学 金 (再掲 ) 
岩手 育英 奨学 会 が 、 世帯 収入 が 大 きく 減少 し 、 緊急 
と な っ た 高校 生 等 に 対し て 奨学 金 を 貸与 


政 
人 1 
河 
飛 
芝 
2 
IN 
畑 











ルル 雇 用 の 維持 ・ 就 職 に 向け た 支援 
と 新た に 実施 する 対策 
〇 雇用 調整 助成 金 の 特例 措置 の 拡大 
新型 コロ ナウ イル ス 感染 症 に より 影響 を 受け る 事業 主 を 支援 する 
た め 、 国 が 、 雇 用 調整 助成 金 の 助成 率 の 引上げ 等 の 特例 措置 を 実施 
































| 水産 振興 課 
感染 拡大 の 影響 を 受け る 急 種 の 過剰 供給 分 に つい て 、 国 が 、 漁 業者 | 


流通 課 


積み 上 が っ た 和 生 肉 の 在庫 を 解消 する た め 、 国 が 、 食 肉 卸売 事業 者 


末 直 生 
大 規模 感染 の リス ク を 低減 する た め 、 国 が 飲食 店 等 に 対し 、 省 エネ 


農業 振興 課 
農業 協同 組合 が 開設 する 無料 職業 紹介 所 等 に より 、 短 期 雇 用 を 確保 
国 が 、「 肉 用 和牛 肥育 経営 安定 交付 金 ( 提 マル キン )」 に より 、 枝 肉 の 」 
「 肉 | 
用 子 生生 産 者 補給 金 」 に より 、 子 邊 の 平均 売買 価格 と 基準 価格 の 差額 


市 町 村 課 
市 町 村 が 、 住 民 基本 台帳 に 記録 され て いる 者 を 対象 に 、 一 人 に つき | 


0 て 
国 が 、 児 童 手当 (特例 給付 受給 世帯 を 除く ) を 受給 する 世帯 (0 歳 
て 中 学生 の いる 世帯 ) に 対し 、 対 象 児童 一 人 に つき 1 万 円 の 臨時 特別 | 

















019-629-5617 

















019-629-5736 











企画 室 
019-629-5272 
































019-629-5642 




















019-629-5721 

















019-629-5233 








019-629-5456 


| 教育 企画 室 


019-629-6109 


定住 推進 ・ 
雇用 労働 室 








19-629-5591 
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地域 経済 を 支え る 産業 支援 








> 新た に 実施 する 対策 
O 〇 国立 公園 等 へ の 誘客 ・ ワ ー ケ ーション の 推進 
国 が 、 国立 ・ 国 定 公 園内 で ツア ー・ イ ベン ト を 実施 する DMO 等 に 




















た め の 企 画 ・ 実 施 費 用 を 支援 





対 し 企画 ・ 実 施 費 用 を 支援 。 ま た 、 ワ ー ケ ーション ツア ー 等 の 実施 の | 




















自然 保護 課 
| 019-629-5372 





その 他 重 要 な 留意 事項 





く 県 が 実施 する 対策 > 
と 新た に 実施 する 対策 











〇 情報 化 設備 整備 費 〔40 百 万 円 (補正 後 現 計 43 百 万 円 )〕 耳 正 (拡充 )| 

県 機関 に お ける 在宅 勤務 者 数 の 増加 に 備え た テレ ワー ク 環 境 の 整 | 

備 、 県 機関 と 外部 ( 国 ・ 市 町 村 ・ 民 間 企 業 等 ) と の テレ ビ 会 議 利 用 環 
境 の 整備 | 

〇 警備 警察 に 要する 経費 〔45 百 万 円 〕 且 正 (新規 )| (再掲 

検視 対応 する 警察 官 の 感染 予防 の た め 、 タ イベ ックス ー ツ セッ ト 等 | 

を 整備 (生前 の 健康 状態 、 既 往 病 等 が 不明 の 独居 死者 対応 ) | 



















































































シシ 既に 実施 し て いる 対策 


〇 地方 税 納税 の 猫 予 等 | 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 に より 納税 が 困難 な 方 に 対し 、 県 
税 の 猫 予 を 実施 | 
O 〇 指定 管理 施設 の 利用 キャ ン セ ル に 伴う 収納 済み 利用 料金 の 還付 | 
県 の 指定 管理 者 制度 導入 施設 に つい て 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 | 
拡大 防止 の た め 利用 者 が 施設 利用 を 取り 消し た 場合 に 、 指 定 管理 者 が 
利用 者 に 対し て 利用 料金 の 還付 を 実施 | 

(還付 対象 期間 : 令 和 2 年 2 月 26 日 か ら 当 面 の 間 ) | 
〇 東日本 大 震 災 津 波 で 被災 し た 子ども 等 へ の 支援 | 
子ども の 生活 の 安定 と ここ ろ の 健康 の 回 復 を 図る た め 、 東 日 本 大 震 
災 津 波 に より 保護 者 を 失っ た 子ども 、 里 親 、 ひ と り 親 家庭 を 対象 と し 
た 相談 へ の 支援 や 支援 者 研修 等 を 実施 | 
〇 東日本 大 震 炎 津波 で 被災 し た 子ども の ここ ろ の ケア | 
東日本 大 震 災 津波 に より 被災 し た 子ども た ちの 心 の ケア を 中 長期 
的 に 実施 する た め の 拠 点 と し て 「 い わ て こども ケア セン ター」 を 設置 | 
し 、 沿 岸 地域 で の 相談 、 支援 者 研修 な ど を 包括 的 に 実施 | 
〇 東日本 大 震 炎 津波 被災 者 の ここ ろ の ケア | 

被災 者 の 精神 的 負担 を 軽減 する た め 「 岩 手 県 ここ ろ の ケア セン タ | 
ー」 及び 「 地 域 こ ころ の ケア セン ター」 に お いて 、 被 災 者 に 対す る 専 
門 的 ケア を 実施 | 





























































































































































































































| 管財 課 





和民 
019-629-5247 








護 














019-653-0110 
(内 線 2652) 























税務 課 
019-629-5261 




















019-629-5036 





子ども 耶 て 援 
019-629-5463 








子ども 和子 放 て 文 拉 宣 
019-629-5463 








障がい 保健 信 祉 課 
019-629-5450 












































〇 地域 コミ ュ ニ ティ の 形成 ・ 活 性 化 支援 | 生活 再建 課 
感染 症 対策 を 講じ た 上 で 行う 、 被 災 者 の 「 心 の 復興 」 を 支援 する 民 019-629-6926 

間 団 体 等 の 取組 に 要する 経費 を 補助 | 
〇 国 へ の 提言 ・ 要 望 の 実施 政策 企画 課 
国 の 動向 や 経済 状況 等 を 申 ま え 、 全 国 知事 会 等 と 連携 し な が ら 、 感 | 019629-5214 

染 拡大 防止 や 経済 対策 に 係る 提言 ・ 要 望 を 実施 | 
〇 公共 工事 等 の 工期 の 柔軟 化 等 「 規 設 技術 振興 課 
受注 者 か ら の 希望 の 申出 が あり 、 必 要 と 認め られ る 時 は 、 工 事 等 の 019-629-5944 

一 時 中 止 等 を 措 | 
〇 運転 免許 手続 き 関係 の 対応 | 運転 免許 課 
更新 期限 の 前 に 、 運転 免許 セン ター に 申し 出る こと に より 、 更 新 期 019-606-1251 

限 後 で や っ て も 3 か 月 間 は 運転 が 可能 | 
< 対象 者 > | 
免許 証 の 更新 期限 が 令 和 2 年 3 月 13 日 か ら 7 月 31 日 まで の 間 で 
ある 方 (7 月 31 日 まで 拡大 ) | 
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新型 コロ ナウ イル ス 感 委 症 相談 窓口 


岩手 県 保健 福祉 部 医療 政策 室 
盛岡 市 内 丸 10-1 ※ 午 前 9 時 午後 9 時 (土日 ・ 祝 日 を 含む ) 
TEL : 019-629-6085 FAX : 019-626-0837 























その 他 資 料 : 政策 企画 部 
第 12 回 新型 コロ ナウ イル ス 
感染 症 対策 本 部 員 会 議 資料 
令 和 2 年 4 月 23 日 
政 策 企 画 部 














新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 に 関す る リー フレ ッ ト の 配布 に つい て 





【 要 旨 】 
新型 コロ ナウ イル ス 感 業 症 の 感染 拡大 防止 に 向け た 知事 メッ セー ジ や 、 県 民 へ の お 知ら 
せ 、 事 業者 へ の 各種 支援 策 等 を 広く 周知 する た め 、4 月 28 日 ( 火 ) か ら 、 県 内 の コン ビニ 














エン スス ト ア 等 、 公 共 交 通 機関 、 公 共 施 設 に リー フレ ッ ト を 配 架 し 、 広 く 県 民 等 に 配布 す 
る こと と し まし た の で 、 報 告 し ます 。 


























1 配 架 場所 等 




















配布 先 配 架 場所 部 数 
コン ビニ エン スス ト ア 等 | ・ ロー ソン (173 店 舗 ) 4, 010 

ファ ミリ ー マ ー ト (198 店 舗 ) 
・ イト ー ヨ ー カ 堂 (1 店舗) 
・ イオ ン (6 店 舗 ) 























駅 ・ JR (7 駅 ) 2, 000 
・ IGR (11 駅 ) 


・ 三陸 鉄道 (4 駅 ) 
























































県 ・ 必要 に 応じ 、 各 部 局 等 に 配付 2, 990 
合 計 20, 000 





2 掲載 内 容 
別紙 の と お り 。 





























【 担 当 : 広 聴 広 報 課 総 括 課長 藤原 (内 5280)】 























新型 コロ ナウ イル スス 感染 症 
緊急 事態 宣言 発令 中 


令 和 2 年 4 月 16 日 、 政 府 に お いて 、 都 市 部 か ら の 人 の 移動 等 に は に り クラ スタ ー が 都市 部 以外 の 地域 で も 
発生 し 、 感 染 拡 大 の 傾向 が 見 5 れる こと を 踏ま 、 全 都 道 府 県 が 足並み を 揃え て 感染 拡大 防止 の 取組 を 
行う 必要 が ある こと か ら 、 本 県 を 含む 全て の 都 道 府 県 に つい て 緊急 事態 措置 を 実施 すべ き 区 域 と きれ まし た 。 
9 新型 コロ ナッ ウイ ルス 感染 症 の 感染 拡大 防止 の た め に は 、 本 日 か 65 月 6 日 まで 、 大 型 連休 期間 を 含め 
NK て 、 不 要 不 急 の 帰省 や 旅行 な ど 、 都 道府県 を また いで 人 が 移動 する こと は 極力 避け な けれ ば な り ま せん 。 
5 この こと は 政府 か ら の 要請 で ある と と も に 全国 知事 会 が 一 致 団結 し て 取り 組む こと に し て お り 、 岩 手 県 
a か ら も 、 県 民 の 皆さま 及び 県 外 の 皆さま に お 願い し ます 。 
また 、 現 に 全国 各地 で クラ スタ ー が 多数 発生 し て いる 「 繁華 街 の 接待 を 伴う 飲食 店 等 ]」 に つい て は 、 
利用 を 強く 自粛 し て 頂き た いと 思い ます 。 

県 と し て は 、 県 民 の 命 と 健康 を 守る こと を 最 優先 に し つつ 、 社 会 ・ 経 済 へ 負 の 影響 を 抑え る た め の 対策 を し っ か り 行い ます の で 、 
地域 、 企 業 、 団 体 な ど オ ー ル 岩手 で 乗り 越え を てい きま しょ う 。 

県 民 の 皆さま に は 、 引 き 続 き 「 換気 の 悪い 密閉 空間 ]」、「 人 が 密集 し て いる 」、「 近 距離 で の 会 話 や 発声 が 行わ れる 」 と いう 3 つの 
条件 が 同時 に 重なる 場 、 い わ ゆ る 「3 つ の 密 」 を 避け る と と も に 、 普 段 以 上 に 、 手 洗い や 咳 エ チケ ッ ト を は じ め と する 基本 的 な 感染 症 
対策 を 、 ぜ ひ 守 っ て いた だ く よ う 、 重 ね て お 願い し ます 。 

令 和 2 年 4 月 18 晶 
岩手 県 知事 達 増 拓也 


最新 の 情報 は 岩手 県 ホー ムペ ー ジ に 新型 コロ ナウ イル ス の 集団 発生 防止 に ご 協 力 を お 空間 窒 集 場所 


掲載 し て いま す 7 買う な ら 着 手 の も の を 避け て ' 
a 』 に | わ て C9 益 基 貫 


知ら せ 岩手 県 


の G@ 普 圭 后 征 ら 隊 の SG な 





外国 人 県 民 の 方 の 
相談 窓口 ジグ 


デン と デア 
| 手 | 〒020-8570 盛岡 市 内 丸 10 番 1 号 TEL.019-629-5283 FAX.019-651-4865 
和 石 県 政 [ホー ムペ ー ジ ]https://www.pref.iwate.jp 





県 民 の 皆さま へ の お 知ら せ 


納税 が 困難 な 方 に 対す る 
県 税 の 徴収 猫 予 制度 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 納税 者 ( 家 
族 含む ) が り 患 し た 場合 な ど 、 納 税 が 困難 
な 方 に つい て は 敏 収 猫 予 制度 が あり ます 
の で 、 お 近く の 広域 振興 局 ( 県 税 部 ・ 県 
税 モ ンタ ー・ 県 税 宣 ) へ ご 相談 くだ さい 。 


県 民 の 皆さま べ お 願い 


う 、 強 く お 願い し ます 。 


中 小 企業 者 等 の 皆さま へ の 支援 


中 小 企業 者 等 向け 
金融 相談 窓口 


開設 時 間 : 午前 8 時 30 分 一 午後 5 時 15 分 (月 
曜 一 金曜 ) ※ 祝 を 除く 
相談 内 容 : 資金 繰り 、 県 融資 制度 の 紹介 な ど 
口 : 県 庁 経営 支援 課 、 各 広域 振興 局 
経営 企画 部 産業 振興 室 な ど 





岩手 県 新型 コロ ナウ イル ス 
感染 症 対策 資金 


: 県 内 に 事業 所 を 有する 中 小 企業 者 
で 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 影 
響 に より 、 売 上 高 ま た は 販売 数 量 が 
減少 し て いる 方 窓 

: 設備 資金 、 運 転 資金 

: 8 千 万 円 以内 


※ 日 本 政策 金融 公庫 で も 、 中 小 企業 者 な ど を 対象 と し た 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 特 別 貸付 」 を 取り 
扱っ て いま す 。 詳 し く は 支店 窓口 に お 問い 合わ せく だ きい 。 

@ 盛岡 / 国 民生 活 事 業 : 19-623-4370、 中 小 全 業 事業 : 019-623-6125 

e 一 関 ノ 国民 生活 事業 : 191-23-4157 人 戸 / 国 民生 活 事業 : U178-22-6274 


※ 日 本 政策 金融 公庫 の ほか 、 以 下 の 団 体 な ど で も [新型 コロ ナウ イル ス に 関す る 経営 相談 窓口 | を 設置 
し 、 中 小 企業 者 等 の 皆さま の 相談 を 受け 付け て いま す 。 

商工 組合 中 央 金庫 盛岡 支店 、 岩 手 県 信用 保証 協会 、 各 商工 会 議 所 、 岩 手 県 商工 会 連合 会 、 岩 手 県 

中 小 企業 団体 中 央 会 、 岩 手 県 よろ ず 支 援 拠点 、 中 小 企業 基盤 整備 機構 東北 本 部 企業 支援 部 企業 

支援 課 、 東 北 経済 産業 局 産業 部 中 小 企業 課 、 全 国 商店 街 振興 組合 連合 会 な ど 





[問い 合わ せ 先 ] 県 庁 経営 支援 課 り 19-629-5542 


農林 漁業 者 の 皆さま へ の 支援 


ン 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 に より 
NN 経営 が 悪化 し た 農林 漁業 者 を 対象 に 、 
融資 の 特例 措置 が 取ら れ て いま す の で 、 ご 相談 くだ さい 。 


e 農林 漁業 モー フ テ ィ ネッ ト 資 金 等 (日 本 政策 金融 公庫 ) 
主 な e 農業 近代 化 資金 (JA バ ンク な ど ) 
対象 資金 
特例 措置 の 
内 容 @ 保証 見 た ビ 上 品 き 2 
囚 証 料 の 5 年 間 免 除 、 実 質 無 担保 な ど で の 債務 保証 引受 
(岩手 県 信用 漁業 協同 組合 連合 会 TA パン ク な ど ) 


e 漁業 近代 化 資金 (岩手 県 信用 漁業 協同 組合 連合 会 ) 
e 漁業 経営 維持 安定 資金 (岩手 県 信用 漁業 協同 組合 連合 会 ) 
e 貸付 利子 の 5 年 間 実 質 無 利子 化 ( た だ し 、 漁 業 近 代 化 資金 、 県 内 一 部 市 町 村 を 
除い た 農業 近代 化 資 金 に つい て は 従前 より 実質 無利子 で す 。) 
e 実質 無 担保 化 ( 日 本 政策 金融 公庫 ) 
[問い 合わ せ 先 ] m 県 / 県 庁 団 体 指導 課 019-629-5699 
融資 機関 / 日 本 政策 金融 公庫 盛岡 支店 019-653-9055 nm 県 信連 、 県 内 JA、 信 漁 連 、 銀 行 な ど 


緊急 事態 宜 言 の 趣旨 を 踏ま え 、 感 染 拡 大 防止 の 効 
果 が 最大 限 発揮 され る よう 、 他 地域 と の 不要 不 急 の 
往来 を 控え て いた だ く よ う お 願い し ます 。 加 えて 、 繁 
華 街 の 接客 を 伴う 飲食 店 な ど へ の 外出 を 控え る よ 








悪質 商法 に ご 注意 を 


今後 、 感 染 の 不安 に つけ 込み 、 新 た な 手 
口 で 悪質 な 勧誘 な ど が 行わ れる 可能 性 
が あり ます 。 少し で も お か し いと 感じ た ら 6、 消 
費 者 ホッ トラ イン 「188 ( い ゃ ゃ ) 」 へ ぉ 問 
い 合 わせ くだ さい 。 








特別 労働 相談 窓口 


開設 時 間 : 午前 8 時 30 分 一 午後 5 時 15 分 
(月 曜 か ら 金 曜 ) ※ 祝 中 を 除く 

相談 内 容 : 解雇 、 休 業 、 
雇用 調整 助成 金 な ど 


[問い 合わ せ 先 ] 
岩手 労働 局 0120-980-783 


農林 水産 業 相談 窓 品 


【 設 置場 所 】 県 庁 、 各 広域 振興 局 な ど 33 カ 所 

O 県 庁 農林 水産 部 農林 水産 企画 室 

Oo 広 域 振興 局 農政 部 ・ 林 務 部 ・ 水 産 部 、 農 林 振 興 
セン ター( 林 務 室 、 岩 泉 林 務 出 張 所 を 含む )、 水 
産 振興 モン ター、 農 業 改良 普及 モン ター( サ プ セ 
ンタ ー を 含む ) 


※ 詳 し く は 県 ホー ムペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 
1028907 | 県 サイ ト 内 ペー ジ 番 号 検索 


[問い 合わ せ 先 ] 
各 広域 振興 局 また は 県 庁 農 林 水 産 企画 室 


019-629-5621 





その 他 資 料 : ふる さと 振興 部 


第 12 回 県 本 部 員 会 議 資 料 
令 和 2 年 4 月 23 日 



































ふ る さ と 振興 部 


県 と 市 町 村 と の 連携 強化 に つい て 


1 趣旨 
新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 対策 に 「 オ ー ル いわ て 」 で 取り 組む た め 、 県 と 市 町 村 と の 連 
携 強 化 を 進め て いる と ころ で ある が 、「 3 密 」 を 性 け て の 合同 会 議 の 開催 な ど 、 県 と 市 町 村 
等 と の 情報 共有 、 連 携 体制 を さら に 強化 する た め 、 テ レビ (Web) 会 議 シ ステ ム を 導入 する 
も の 。 





























2 現状 ・ 対 応 
県 庁 内 に お いて は テレ ビ 会 議 が 可能 と な っ て いる が 、 県 と 市 町 村 と の 間 で は 、1I CT 環 
境 が 様々 な 状況 に あり 、 これ まで テレ ビ 会 議 を 開催 で きる 環境 に は な か っ た と ころ で ある 。 
今般 、 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 全国 的 な 拡大 を 踏ま ほえ 、「 3 密 」 を 人 避け て の 情報 共有 
や 意見 交換 な ど を 了 臨機 に 行う た め 、 県 と 市 町 村 と の 間 で 、 一 定 の セキ ュ リ ティ を 維持 し な 
が ら 簡 易 な 方 法 で 活用 で きる テレ ビ (Web) 会 議 の 利用 環境 を 整備 する も の 。 
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(⑰ 招待 メー ル の 送信 (テレ ルビ 
会 議 宝 の Web 上 場所 へ の 
リン 2 付 ) 







(① ケ レビ 会 議 の 開催 の 
決定 


⑨ リ ンク に アク セス し て 
テレ ビ 会 議 に 参加 








簡易 な テレ ビ (Web) 会 議 利用 環境 の イメ ー ジ 図 











その 他 資 料 : 環境 生活 部 









































新型 コロ ナウ イル ス に 係る 消費 生活 相談 の 状況 に つい て 
【 要 言 】 
新型 コロ ナウ イル ス に 係る 消費 生活 相談 は 、 こ れ ま で 101 件 あり 、 う ち 不 審 な 電話 等 に 関 


= 

















する も の は 3 件 あり まし た 。 
県 民生 活 セ ンタ ー で は 、 県 民 か ら の 相談 に 応じ る と と も に 、 ホー ムペ ー ジ 等 で 注意 喚起 を 行 
っ て いま す 。 



























































1 相談 件 数 
令 和 2 年 1 月 1 日 か ら 4 月 20 日 まで の 県 内 の 相談 件 数 は 101 件 と な っ て いま す 。 
(参考 : 全国 18, 099 件 ) 





















































2 相談 内 容 
項 目 件 数 
(1) マス ク 等 の 不足 に 関す る も の 3 4 
(2) 旅行 、 コ ン サ ー ト 等 の キャ ン セ ル に 関す る も の 28 
(3) 不審 な 電話 等 に 関す る も の 3 
(4) その 他 (生活 上 の 不安 等 ) 3 6 

















3 不審 な 電話 等 の 事例 及び 対応 
事 例 対 応 
(1) 送り つけ 商法 の 疑い 
高齢 者 に 「 マ スク が 当たっ た 」 と いう ダイ 申込 を し て いな い の に 商品 が 届い た 
レク トメ ー ル が 届い た が 、 受 け 取 っ て いい の | と き は 、 受取 拒否 の 連絡 を 郵便 局 (宅配 
か 。 業者 ) に 行う こと が 必要 で す 。 
(2) アポ 電 の 疑い 
次 の よう な 電話 が か か っ て きた が 、 ど 2 う 対 | 銀行 の 口座 情報 な ど 個 人 情報 の 入手 
応 し た らい い の か 。 や 家族 構成 ・ 資 産 状 況 を 聞き 出す 「 ア ポ 
・ 知ら な い 電 話 番号 か ら 電 話 が か か っ て き | イン ト 電 話 」( い わ ゆ る 「 ア ポ 電 」) の 可 
た 。 能 性 が 考え られ ます 。 
公 的 機関 を 名 乗り 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス あや し いと 感じ た ら す ぐに 電話 を 切 
で 困っ て いる こと は な いか 、 自 宅 を 訪問 し | り 、 一 人 で 悩ま ず 家 族 な ど 周 り の 方 に 相 
た い 、 と いう 電話 が あっ た 。 談 す る こと が 必要 で す 。 











































































































































































































4 相談 対応 及び 注意 喚起 
県 民生 活 セ ンタ ー で は 、 県 民 か ら の 相談 に 対応 する と と も に 、 不審 電話 な ど 新 型 コ ロナ ウィ 
ルス に 便乗 し た 悪質 商法 な ど に つい て 、 ホー ムペ ー ジ や フェ イス ブッ ク 、 ツイ ッ タ ー に より 注 
意 喚起 を 行っ て ます 。 
る $ 相談 窓 
(1) 専用 の 相談 電話 : 消費 者 ホッ トラ イン 「1 8 8 (いや や )」 
(各市 町 村 の 相談 窓口 又は 県 民生 活 セ シンター に つなが り ま す 。) 
(2) 県 民生 活 セ ンタ ー 相 談 専用 電話 : 019-624-2209 (祝日 、 年 末年 始 を 除く ) 
※ 来 所 相談 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 防止 の 観点 か ら 、 当 面 の 間 、 お 控え いた だ いて いま す 。 
〇 ホー ムペ ー ジ 
https://www. pref. iwate. jp/kurashikankyou/shouhiseikatsu/1029262/index. html 
〇 フェ イス ブッ ク 及 び ツ イッ ター : 「 県 民生 活 セ ンタ ー」 で 検索 


































































































































































































































































































































































































康 を 確保 し つつ 、 教 育 活動 に 与え る 影響 を 最小 限 に と ど め る た め 、 

















感染 者 が 確認 され た 場合 は 、 国 の ガイ ドラ イン を 踏ま え 、 生 徒 の 生活 園 を 踏ま 
えた 部 分 的 な 臨時 休業 措置 を 講じ る 。 
2 大 型 連 休 期 間 中 に お ける 人 の 移動 を 最小 化す る 必要 が ある こと か ら 、4 月 29 日 
( 水 ) か ら 5 月 6 日 ( 水 ) まで の 期間 、 県 立 学校 の 一 斉 臨 時 休業 措置 を 講じ る 。 












































1 了 葵 時 休業 措置 の 基本 的 な 考え 方 に つい て 。 = 
(1) 感染 者 が 県 立 学校 の 児童 生徒 等 又は 教職 員 の 場合 

感染 し た 児童 生徒 等 の 出席 停 下 又は 教職 員 の 就業 禁止 

感染 者 が 確認 され た 学校 を 2 週間 程度 の 臨時 休業 

当該 学校 が 所 在 する 市 町 村 の 他 の 県 立 学校 に つい て も 、2 週間 程度 の 臨時 
休業 
当該 学校 が 所 在 する 市 町 村 を 所 管 する 保健 所 長 及び 管内 市 町 村 教育 委員 会 
と 協議 、 管 内 又は 生活 園 (通学 圏 や 発達 段 階 に 応じ た 日 常 的 な 行動 範囲 等 ) 
に ある 学校 の 臨時 休業 の 要 知 を 判断 




































































(2) 感染 者 が 県 立 学校 の 児童 生徒 等 又は 教職 員 以 外 の 場合 

感染 者 が 確認 され た 市 町 村 を 管轄 する 保健 所 長 及 当該 市 町 村 教育 委員 会 と 
協議 、 当 該 市 町 村 に 所 在 す る 県 立 学校 の 臨時 休業 の 要 香 を 判断 

当該 市 町 村 を 所 管 する 保健 所 長 及 び 管 内 市 町 村 教 育 委 員 会 と 協議 、 管 内 又 
は 生活 園 に ある 学校 の 臨時 休業 の 要 否 を 判断 





















































2 大 型 連休 期間 中 に お ける 一 斉 臨 時 休業 の 措置 に つい て 





(1) 大型 連休 期間 中 に お ける 一 斉 臨時 休業 の 措置 に つい て 














大 型 連休 期間 中 に お ける 人 の 移動 を 最小 化す る 趣旨 か ら 、 4 月 29 日 ( 水 ) 
か ら 5 月 6 日 ( 水 ) まで の 期間 、 県 立 学校 の 一 斉 臨 時 休業 措置 を 講じ る 。 








(2) 休業 期間 中 の 留意 事項 に つい て 
家庭 学習 を 適切 に 課 し 、 不 要 不 急 の 外出 を 人 避け 、 基 本 的 に 自宅 で 過ごす よう 
指導 する 。 
斉 配 信 メ ー ル 等 を 活用 する な ど 、 児 童 生徒 及び 保護 者 へ の 連絡 体制 を 確立 
し 、 児 童 生徒 の 健康 状況 等 の 情報 収集 に 努め る 。 
部 活動 に つい て は 、 禁止 と する 。 た だ し 、 散 歩 や ジョ ギン グ 等 の 適度 な 運動 
を と る こと は 構わ な い 。 







































































(3) 教職 員 の 在宅 勤務 に つい て 
休業 期間 中 は 、 原 則 、 全 教職 員 を 在宅 勤務 と する 。 
家庭 と の 連絡 や 緊急 時 の 対応 等 の た め 、 必 要 最 小 限 の 教職 員 は 出勤 する 。 
事務 職員 に つい て は 、 や む を 得 な い 場 合 に は 、 出 勤 も 可 と する 。 












































(4) 体 業 後 の 学校 再開 に つい て 

原則 と し て 、5 月 7 日 ( 木 ) 以降 に つい て は 、 学校 に お ける 教育 活動 を 再開 
する 。 

・ 再開 後 は 、3 月 25 日 付け 教育 長 通 知 「 令 和 2 年 度 に お ける 教育 活動 の 再開 
等 に つい て 」 に 留意 し 、「3 つの 密 」 を 避け る 等 の 感染 症 対策 を 徹底 や 、 児 童 
生徒 の 心 の サポ ー ト 等 に 引き 続き 取り 組む 。 

また 、 時 差 韻 校 ・ 下 校 等 に よる 感染 リス ク の 軽減 も 検討 する 。 

部 活動 に つい て も 、 同 3 月 25 日 付け 通知 に 基づき 、 平 日 は 2 時間 以内 、 休 
日 は 3 時間 以内 と する な ど 、 活 動 時 間 の 制限 や 体調 管理 等 に 引き 続き 配慮 する 。 



























































(5) その 他 
詳細 に つい て は 、 上 記 内 容 を 整理 し た 上 で 、 県 立 学校 及び 市 町 村 教 育 委 員 会 
こ 対 し 、 通 知 する 予定 。 








































































































県 立 社会 教育 施設 の 休館 等 に つい て 


【 要 旨 】 

今般 の 国 の 緊急 事態 宣言 等 を 踏ま え 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 拡大 防止 の 観点 
か ら 、 4 月 25 日 ( 土 ) か ら 5 月 6 日 ( 水 ) まで の 期間 、 県 立 社会 教育 施設 を 休館 等 
する こと と じじ まじ た 。 









































1 休館 する 施設 
(1) 博物 館 及 び 美 術 館 (指定 管理 者 : ( 公 財 ) 岩手 県 文化 振興 事業 団 ) 
(2) 県 南 青 少年 の 家 、 陸 中 海岸 青少年 の 家 及 び 県 北 青 少年 の 家 (指定 管理 者 : ( 公 財 ) ス 
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ポー ツ 振 興 事業 団 ) 








2 利用 制限 を 設け て 開館 する 施設 


(1) 施設 名 
刻 書 館 (指定 管理 者 : (株 ) 図書 館 流通 セン ター (通称 TRC)) 
(2) 利用 制限 の 内 容 
カウ ンタ ー で の 図書 の 貸出 、 返 却 の み と す る 。 
※ 利用 者 の ニー ズ 等 を 考慮 し 、 閉 館 と は し な いも の 。 
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